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　そして宵よい原はら蓮れんは目を覚ました。

「……んー……」

　くぐもった声をあげて、あくびを漏らし、しょぼしょぼする目をこすって、蓮はベッドから立ちあがろうとして──袖そでがなにかに引っかかっていることに気づいた。

　反射的に、そちらに目を向けて、




　自分の隣となりに、裸の女の子が眠っているのを発見した。




　耳にかかるほどの長さの、艶つやのある黒髪。きめ細やかな白い肌。桃もも色いろの唇から穏おだやかな寝息が漏れるたびに、薄うすい胸元がゆるゆると上下している。白い裸体は一糸まとわず──いや、違った。一糸といわず、まとっているものがある。

　白い素肌の上で、鮮せん烈れつなまでに目を引く、紅あかい紅い、リボン。

　……こんなもので飾りつけられるくらいなら、裸のほうがまだマシだ。

　蓮がそう思った瞬しゆん間かん、頭上から奇妙な笑い声が響ひびいてきた。

「きひひひっ」

「……おまえ、な」

　怒りを押し殺した声と共に、蓮はぎっと頭上を見あげる。

　巨大な卵が、支えも釣り糸もなく、宙に浮かんでいた。

　子供ひとりくらいなら楽に隠れられるほど巨大な、楕だ円えん形けいの白いタマゴ。表面は、紫むらさき色いろの流水模様で彩られている。

　タマゴの上から三分の一ほどのところに、ギザギザの割れ目が走っている。

　楽しそうな笑い声は、その割れ目から漏れ聞こえていた。

「きっひひひひひひひ。もてもてだねえ、パパ？」

　そのとき、部へ屋やのドアが、こんこん、と鳴るのが聞こえた。

『蓮くん？　もう起きてる？』

　蓮の顔から、さっと血の気が引いた。

　扉を見て、裸リボンの少女を見て、それからタマゴを見て、小声で叫ぶ。

「は、早く戻してくれ！　こんなところを見られたら──」

「戻せって、やだなーもうパパったら、そんなことできないってわかってるくせに」

「おまえがやったんだろ!?」

「そうだけど、『やること』と『戻すこと』は全然別のことだからさ。どうしてもって言うなら、もう一度寝たらいいよ。パパがね、服を着ているって夢を見たのなら、元に戻せると思うな。だってね」

　からかうようにそう言って、タマゴはくすくすと笑う。

「その子がそんな格好になってるのも、もともとは、パパの夢のせいなんだからさ」

『ねえ、起きてるの？　寝てるの？　開けるからね？』

「ん……んん……？」

　タマゴが笑い、ドアノブが回り、裸リボンが、うっすらと目を開けようとしていた。

「………………悪夢だ」

　そのただ中で、数秒後に訪れるであろう現実に思いを馳はせながら、宵よい原はら蓮れんは頭を抱えてそんなことをつぶやいた。
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　宵よい原はら一家が東京から陽ひの守かみ市しに戻ってくるのは、実に六年ぶりのことだった。

　もちろん蓮れんも妹のわらびも成長しているわけだから、六年前と同じボロアパートに逆戻りするわけにもいかない。あのころは同室で構わなくても、今は男子高校生と女子中学生、思春期ばりばりの二人ふたりはそれなりのプライバシーというものを必要としているのだった。

　そんなわけで、今度の住居は一戸建てである。

　築五十年、最も寄よりのバス停まで徒歩十分。最寄りのスーパーまで自転車で十五分。

　最初にそう聞いたときは「うわー、マジかよ」と思った蓮も、実際に住み暮らしてみるとそれほど悪くないと考え直しはじめていた。

　なにしろ田舎いなかのことで、利便性と引き替えに土地の広さだけは売るほどある。蓮の部へ屋やもわらびの部屋も、東京のマンションとは比べものにならないほど広くなった。改築レベルのリフォームを数年前に施したらしく、ガタらしいガタも（今のところは）出ていない。

　なかなかやるじゃん、日本家屋。

「……さて」

　とつぶやいて、蓮はカバンを持ちあげ、あくびをした。

　当然のように、今日きようもあまり眠ることはできなかった。

　涙のにじんだ目をこすりながら、姿見で自分の格好を確かく認にんする。

　そこに映っていたのは、まあ、客きやつ観かん的てきに言って冴さえない男子高校生の姿だ。やや長めの髪の隙すき間まから、情けないタレ目が覗のぞいている。

　ちりちりと前髪をいじくっていると、後ろから声がした。

「ねー、パパー。早く行こうよー」

「黙だまってろ」

　冷たく言い捨て、蓮は身だしなみチェックを切りあげ、自室をあとにする。

　同時に、向かいの部屋の襖ふすまが、すぱん！　と小気味いい音を立てて開いた。

　そこには、セーラー服の少女が立っている。

　宵原わらび。中学三年生。蓮の、二つ下の妹だ。

　ウェーブのかかったハネ気味の髪に、くりくりとしたネコのような瞳ひとみが印象的な、家族のひいき目を抜きにしても愛らしい顔立ちだ。元気が良く、気だても良く、誰だれにでも分け隔てなく振ふる舞まうさわやかな性格の持ち主だが、欠点がひとつだけある。

「あっ、蓮にい！　あたしのパンツ知らない!?」

　アホなのだ。

「ね、知らない？　いつの間にかどっか行ってたんだけど」

　ずずいと顔を近づけたわらびに、蓮は鬱うつ陶とうしそうに手を振って、

「僕が知るか。そんなもん」

「ほんとに？　実は盗んでたりしない？」

「実の兄を下着泥どろ棒ぼう呼ばわりするか、この妹は」

「正直に言ってくれたら許すよ？　ていうか、代わりのパンツあげるから、あれは返してよ。あれってこれとセットだから、ないと困るの！」

　叫ぶなり、わらびはセーラー服の上着をがばっとめくりあげた。

[image: ]

　白いお腹なかとかわいらしいへそと、そして黒いブラジャーが視界に飛び込んできた。右側のカップの端に白い三み日か月づきのプリントがしてある。

「月げつ齢れい下した着ぎコレクションの『クレッセント』は、いちばん気に入ってるから今日きよう着てこうって一週間前から決めてたのに！　今日のためにずっと使ってなかったのに！　今日に限ってなくなっちゃうなんて──あいたっ!?」

　上着をめくりあげているわらびの頭に、蓮はおもいっきりチョップを叩たたき込んだ。

「朝っぱらからなにしてんだおまえは!?」

「ううっ、い、妹にチョップするなんて、兄として恥ずかしくないの!?」

「女の子として恥ずかしすぎるおまえにだけは言われたくない！　──ったく、ないなら仕方ないだろ。別のを着けていけよ」

「やだ。セット以外のパンツをはくのは、ブラジャーに対する冒ぼう瀆とくだよ！」

「おまえはなんでそう無む駄だに──、待て。じゃあ今はなにをはいてるんだ？」

「え？　なんにもはいてないけど──」

　蓮れんはわらびの肩を摑つかみ、百八十度ぐるりと回転させてから、その背中を開きっぱなしの襖ふすまの向こうへと蹴けり飛ばした。

「な、なにすんだよ蓮にい!?」

「いってきます」

　妹の悲鳴を無視して、蓮は革靴を履はき、玄関から出て行った。

　ほとんど同時に、背後から声が聞こえた。

「パパは意地悪だなあ。お意地悪さんだなあ。わらびに返してあげればいいのに」

「……………………」

　ぐっと奥歯を嚙かみしめ、蓮はその声を無視した。

　心地ここち良い春の日差しの中を歩きながら、蓮はあくびを嚙み殺す。声の主は正せい確かくに、彼の後方１メートルを、ぴったりとついてきている。

「この日のために用意してきたんでしょ？　あのパンツをはいていくの、わらびは楽しみにしてたと思うんだけどなあ」

「…………」

「晴れの日に勝負下着を着ていきたい。そんな女の子の、健気けなげで一いち途ずな気持ちを踏みにじるなんて、パパはまったくひどいお兄にいちゃんだよ、まったくまったく」

「…………」

「いや、ひどいお兄ちゃんなだけじゃなくて、ひどいパパでもあるからね。なにしろさっきから、全然こっちの言葉に反応してくれないじゃん？　知ってた？　ネグレクトって立派な虐ぎやく待たいのひとつなんだよ？」

　そこで、蓮の我慢に限界が訪れた。

「おまえな。いい加減に──」

　言いながら振り返ると、そこには二人ふたり組ぐみの女生徒が立っていた。制服からして、蓮が今から転入することになっている、黒くろ噤つぐみ学がく園えん高こう校こうの生徒だろう。

「え？　な、なんですか？」

　少女の片割れがびっくりしたようにつぶやき、蓮は慌てふためいて、

「あ、い、いや、なんでもないです」

　と、もう片方の少女が、不ふ審しん者しやを見るような眼まな差ざしで蓮を見つつ、

「……行こ、ゆっちゃん」

「う、うん」

　そうして二人は、蓮を迂う回かいするようにして、小走りに駆け去っていった。

　地味に傷つく。

「きっ」

　と、猿の鳴き声のような音が、タマゴから聞こえた。

　支えはなく、吊つり下げるものもない。人ひとりがすっぽり隠れられるほどの大きさのタマゴが、ふわふわと宙に浮かんでいる。その表面には紫の流水模様が描かれ、上端から三分の一ほどのところに、ギザギザのヒビが走っている。

　笑い声は、ヒビの隙すき間まから聞こえていた。

「き、ひひひひひひひひ、きひひひひひひひひっ！　いいなあ！　今のパパ、サイコーの顔してたよ！　すごい顔！　おもしろい顔!!　あーダメ、お腹なかいたい！」

　ドタバタと、タマゴの中から暴あばれる音が響ひびいてきて、蓮れんは屈辱に顔を赤くした。なにがムカつくといって、顔も見えない奴やつに笑われることほどムカつくことはない。

「出てこい！　テパ！　あと笑うのやめろこの野郎！」

　地面を踏みしめて、声高に命令すると──ようやく笑い声が止やんだ。

「だ、だっ、──って、だって、パパの、あの顔、きひひひっ」

　笑い声はやんだが、声はまだまだ笑っている。蓮は頰ほおをひくつかせながら、なおも言う。

「笑うなら、せめて顔を見せて笑え！　腹立つから！」

「はあーい」

　気のない返事が響くと同時に、タマゴのヒビから、閃せん光こうが奔はしった。

「だらららららららららららららら……」

　中からテパの声が聞こえる。どうやらドラムロールを口で表現しているようだ。タマゴ上部、ギザギザの割れ目から上の部分がドラムロールに呼応するようにがっくんがっくんと揺れはじめた。そのたびに放たれる光が強くなったり弱くなったり、赤くなったり青くなったり、なんというか、『２メートル以上離はなれて部へ屋やを明るくして見てね』という感じだ。

「ららららららららららららららら──」

　声はまだまだ続いている。タマゴはもはや揺れるというより暴れている。光の強弱はさらに激はげしくなり、色は二色から七色へと変化して、隙間からはぷしゅーっと白い煙が噴ふき出しはじめる。

　なにしてんだこいつ。

「らららららららららららっ、じゃじゃ────────ん!!」

　絶叫と同時に──タマゴが、爆ばく発はつした。

「うわっ!?」

　爆炎と爆煙と爆光が、同時に蓮の視界を満たした。タマゴの上部が天高く吹っ飛び、それを追うようにして十数羽の白い鳩はとが飛び立っていく。紙かみ吹雪ふぶきが舞まい狂い、色とりどりのリボンと万国旗がばら撒まかれる。立ちこめる煙に、蓮は思わず口元を塞ふさぎ──

　そして、割れたタマゴの中から、両腕を広げた少女が飛び出してきた。

「かわいい女の子だと思った？　正解！　テパちゃんでーす！」

　認めるのは非常に腹立たしいが、確たしかに、美しい少女だった。

　金きん色いろの髪を腰元にまで伸ばし、雪のように白い手がその金髪を遊ぶように撫なであげている。漆しつ黒こくのパーティドレスは裾すそが四つ又に分かれた特徴的なデザインで、スカートの前部には禍まが々まがしい紫の蓮ハスが刺し繡しゆうされている。

　なによりも特徴的なのは、その瞳ひとみだ。

　紫むらさき色いろの瞳。だが、その目に瞳はない──眼がん球きゆうそのものが、宝石のように美しい紫色に染まっているのだった。

　空高くまで舞いあがっていたタマゴの殻が、くるくると回転しながら落ちてきた。テパが片手を天高く掲げると、まるで最初からそうなることが決まっていたかのように、落下してきた殻が「すぱん！」とその手に収まった。

　それは、いつの間にか、タマゴの殻を模した王冠へと変化していた。

「今日きようも一日、おいしい夢をテパに食べさせてね、パパ。──きひひっ」

　殻の王冠を手に、恭うやうやしく一礼をして、テパは紅べに色いろの口元にいたずらっぽい笑えみを浮かべた。




　　　　◆




「さて、じゃあ顔を出したから、また笑っていい？」

「だめ」

「えーっ！　パパの噓うそつき！　顔を出したら笑っていいって、約束したじゃない！」

「してねえよ……、というか僕は笑うなって言ったんだ。そもそも、あんな目に遭ったのはおまえが空気読まずに話しかけてくるからだろ」

「だってそうじゃん。わらびがかわいそう。実の兄に、下着を盗まれるなんて……」

「盗んでない！」

　思わず叫ぶと、テパは「ふふん」と鼻で笑い、

「語るに落ちたねワトスンくん。では、きみのポケットに入ってるものはなにかな？」

「なに──、っ!?」

　蓮れんは反射的にズボンのポケットに手を突っ込んだ。

　瞬しゆん間かん、その顔が青ざめる。

　手を抜くと──そこには、白い三み日か月づきの刺繡が施された、黒いパンツが握られていた。

　テパは両手で口元を覆おおい、変質者を見る目で蓮のことを見た。

「やだ……パパって、妹のパンツで興こう奮ふんするお変態さんだったんだ……」

「……おまえ、またか……！」

　テパは頰ほおを歪ゆがませて笑い、

「きひひっ、おいしかったよん。パパの夢」

　桃もも色いろの唇から、紅あかい舌が伸びて、口の周りをぺろりとなめる。

「おいしかったから、ついつい食べすぎちゃった。おかげでげっぷしちゃったけど──まあいいよね？　娘の成長は、父としては喜ばしいもんね」

　蓮れんはため息をついて、パンツをポケットにしまった。爆ばく弾だんを抱え込んでしまったような気分だが、妹のお気に入りをその辺に捨てるわけにもいかない。

　がっくりとうなだれながら、蓮は歩き出し、テパもそれについてきた。

　この六年間、ずっとそうしてきたように。

「六年だぜ、六年。僕は今十六歳だから、実に人生の三分の一以上をおまえと一いつ緒しよに過ごしているわけだ」

「良かったね、パパ」

「今の話の流れでなにがどう良かったんだよ」

「そんなに若いうちから娘を持てる人なんて、なかなかいないよ？　ニンゲンテキにセイチョーできるんじゃないの？」

「どうせなら娘の死を乗り越えて成長したいな」

「んもう、パパったら、冗じよう談だんばっかり。そんなこと言ってると、テパがグレちゃうゾ？」

　テパはにこにこしながら、指先で蓮の頰ほおをぷにぷにと突いた。

　うぜえ……。

　蓮はどんよりとした目で、この不ふ思し議ぎな少女を見つめた。

　彼女の名は、テパという。

　どういうわけか蓮の娘を自称する、正体不明の人外少女だ。

　六年前、突如として蓮の隣となりに現れ、それ以来ずっと付きまとわれている。

　テパは蓮にしか見ることができない。ほかの何者も──家族でさえも、テパを認にん識しきすることはできなかった。

　最初はそれでずいぶん心配されたり、噓うそつき呼ばわりをされたものだが──中学校に入るころには、『ほかの誰だれにも見えない少女』がいる生活に、すっかり慣なれきってしまった。

　テパについてわかっていることはごく少ないが（なにしろテパ自身でさえほとんど知らないのだ）、二つだけはっきりしていることがある。

　彼女は、蓮の夢を食べる。

　そして、テパが夢を食べすぎてげっぷをすると──その夢が現実のものになる。

　その二つだ。

　前者は、別にいい。

　問題は後者──『夢が現実になる』ことのほうだ。

　テパには自制心が皆無である。食べたいものを食べたいときに食べられるだけ食べる。

　そんな彼女を放置しておくと、蓮が見た夢が軒並み現実のものになってしまう。さすがに大規模な──たとえば世界が海に沈んだり、全人類がゾンビになるみたいな夢が現実になったことはないが、それ以下の小さな事件は、すでに数えきれないほど起きている。

　妹のパンツがいつの間にかポケットに入っていたのも、こいつのせいだ。

　仕方なく、蓮れんはテパへの対策として、『睡眠時間を切り詰めて、夢の絶対量を少なくする』という手法を採っていた。

　今のところ、その案はそこそこうまく行っている。

　睡眠時間と夢の絶対量が減れば、テパにげっぷをするほど食べられずに済む。よって、夢の現実化は避けることができる──という寸法だ。

　もちろん、この方法にも欠点はある。必ず成功するとは限らないし、寝る時間自体を短くしているため、蓮は常に眠気に悩まされることになるのだ。

　あくびを嚙かみ殺しながら、蓮は忌いま々いましげにつぶやく。

「わざわざ睡眠時間を削ってるってのに、効果がないなんてガックリ来るよな……。テパ、僕のがんばりを汲くんで、なにも食べてくれなくてもいいんだぞ」

「なに言ってんのパパ、ひょっとしてバカなんじゃないの？　おバカさんなんじゃないの？　なにも食べなかったら死んじゃうじゃん」

「僕のがんばりを汲んで、死んでくれてもいいんだぞ」

「そっかーパパはおバカさんじゃなかったね。お外げ道どうさんだったんだね」

「人を箱入り妖よう怪かいみたいな名前で呼ぶな」

　六年も一いつ緒しよにいるものだから、お互い家族以上に気安い関係になっている。といって、それは家族というほど温かなものでもなかった。テパは虎こ視し眈たん々たんと蓮の夢を食べる機き会かいを窺うかがい、蓮は蓮でいつかテパを追い払ってやると心に決めているのだ。

「ふーんだ。そんなに言うならいいよ。今度から別の夢を食べるから」

「……ちなみに聞くけど、どんな夢を食べるつもりだ？」

「そうだねー、まあたとえば、昨日きのうの晩パパがほかに見た夢は──顔がぐにゃぐにゃに歪ゆがんだ女の人が、どこまでも追いかけてくる夢だね！」

「…………」

「今度からそういう夢を選んで食べるようにするよ。それでいいんでしょ？　まあその場合、顔がぐにゃぐにゃに歪んでいる女の人がパパの枕まくら元もとに出てくることになるけど」

「……やめてください……お願ねがいします……」

　がっくりとうなだれた蓮に、テパは胸をそらして「きひひっ」と笑った。

　蓮は自分の夢を制御できないが、テパは蓮の夢を、選んで食べることができる。

　つまり、なにが『現実化』するかは、テパの胸先三寸で決められるのだ。

　朝起きたら隣となりにおぞましい生き物が寝ていて、頰ほおを染めて「昨日はすごかったね……」なんてつぶやくというサプライズ。そんなものが起きるくらいならば、まだしも妹のパンツをポケットに忍ばされるほうがマシだった。

「つーか、おまえさ、ホント、どうやったら追っ払えるんだよ」

　東京とは異なる、緑の多い街路を歩きながら、蓮れんはそんなふうにぼやいた。

「もうたいていのところは回ったぞ。仏教系も神道系もキリスト教系も、マイナーなところでは儒じゆ教きようとか道教とかにも手を出したりしたのにさー。誰だれもおまえを追い払うどころか、見ることさえできなかったじゃないか。どうなってんだよ」

「テパを追い払う算段を、テパにされてもなあ……。まあよくわかんないけど、テパはそういう人たちの専門外なんじゃないのかなあ」

「実は僕もそう思いはじめていたところだ」

「見つかるといいねえ、テパを追い払えるお霊れい能のう者しやさん」

　うんうん、と腕を組んで頷うなずいているのは、「自分を祓はらえる霊能者などいるはずがない」とタカをくくっているわけではなく、単になんにも考えていないだけである。

「む」

　そこで、蓮はテパとの会話を打ち切って、黙だまり込んだ。

　周囲にちらほらと、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの生徒たちが現れはじめていた。

　テパの姿も声も、蓮以外には見えないし聞こえない。テパのほうもそれは了解しているから、周りに人がいる場所では、あまり蓮に話しかけないようになっていた。別に蓮に気き遣づかっているわけではなく、返答がないのがつまらないからだ。

　だから、それは──蓮に言ったものではなく、独り言だったのだろう。

「うへー。おっきな樹きだねえ。何歳くらいなんだろ？」

　不意に響ひびいたテパの声に、蓮は思わず足を止めた。

　小さな橋のすぐ手前、整せい備びもされていない小河のほとりに、その樹は立っていた。

　幹周りは優ゆうに５メートルはあるだろう。太陽に向かって千本の腕を広げるように、いっぱいに伸ばした枝の先には、美しい桜の花が咲き誇っていた。

　足どころか、息さえ止めて見み惚とれるほどの、荘そう厳ごんなヤマザクラ。

　なにか──

　頭の奥にざわめくものを感じて、蓮は顔をしかめた。

　余よ韻いんも残さず、一いつ瞬しゆんのうちに消えてしまったざわめき。それを、もう一度確たしかめようと、蓮は自らのこめかみに手を這はわせ、

「樹じゆ齢れいは五百年と言われています」

　吹雪ふぶきのように舞まい散る、桜の花びらの中に──

　黒髪の少女が、ぽつねんと佇たたずんでいた。

　こちらに横顔を向けたまま、少女は独り言のような口く調ちようで、

「でも、これも正せい確かくな数字ではありません。この地方のことを記したいちばん古い記き録ろくにも、この桜が記録されていたというだけですから」

　どこか、儚はかなげな雰囲気の漂う少女だった。

　ストレートの黒髪が、風に撫なでられて乱れるのを、小さな手で押さえる。ただその仕し草ぐさだけが、息を吞のんでしまうほどに美しい。桜を見つめる切れ長の目には、儚げな、悲しげな色が浮かんでいる。そのまま絵画にできそうな横顔の目元の辺りに、小さな泣きぼくろがあることに、蓮れんは気づいた。

　蓮も、そしてテパでさえ、なにも言うことができなかった。

　少女の美しさに気け圧おされて、ではない。確たしかに彼女はそうなってもおかしくないほどの魅み力りよくがあるが、少なくともテパのほうはそれで黙だまるようなタマではない。

　テパの姿も声も、蓮以外には見えないし聞こえない。

　そのはずなのに──彼女は、はっきりと、テパの独り言に反応したのだ。

「……？　なんですか──」

　黙って立ち尽くす蓮を、さすがに不ふ審しんに思ったのか、少女がこちらを振り返り、

　その黒い瞳ひとみが、凝こごった。

「────、あ────」

　かすかな、声ともうめきともつかない音を喉のどから漏らして、少女は後ずさりをした。顔からは血の気が引き、蒼そう白はくと言っていいような色になる。

　驚おどろいているのは、蓮も同様だった。

　この子には、テパが見えている！

　自分以外に、そんなことができる人間に出会ったのは、これが初めてだった。テパが見えている、ということはテパの正体を知っているかもしれないということであり──

　テパを追い払う方法を、知っているかもしれないということだ。

「な、なあ、きみは──」

　勢い込んで言いかけて、蓮は口を噤つぐんだ。

　少女は、大きく目を見開いて──蓮の顔をひしと見つめていたからだ。

　震ふるえる唇を嚙かみしめて、小さな拳こぶしを胸に当て、はっきりとした声で、

「蓮くん」

　そう、言った。

「えっ？」

　蓮は目をぱちくりさせた。彼女の顔に覚えはない。それなのに、どうして自分の名前を知っているのか──そう尋たずねようとした、そのとき。

　少女の切れ長の目に、じわり、と涙が浮かんだ。

　心しん臓ぞうが、跳ねあがった。

　少女はぐっと唇を引き結んだまま、ぽろぽろと涙を流しはじめていた。それを見られるのを恐れるかのように、彼女は顔を伏せ、両手の甲で目を拭ぬぐうが、そんなことで涙が止まるはずがない。

　さすがに通学路を行く生徒たちが、ぎょっとしたように足を止めていた。しかし少女は涙を止めることなく、代わりに蓮れんの呼吸が止まってしまっていた。

　ここでちょっとした秘密を明かそう。

　宵よい原はら蓮は、女の子の涙に、極端に弱いのだ。

　もちろん、ほとんどの男は女の子の涙に弱いのだろうが──蓮の場合、それが少し異常だった。『女の子が泣いている』というシチュエーションでありさえすれば、洋の東西はおろか次元の壁かべさえも問わないのである。マンガや小説の中でそういうシーンを見ただけで、心しん臓ぞうがばくばくして汗がだらだらと流れはじめるほどだ。

　そんな蓮が、目の前で、そして恐らくは自分のせいで泣いている女の子を捨てておくことなど、できるわけがなかった。

「ちょ、ちょっと待って、落ち着いて！　た、頼むから、泣かないでくれ！」

　必死で慰なぐさめようとする蓮に、女の子は弱々しくかぶりを振って、

「泣いて、ませ、ん」

「いやどう見ても泣いてるだろ!?」

「……で、っ、すから、泣いてません、っひく、私は、生まれてから一度も、ひっ、泣いたことなん、って、ありまっ、せん」

「なんでそんな見え見えの噓うそをつくんだよ!?　──ああもう、」

　泣きたいのはこっちだよ、と思いながら、蓮は自分の身体からだをまさぐった。どうして泣いているのかわからない以上、慰めようもないのだが、それならせめて涙を拭ふかなくては──

　と、右ポケットに入れた手に、布切れが触れた。

　蓮はなにも考えず、すかさずそれを取り出して、蓮は少女に押しつける。

「と、とにかく、これ！　まず涙を拭いてくれ！」

　泣きじゃくりながら、それでも少女は布切れを手に取って、顔に当てて。

　そこで、蓮は気づいた。

　ズボンの右ポケットに入っていた布は、ハンカチなどではない。

　黒地に白の三み日か月づきプリント。

　宵よい原はら蓮の妹、宵原わらびお気に入りの月げつ齢れい下した着ぎコレクション、その中でも使用回数最多の『クレッセント』が、少女の顔に押しつけられていた。
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「………………………………………………」

「………………………その、なんというか」

　問答無用。

　蓮の眼がん前ぜんでつむじ風が巻き起こった。そう錯さつ覚かくするほどの、鋭するどい回まわし蹴げりだった。少女はその場で軽く一回転しながら、きっちりと遠心力を乗せたつま先を、蓮の側頭部へと叩たたき込んだのだ。

　すっげー音がした。

　意い識しきと視界が反転する。身体からだごと吹っ飛び、樹じゆ齢れい五百年の桜に激げき突とつして、ずるずると地面にずり落ちる最中、蓮れんはコンパスのようにまっすぐ伸ばされた少女の白い脚、さらに言うならその付け根を呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　わらびのものとは対照的な、白いレース。

　少女は顔を真まっ赤かにして、足を畳むと、そのまま駆け去っていってしまった。

「うぐぐ……」

　いまだに頭がぐわんぐわんしているが、蓮はどうにか起きあがり──そして、地面に『クレッセント』が落ちているのを見つけた。妹の大事な下着だ。ちゃんと拾って、返してやらなくてはいけない。

　妹思いの蓮は反射的にそれに手を伸ばし、ポケットにしまい込んだ。

　顔を上げると、通りかかったひとりの女生徒がそれを見ていた。

　女生徒は汚物を目にしたような表情を浮かべて、足早にその場を去っていった。

「っきひ、ひひひひひひひひひ、きひひっひひひひひひひひひひひ！」

　身体を折り曲げて、タマゴの殻をどんどんと叩たたきながら爆ばく笑しようするテパの声を耳にしながら、蓮は虚無的な気持ちで、ぽつりとつぶやいた。

「……悪夢だ」




　　　　◆




　注目されている。

　たぶん、気のせいではない、と思う。

　黒くろ噤つぐみ学がく園えん、体たい育いく館かん。

　どうやら始業式はこの場所で執とり行われるらしい。蓮れんは新しく所属することになった２年Ａ組の一員として、壇だんのすぐ前のパイプ椅い子すに腰かけていた。

　始業式が始まる前の、穏おだやかなざわめきが、館内に満ちている。

　右を見ると、クラスメイトの男子がこちらを見ていた。視し線せんが合うと、彼は慌てて目を背け、隣となりにいる友人とひそひそ声で会話しはじめる。

　後ろを見ると、三人の女子が熱ねつ心しんに蓮のことを見つめながら、やはり内ない緒しよ話ばなしをしているところだった。蓮が振り返ったのに気づき、全員ぴしりと背筋を正して黙だまり込む。

　もう少しバレないように気を遣つかったらどうだ。

「てかさー、やっぱさー、今け朝さのアレのせいなんじゃないの？」

　タマゴの上にあぐらを搔かいて、テパが楽しそうに言う。

「まあ、初対面の女の子の顔にパンツを押しつけて喜ぶ変態がやってきたっていうんだから、注目されても仕方のないところではあるね。まったくもう、パパのお変態さんっぷりには、さすがのテパもドン引きだよ」

　こっちが返事できないと思って、好き勝手にほざきやがって……。

　しかし、まあ、恐らくはテパの言うとおりなのだろう。転入初日から大きなケチがついてしまった。あれくらいのことが、こんな速度で広まるというのが不ふ審しんだったが──そこは田舎いなかのことだ、噂うわさの広まる速度が違うのかもしれない。

　はあ、とため息をついて、蓮は最後に、左を見た。

　眼鏡めがねをかけた男子生徒が、じっとこちらを見つめていた。

「おまえ」

　と、眼鏡の男子生徒は、探るような声で、

「ひょっとして、宵よい原はら蓮か？」

　本日、二度目となる驚おどろきを、蓮に与えてくれた。

「……そ、そうだけど……」

「おー！　マジで!?　うっわ、なんだよ、こっち戻ってきてたのかよ！　だったら連絡しろよな──ってまあ、俺おれの連絡先なんか知るわけねえか、っははははは！」

「あ、あの──」

「牧まき瀬せ直なお純ずみ」

　と、彼は──直純は、満面の笑えみのまま胸を張り、

「覚えてないか？　陽ひの守かみ第だい一いち小しよう学がつ校こうで、ずっと一いつ緒しよのクラスだったんだぜ」

「……ああ、なるほど」

　いやまあ、考えてみれば当たり前の話なのだ。蓮れんは六年前までは、この陽守市に住んでいたのだから、当時の知り合いがいたとしても不ふ思し議ぎではない。

　あるいは、今け朝さの女の子も、昔の知り合いだったのかもしれない。

　しかし、問題がひとつある。

「いや、悪い。全然覚えてない」

「え。マジで？」

　さすがにショックを受けたように、直純は顔を曇くもらせた。

　蓮は気まずそうに頰ほおを搔かいて、

「や、言い訳をさせてもらうとだな、陽守にいたときのことは全般的に覚えてないんだよ。住んでいた家のこととか、通っていた学校のこととかもさっぱりでさ。僕が引っ越したときのことだから、六年前か、それより前のことはほとんど記き憶おくにないんだ」

「そうなのか……なんだ、残念だな。じゃあほとんど初対面と同じってことか」

　直純は悲しそうにつぶやき、しかし、すぐに気を取り直して、手を差し出してきた。

「んー、じゃ、まあ、改めてよろしくってことで、どうだ？」

「ああ。もちろん、喜んで」

　蓮はぱっと顔を明るくして、その手を握った。話しはじめて五分も経たっていないが、どうやら牧瀬直純は『いいやつ』のようだ。転校初日に、彼のような友人を得られたことは幸いだ──あんなことがあったあとでは、なおさら。

「でもさー、おまえ、初しよっぱなからすげーことやらかしたよな」

　と、直純はにこにこと──否、にやにやとしながら、そんなことを言ってきた。

「すげーことって、なんだよ？」

　実を言えば予想がついていたが、あえて気づかないふりをして蓮は答える。

「噂うわさになってるぜ。あの黒くろ噤つぐみゆずりを泣かした転校生がいるって」

「…………」

　黒噤ゆずり、というのが、泣きぼくろの少女の名前らしい。

　あの、という連体詞が、非常に気になった。

「なあ、その、黒噤ゆずりさんって──」

　どんな人なんだ、と聞こうと思ったところで、壇だん上じように人ひと影かげが現れた。

　体たい育いく館かんを包んでいたゆるやかな喧けん噪そうが静まり、蓮はそれに従って黙だまり込む。

　さすがに、壇上の人物には見覚えがあった。この黒噤学園の学長だ──

　黒噤学園？

「やあ、皆さん、お久しぶりです。冬休みはいかがでしたか──」

　初老の学長先生が話しはじめていたが、蓮れんはほとんど聞いていなかった。ひたすらイヤな予感に苛さいなまれている。

　黒くろ噤つぐみ学がく園えん。

　黒噤、ゆずり。

「なあ、直なお純ずみ」

「なんだよ。私語は禁止だぞ」

「黒噤ゆずりさんって──この学園の、その、関係者なのか？」

「はっ。関係者もなにも、オーナー一族の人間だよ。さらに言うなら、黒噤さんの家ってのはこの辺り一帯の大地主でな。黒噤家に逆らうものは息もできねーって言われるぐらいの権力者だ。すごいだろ？」

「…………すごいな」

　すごすぎて、胃がきりきりしてきた。

　と、そうこうしているうちに、学長先生の挨あい拶さつが終わっていた。ほとんど聞いていなかったのだが、司会の先生は晴れやかな笑え顔がおをこちらに向け、

「ありがとうございました。では次に、生徒会副会長、及び風紀委員委員長、並びに黒噤学園終身第一生徒であるところの、２年Ａ組・黒噤ゆずりさんからご挨拶があります！」

　わッ！

　と、体たい育いく館かんが沸いた。盛大な拍手が鳴なり響ひびき、どこからか「ゆずりさーん！」「黒噤先せん輩ぱい！」といった黄き色いろい声が聞こえてくる。中にはスタンディングオベーションまでしている輩やからも見受けられ、それどころか空中を飛び回って「おお、ブラーヴァ！　ブラーヴィア！」と叫んでいる奴やつまでいたが、よく見たらそれはテパだった。

　というか。

　終身第一生徒ってなんだ。ナポレオンか。

　黒噤ゆずりがしずしずと壇だん上じように上ると、歓声はさらに大きなものになった。しかし彼女はまったく怖おじず、物ともせずに、マイクの場所に立つと、はっきりとした声で、

「静かにしてください！」

　一いつ瞬しゆんにして、体育館が静まり返った。

　ゆずりは凜りんとした眼まな差ざしで、館内をじろりと見回して、

「拍手は有あり難がたく思いますが、今は始業式の最中です。騒さわがないでください」

　正せい論ろんだ！

　あまりに正しい言葉に、騒いでいた生徒も、拍手していた教師たちでさえ、叱しかられたかのようにしゅんと肩を落としていた。誰だれひとり、反感を覚えているものは見あたらない。

　どれだけのカリスマがあるんだ……。

　ゆずりは体たい育いく館かんを見回して、深々と頭を下げ、またぴしりと背筋を伸ばした。

「ご理解、ありがとうございます。では、新学期に際しまして、生徒会からの連絡事項が三点、風紀委員からの連絡事項が一点、その他の報告事項が二点あります。少しのあいだ、お時間をいただければ、と思います。それではまず──」

　そうして、ゆずりは朗々と話しはじめた。

　それを聞きながら、なるほど、と蓮れんは思う。

　堂に入った話しぶりだった。凜りん然ぜんとした美しい声が、なめらかに滑り出されてくる。話している内容はどうでもいいことばかりなのに、ゆずりがそれを口にしているだけで、天上の音楽に耳を傾けているような心地ここちになれる。

　が。

　どうして彼女は、じっっっっっと、自分を見つめているのだろう？

　２年Ａ組の列は壇だんのすぐ前にあり、蓮の席はマイクのすぐ目の前にある。そしてマイクを握る黒くろ噤つぐみゆずりは、片時も休むことなく、蓮に熱ねつ烈れつな視し線せんを送りつづけているのだ。

「…………」

　死ぬほど、居心地が悪い。

　より悪夢的なことに、周りが早速その状況に気づきはじめていた。なにしろゆずりは、永遠の恋人か、そうでなければ親の仇かたきでも見るかのような眼まな差ざしを、とっくりと蓮に向けているのだ。いい加減不自然である。気づかれないほうがおかしい。

「……ほんと、なにしたんだよ、おまえ……」

　音楽的な声が響ひびく中で、隣となりの直なお純ずみがそんなことをつぶやいた。

　あの人の顔に妹のパンツを押しつけました、などと言える雰囲気ではなかった。




　　　　◆




　曰いわく。

　黒噤ゆずりは一年のときに空手部に入り、その年の夏には県大会優ゆう勝しようを果たした。黒噤ゆずりは一年で生徒会に入り、その年の秋には副会長の座に就ついた。黒噤ゆずりは風紀委員に所属し、その年の冬には次期委員長になることが内定した。黒噤ゆずりは全国学力テストで一位を獲かく得とくした。黒噤ゆずりに説得されて不登校をやめなかった生徒はいない。黒噤ゆずりが雨の日に濡ぬれた子犬を抱えているところを見た。黒噤ゆずりは午前中に河で溺おぼれている子供を助け、同じ日の午後に火事の家に取り残された子供を救った。親が黒噤ゆずりの斡あつ旋せんで就しゆう職しよくできた。水の上を歩く黒噤ゆずりを見た。仏教において尊ばれる三つの宝とは、仏、法、黒噤ゆずりである。黒噤ゆずりはコードレスの電話で人を絞め殺すことができる。

「まだあるのか？」

「いや、俺おれが聞いた限りじゃこんなもんだ」

「『ポマードという言葉を三回唱えると、黒くろ噤つぐみゆずりから逃げることができる』」

「作るな作るな」

　しかしまあ、印象としてはそんな感じだ。

　教室に戻り、直なお純ずみから彼女の『業ぎよう績せき』の数々を聞いた蓮れんとしては、そう思うしかない。

　もはや『すごい』を通り越して、なにかのジョークにしか聞こえない。というか後半は明らかにそうである。チャック・ノリスじゃねえか。

「まー後半部分は置いておくとして、前半部分はマジらしい。少なくとも肩書きについては、始業式で言ってたとおりだぜ」

「完璧パーフエクト超人か」

「そ。んで、黒噤さんのすごいところは、完璧パーフエクト超人でありながら、ほかの誰だれとも、全然つるんでないってところなんだなー」

「どういうことだ？」

「普通さ、それだけの有名人だったら、なんつーのかな……自然と周りに人が集まってきて、勝手にその人を中心とするグループができるもんじゃないか」

「まあ、そうなのかな」

「でも、黒噤さんは、そういうのがねーんだよ。孤高ってーのかね。誰にでも親切で、誰にでも優やさしく振ふる舞まうのに、誰ひとりあの人の笑え顔がおを見たことはないらしいぜ」

「きひひ。友達、いないんだねえ。ま、そんな顔してたもんね」

　そうつぶやいたのは、蓮の頭上、タマゴにあぐらを搔かいているテパだった。

　もちろん、彼女の声は蓮にしか聞こえないから、直純は反応しない──

　いや。

　今はもう、テパの存在を認にん識しきできるのは、蓮だけではないのだった。

「誰ともつるまず、笑顔も見せず、弱音も吐かずに、善よいことだけをひたすらやりつづける。なんつーんだろうね、ああいうのは──学園のヒロインか、正義の味方か──いや、正義そのものなのかもしれねーな。……で、その正義の味方を大泣きさせたのが……」

「僕か」

「おまえだ」

　クックッと、直純は喉のどの奥で笑い、

「黒噤ゆずりが泣いたってだけで学園始まって以来の大事件なんだぜ。泣かせた奴やつの首には、賞しよう金きんがかけられるだろうな。ま、今のうちに謝あやまっとけ。そうすりゃおまえの悪評も──まあ、少しは減るかもしんねーぜ」

　蓮は納得の行かない思いで机を叩たたき、

「僕が泣かせたわけじゃないぞ!?　僕はただ、涙を拭ふこうとしただけで──！」

「いやー、それだってパパが悪いってことになるんじゃないの？　普通、あの場面でパンツは出さないって。絶対向こうはパパのこと、お変質者さんだと思っちゃったって」

　誰だれのせいだっ……！

　そう叫び出したくなるところを、蓮れんはぐっとこらえた。

　テパをにらみつけながら、しかし、直なお純ずみの言うとおりなのかもしれない、と思い直す。

　どちらが悪いわけではない。強しいて言えば状況が悪かった。確たしかに、あれは、誰がどう見ても、蓮の姿は極悪人としてしか映らなかっただろうから。

　それに──蓮は黒くろ噤つぐみゆずりと、どうあっても和解しなくてはならないのだ。

　彼女は、テパを見ることができるからだ。

　テパのことを相そう談だんできる相手に、蓮はついに巡り会ったのだ。どうあっても、蓮はゆずりとお近づきにならなければならない。どんな情報であっても共有したい。

　もしかしたら、それでテパを追い払うことができるかもしれないのだ。

「……パパ、なに、その笑え顔がお？　なんでそんなふうにテパのことを見るのさ」

　テパは気味悪そうに眉まゆをひそめ、蓮は慌てて自分の顔をこすった。

　そのとき、教室の扉が開いて、当の黒噤ゆずりが入ってきた。

　ただそれだけのことで、しん、と教室が静まり返った。

　クラスメイトたちのお喋しやべりは、ほとんどがゆずりに関するものだったのだろう。

　しかしゆずりは、そんな静寂など物ともせず──まっすぐ、蓮のほうに近づいてきた。

　教室中が息を吞のんで見守る中、ゆずりは蓮の机の前にまで、やってきて。




　その場に両膝を突いた。




「………………………………………………………………………………」

「蓮くん。──いえ。蓮さま」

　ゆずりは、泣きぼくろのすぐ上に、いっぱいの涙を溜ためながら、そう言った。

「先ほどは、申し訳ありませんでした。あなたに、あんなことをするつもりは、なかったんです。ただ、いきなりのことで、動転してしまって──、いいえ！」

　誰ともつるむことのなく、笑顔も見せず、弱音も吐かず、ただ善よいことだけを為なしつづける『正義の味方』は──叱しかられた子供のように涙ぐみながら、教室の床に両手を突いて、額をこすりつけた。

　いわゆる土下座というヤツである。

「それも、言い訳です。私は蓮さまに、ひどいことをしてしまいました。どうか、お好きなように、罰をお与えください」

　…………。

　なにこれ。

　新あら手てのいじめ？

「蓮れんさま！」

　顔を上げる。潤うるんだ瞳ひとみから涙がこぼれ落ちて、泣きぼくろの上を通過していくのが見えた。それが見て取れるほどに、いつのまにか、黒くろ噤つぐみゆずりの美しい顔が近くにあった。

　蓮は、呼吸することさえできない。

　泣いている女の子は、なによりも苦手だというのに！

「どうか、私に、罰を！」

　クラス中の視し線せんが、ゆずりと、ゆずりを跪ひざまずかせている蓮にびしばしと突き刺さる。

　絶息しそうなほどの重圧に押おし潰つぶされながら、それでも蓮は、必死に舌を動かし、

「……ば、罰とか、言われても……」

　切れ切れに、絶え絶えに、そう告げる。

「……今け朝さのことを、仰おつしやっているのでしたら……大変遺い憾かんではありますが……こちらに過失がなかったとは、今の段階では断言できかねますし……」

「なにパパ、いつからお政治家さんになったの？」

　べろん、と逆さまになったテパの顔が蓮のことを覗のぞき込んだ。

　豊かな金髪が視界を塞ふさぎ、蓮は鬱うつ陶とうしそうにテパの頭を押しのけようとして、

　金髪のすだれを搔かき分けて、ゆずりが、ずいっと顔を近づけてきた。

　近い。ほとんど鼻先が触れ合うほどだ。涙を溜ためた黒い瞳が、いっぱいに蓮の視界を塞いでいる。

　反射的に身を引こうとする蓮の後頭部を、そっと押しとどめるものがあった。この、冷たくすべらかな皮ひ膚ふの感触──そしてうなじをこそばゆく引ひっ搔かく足指の感覚──テパの足だ。テパが足の甲でもって、蓮の後頭部を押さえつけているのだ！　なんて性格の悪いヤツだ！　親の顔が見てみたい！

　蓮は視し線せんを上げて、抗こう議ぎの意味を込めてにらみつけようとしたが、できなかった。

　ゆずりの両手が、蓮の頰ほおを挟み込んだからだった。

　教室のどこかから、悲鳴に近い声があがった。

『今からキスをします』と宣言するかのような、体勢。

「蓮さま」

　潤んだ瞳で、かすれた声で、ゆずりがそう囁ささやく。

「蓮さまは、私のことを、知らないのですか？」

「…………は、い」

　がくがくと、蓮は頷うなずいた。銃を突きつけられたほうがまだしもリラックスできそうな、ぎらぎらと輝かがやく眼まな差ざしが、ほんの10センチ先にある。

「…………そう、ですか…………」

　やがて、ゆずりは沈んだ声でそうつぶやいて、両手を外し、身体からだを引いた。

　ゆずりは奇妙な顔つきをしていた。

　安あん堵どしたような。落胆したような。救われたような。絶望したような。そんな表情。

「わかりました」

　その表情は、しかし、一いつ瞬しゆんで払ふつ拭しよくされた。目を閉じて、次に開けたときにはもう、ゆずりの顔には毅き然ぜんとした無表情だけが表れていた。

　そうしてゆずりは、例の音楽的な声で、きっぱりと、

「では、私はあなたに、仕えようと思います」

「……つかえる？」

「主君・主人などの傍そばにいて、不自由がないように働くことです」

　蓮れんは瞬まばたきをした。

　なに言ってんの、この人？

「……あの……それって……決定事項、なんですかね……？」

「決定事項です」

　そうですか。

「学園内でなにか不自由がございましたら、いつでも申しつけてください。私が持つあらゆる手段を使って、必ずや蓮さまのお望みのどおりにいたしますから」

　ゆずりの瞳ひとみには、危険なほどまっすぐな光が宿っていた。

「よろしいですね、蓮さま」

　拒否したら殺される、と思った。

　がくがくと頷うなずいた蓮を見て、ゆずりは満足そうに胸を撫なで下ろして──

　そして、蓮の前の席に座った。

　黒くろ噤つぐみゆずりの席は、宵よい原はら蓮のすぐ前なのだった。

　なんとも言えない、どうしようもない空気が、教室に漂い、

「はい、皆さんお待たせしました」

　がらっと扉を開けて、担任の女性教師が入ってきた。

「ちょっと先生たちのあいだで連絡事項があったものですから。それでですね、皆さんにその連絡事項を──!?　な、なんですか!?　なんで皆さん、そんな助かったみたいな目で先生を見るんですか!?」




　　　　◆




「でもどうせパパはお外げ道どうさんなんだから、『自分のためになんでもする』っていう女の子がいたら、それにかこつけていろいろいやらしいことをしちゃうんでしょ？　ひたすら耳の穴を観かん察さつするとか、ひたすらうなじをなめつづけるとか、そういうこと」

　先ほどから、暇を持てあましたテパが好き勝手なことを口走っている。

　と言っても、テパが囁ささやいている耳元は、蓮れんのものではない。

　黒くろ噤つぐみゆずり。

　蓮に仕える（笑）、少女である。

　彼女にテパの姿が見えているということは、決定的だった。なにしろ先ほどからテパがなにか言うたびに、ゆずりはその部位をあからさまに気にしたようにするのだ。『耳の穴』といったときには耳を、『うなじ』といったときにはうなじを、困惑したように触っている。

　その初うい々ういしい反応が琴きん線せんに触れたのだろう。テパは悪あく霊りようのようにゆずりの周りにまとわりつき、しきりに耳元で妖よう艶えんな声を響ひびかせている。

「ねえ、ゆずりぃ──見えてるんでしょ、テパのこと？　だったら、無視しないでよぅ……寂しいよぅ……テパと、お話ししようよぅ……どんなお話がいい？　やっぱりいやらしいお話？　そうだよね、ゆずりはいやらしいお話が大好きそうな顔をしてるもんね……」

　どんな顔だよ。

　細い肩が恥ち辱じよくに震ふるえている。黒髪から覗のぞく耳は真まっ赤かに染まり、その顔はさぞかし恥ずかしげに歪ゆがんでいることだろう。それを見てみたいと思う気持ちがないではなかったが、それはともかくとして、蓮は机に突っ伏した。

　興きよう味みを失ったわけではない。

　むしろ、彼女に助け船を出すためだった。

「あ、パパ、寝るの？　やったやった、ごはんの時間だねっ」

　案の定、テパはゆずりをからかうのを止やめて、タマゴの中に入り込んでいった。

『食事』の準備である。

　彼女をゆずりから引ひき離はなすには、これしかないと判断したのだ。

　昼寝は注意深く行わなければならない。うっかり夢を見るほど眠ってしまうと──今け朝さ方がたのように、誰だれかのパンツがポケットに出現しかねないからだ。

　机の上に伏せ、真っ暗になった視界の中で、蓮は考える。

　どういう思惑があって、ゆずりがあんなことを──つまり、出会って突然泣きはじめたり、いきなり土下座をしてきたりしたのか。蓮にはまったくわからない。わかるわけがない。

　蓮にとって重要なことは、ゆずりにはテパが見えているということであり──あるいはテパが何者なのかを、知っているかもしれないということだ。

　蓮れんは机に伏せたまま、ちらりとゆずりのことを見て。

　その肩に、タマゴが載っていることに気づいた。

「…………？」

　文字どおりの、タマゴである。なんのタマゴかはわからないが、大きさは鶏けい卵らんほどで、白い楕だ円えん形けいに金きん色いろの格子模様が浮かんでいる。天頂部には黒い糸が繫つながり、それはゆずりの襟えりの内側へと忍び込んでいた。

　蓮は、そのタマゴに、見覚えがあった。

　視し線せんを上げる。そこには、テパを内側に宿した、大きなタマゴがある。

　紫の流水模様が浮かびあがった、大きなタマゴ。

　あれは、これと同じものなのだろうか？

　それもまた、答えの出るはずのない問いかけだった。

　そんな問いかけを、頭の中で弄もてあそんでいるうちに、次第にまどろんできた。

　意い識しきがぼんやりとしていく中で、蓮はあとで、ゆずりに尋たずねてみようと考え──








「蓮さま。起きてください」

　夕暮れの教室で、黒くろ噤つぐみゆずりは蓮にそう呼びかけていた。

　蓮は突っ伏した頭を上げて、ぼんやりとその光景を見つめる。

　教室には誰だれもいない。がらんとした教室に、橙だいだい色いろの日差しだけが満ちている。

「さっきはああ言いましたけれど、やっぱり、私」

　蓮の目の前、自分の席にもたれかかるようにして、ゆずりは立っている。その顔は赤らんでいて、その瞳ひとみはとろんとしていて──そのスカートは、ずいぶん短い。

　膝ひざ上うえ10センチ──20センチ。

　だんだん短くなっていく。

　というかゆずりが上げていっているのだった。スカートの両りよう裾すそに、細い指を差し入れて、じりじり、じりじりとずりあげている。白くて柔らかそうな太ふと股ももが半ばまで露あらわになり、蓮はそれを見ながら「あれに頰ほおずりしたら気持ちいいだろうな」と考える。

「あなたに、お詫わびをしたいんです。どうか、受け取ってください──」

　顔を赤くして、目を潤うるませて、ゆずりはそう言って──

　きわどいところで、スカートの上昇が止まった。

　それから、ゆずりはゆっくりと両手を下ろし、スカートが元に戻りはじめる。

　蓮はひどく落胆したが、すぐにそれが誤りであったことを悟った。

　ゆずりは両手で、パンツの両端をつまんでいるのだった。

　片足を上げて、脛すねまでずり落としたパンツを、するり、と抜いた。それからもう片足も上げて、完全にパンツを脱いでしまう。丁てい寧ねいに畳み、それを両手に乗せて、こちらに差し出してきた。

「蓮れんさま」

　顔を真まっ赤かにして、泣きそうな表情で、ゆずりはぽつりと、

「あなたの家からこの学校まで20マイルほどの距きよ離りですけど、歩いてどれくらい時間がかかりました？」

「えっと、二十分くらいだけど」

「そうですか。それくらいの速度がちょうどいいです」

　なるほど、と蓮は頷うなずいて、パンツを受け取ろうとして──

　背後から伸びた白い手が、さっとパンツを奪い取ってしまった。

「!?」

　反射的に振り返る。テパがいた。宝物を見るかのように、紫の瞳ひとみをきらきらとさせて、丁寧に畳まれたパンツを見下ろしている。

　それから彼女は、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、パンツを口に放り込んだ。

　むしゃむしゃごくん、と咀そ嚼しやくして、ごくり、と飲み込む。

「むふーっ、やっぱりパパの夢はおいしいね！　それじゃ、残りも──」

　そうして、殻の王冠が、テパをすっぽり飲み込むほど大きく膨ふくらみ、

「いただきます！」






　はっ、と蓮は目を覚ました。

「──そういうわけですから、皆さんぜひ、ゴールデンウィーク前にお友達を作っておきましょうね。そうそう、ゴールデンウィークといえば、先生こないだ──」

　教きよう壇だんでは、担任の女性教師が、いまだにのほほんと雑ざつ談だんを続けている。

　目をこすりながら、蓮は起きあがる。奇妙な夢を見たような気もするが、そんなはずはなかった。こんな短時間で夢など見るはずがない。確たしかに、テパに夢を食べられれば、その夢の記き憶おくは蓮からすっぽり抜け落ちてしまうのだが、まさかそんなことが──

「けぷっ」

　蓮は弾はじかれたように振り返った。

　そこにはタマゴがある。

　その中にはテパがいる。

　蓮のはた迷惑な隣りん人じん、正体不明にして来歴不詳の、夢を喰くう少女──テパが。

　テパが夢を食べすぎて、げっぷをすると、その夢は『現実化』する。

　蓮は周囲に気け取どられないよう、さりげなく、しかし素早すばやくチェックする。

　異変は、すぐに見つかった。

　ゆずりの右足首に、可か憐れんなレースが施された布切れが巻きついていた。

　無む意い識しきなのか、ゆずりはむずがるように右足を動かして、それを足から抜いた。

　かわいらしい白のパンツは、哀れにも教室の床に放置されている。

　今はまだ──蓮れん以外の誰だれも、気づいていない。

　白いレースのパンツを、まじまじと凝ぎよう視ししながら、蓮は今日きよう一日だけで、何度も頭に思い浮かべてきた言葉を繰くり返した。

　悪夢だ。

　同時に、蓮の行動は迅じん速そくをきわめた。分速に換算すれば20マイルはあったろう。素早すばやくしゃがんで腕を伸ばしてパンツを摑つかみ、蓮は固く握りしめた手の中にパンツを隠した。

　世にも珍しい、二人ふたりの女子のパンツを持ち歩く変態男子高校生が誕たん生じようした。

　しかし、困こん難なんはまだ終わっていなかった。まさかこのパンツを、このまま持ち帰るわけにはいかない。わらびのようなアホとは次元が違う。黒くろ噤つぐみゆずりに、名前の前に『あの』がつくような学内有名人に、いつまでもノーパン健康法をさせておくわけにはいかない。

　一計を案じる。

　まず蓮は、パンツを押し込んだ手を固く握りしめたまま、ノートを一枚破いた。Ａ４サイズのノート紙でパンツをくるみ、おひねりのようにする。

　これで、ぱっと見て中身がなんなのか、わからなくなった。

　あとは、タイミングだ。

「──その清きよ水みずの舞ぶ台たいというのがですね、本当にもう高くて、先生って高いところがダメなんですよね。どれくらい高いのかと言いますと、えっと、絵で描かきますね──」

　女性教師はのほほんと前を向き、黒板に清水の舞台を描きはじめる。クラス全員の「どうでもいいから早く終わってくれよ」という無言の声も彼女には届いていないが、蓮にとっては好都合だった。

　蓮は素早く腕を伸ばして、二度ほど、目の前にあるゆずりの肩を叩たたいた。

　ゆずりは迷うことなくこちらを振り返った。

　蓮はその視し線せんにやや気後れしながら、おひねりを渡した。

「これ。あとで開けて」

　小声で告げる。ゆずりは眉まゆをひそめ、少し迷ってからおひねりを受け取り、前を向き。

　そして、そのままおひねりを開けた。

　あとで開けろっつったろうが！

「……？」

　それがなんなのか、すぐには理解できなかったのだろう。ゆずりは小首をかしげた。黒髪が、その動きに合わせて揺れ、

「……!?」

　理解した瞬しゆん間かん、ざわり、と黒髪がざわめいた。

　ゆずりは慌ててスカートに手を遣やり、あるはずのものが消失していることを発見した。

　あるはずのものがなくなっているということは、すなわち事件である。

　事件である以上、どこかに犯人がいる。

　そして、今この場において、犯人は自ら名乗りをあげたようなものだった。

「～～～～～～～～～～～～っ!!」

　黒くろ噤つぐみゆずりは、容赦も逡しゆん巡じゆんもしなかった。今にも爆ばく発はつしそうな顔で、椅い子すを蹴け立たてて立ちあがり、予習のために広げてあった辞書を手に取るのと同時にこちらを振り返り、思いっきり振りかぶって蓮れんの頭頂部へと叩たたきつけた。

　蓮の目の前で、火花が舞まった。

「く、黒噤さん!?　どうしたんですか!?」

　ゆっくりと、後ろ向きに倒れていく途中、蓮は女性教師のそんな叫びを聞いた。

　意い識しきが薄うすれていく。そのまま床に倒れ伏す──かと思いきや、そうはならなかった。

　蓮をぶちのめした張本人、黒噤ゆずりが、蓮の身体からだを抱きとめていたのだ。

　罪悪感にまみれたゆずりの瞳ひとみから、ぽろぽろと涙がこぼれ落ちていくのが見えた。

「ご、ごめんなさい、蓮さま！　私、つい動転して、反射的に──、こ、こんな、こんなことをするつもりではなかったんですっ！」

「きっ、ひひひひひひひひひっ、きひひひっひひひひ──げほっ、げほっ！　ああもう、止めてよ、テパのお腹なかを痛くしてパパたちになんの得があるってのさ──きひひひひひひひひひひひひひっひひひひひひひひ!!」

　泣いているゆずりと、爆笑しているテパの姿が、暗くなっていく視界の中で、蓮が最後に見たものだった。




　　　　◆




　しゃり、しゃり、という、小気味のいい音で目が覚めた。

　視界には白い天てん井じようがある。カーテンで仕切られた四角い天井。右側には窓があり、傾きつつある太陽と、夕焼けに照らされたグラウンドが見えた。

　どうやら、保健室のようだ。

「う……」

　頭頂部に走った痛みに、思わず呻うめきをあげる。ずきずきと疼うずく痛みが、蓮の記き憶おくをおぼろげなものにしていた。どうして自分は保健室のベッドなどに寝転んでいるのだろうか、それを思い返すより先に、穏おだやかな声が響ひびいた。

「あ。目が覚めたんだね。良かった」

　優やさしく、柔らかな声に、目を向ける。

　黒髪の少女が、揃そろえた膝ひざの上に皿を載せ、枕まくら元もとでリンゴを剝むいていた。

　ゆずりと、よく似た少女だった。

　黒髪のストレートもそうだし、面おも立だちもよく似ている。

　しかし、違うところもたくさんあった。

　たとえばゆずりは前髪を分けているが、彼女は前髪を切り揃えている。

　たとえばゆずりはリボンを付けているが、彼女は花飾りのカチューシャをつけている。

　たとえばゆずりは笑え顔がおを浮かべたことなどないが、彼女は笑顔以外を浮かべたことがないように、にこにこと微笑ほほえんでいる──

　少女は美しかった。ゆずりとは正反対の美しさだ。ゆずりが刃や宝石のような美び貌ぼうだとしたら、彼女は花や絵画に近い美貌の持ち主だった。ゆずりを見て息を吞のむものは、彼女を見たらため息をつくことだろう。

「はい、どうぞ」

　しゃり──と、すべての皮を剝き終えて、少女はその皿をこちらに差し出してきた。

　差し出されたからには受け取るべきだ。蓮れんは手を伸ばしかけたが、その手を追い抜く形で、もう一本の手がリンゴをつまみ、大口を開けてかぶりついた。

「あむ」

　テパだった。

　しゃくしゃくしゃく、とリンゴを咀そ嚼しやくして、テパは紫の眼めをちらりと蓮に向け、

「まーったく、やっと起きたの？　ほんとにパパはお寝坊さんだね。おかげで合ね歓むと話すことがほとんどなくなっちゃったよ」

　合歓。

　というのが、この少女の名前らしいが、しかし。

　今、なんと言った？

　話すことが、ほとんどなくなっちゃった？

「ゆずりのことを知らないのなら、わたしのことも知らないんだろうね」

　揃えた膝に両手を揃えて、合歓はにっこりと微笑んだ。

「だから、自己紹介。わたしは、３年Ｃ組、黒くろ噤つぐみ合歓と申します」

　黒噤──合歓。

「ここの所有者オーナーをやっています」

「……保健室ここの？」

「ううん、学こ園この」

　蓮の脳裏に、直なお純ずみの言葉が蘇よみがえる。

　──関係者もなにも、オーナー一族の人間だよ。

「さらに言うなら──わたしは、２年Ａ組、黒くろ噤つぐみゆずりの姉でもあります。驚おどろいた？」

　全然驚かない。そんなことは、合ね歓むの顔を一目見た瞬しゆん間かんからわかりきっていたことだった。雰囲気こそ正反対だが、その顔立ちは姉妹でしかありえないほどに似通っている。

　そう言うと、合歓はちろりと舌を出して、

「うん、よく言われる」

　ゆずりとよく似た顔でそんな仕し草ぐさをするものだから、なんというか、火か星せいで生き物を発見したときのような印象を受けた。

　そんな愛らしい仕草のまま、合歓は続けて、

「さらにさらに言うなら──わたしは、２年Ａ組、宵よい原はら蓮れんくんが顔にパンツを押しつけたり土下座させたり授業中にパンツを引きずりおろした黒噤ゆずりの、姉でもあるのです」

　……。

「さらにさらにさらに言うなら、わたしは妹を、とてもとてもとても愛しています」

　…………。

「さて」

　にこやかに、あくまでもにこやかに、合歓は立ちあがった。

「行きましょうか」

「……ど、どこに、ですか？」

「どこにって、やだなあ、蓮くんは」

　あはは、と笑って、合歓は右手を上げた。

　そこには、リンゴの皮を剝むいたナイフが握られている。

　ひゅん、と風を切る音が響ひびいた。

　蓮のまつ毛に、ナイフの先端が触れていた。

「どこであっても、蓮くんがそれを断れると思うの？」

　思いません。




「前後の状況をざっくり説明すると──」

　と、昇降口から校舎の外へと出ながら、黒噤合歓はにこやかに振り返り、

「わたしの妹が蓮くんの頭に辞書を叩たたきつけました。蓮くんは失神して、保健室に運ばれました。ゆずりはしばらく蓮くんを看病していたけれど、わたしが説得して替わってもらいました。以上、なにか質問は、あるかな？」

「はいはーい、お先生さん、質問がありまーす」

「はい、テパさん」

「パパにどんな制裁を加えるつもりなんですか？」

「うーん、いい質問だけど、ナイショです」

　制裁を加えることは決定済みなのか……。

　というか、二人ふたりとも普通に話している。テパは蓮れん以外には見えないはずだったのに、もはやそんな事実は過去のものになってしまったかのごとく、テパと合ね歓むはぺちゃくちゃとお喋しやべりに興きようじていた。

　そのあいだも、合歓は右手で蓮の手を握ったままである。もちろんこれは親しみの表れではなく、蓮のことを逃がさないためだ。

　ちなみに左手には、ナイフが握られたまま。

　こわい。

　やがて、蓮と合歓は古びた木造の建物にたどり着いた。

　震ふるえる声で、蓮は尋たずねる。

「……ここは？」

「旧校舎。今はもう使われていないの。だから、誰だれの邪じや魔まも入らないよ」

　さらりと恐ろしいことを言って、合歓は旧校舎の玄関に取りつけられている南なん京きん錠じようを、外しにかかった。

　その背中に、蓮は思い切って声をかける。

「……あの、黒くろ噤つぐみ先せん輩ぱい──」

　蓮の手を握ったまま、合歓はにこやかに振り返り、

「合歓って呼んで？」

「……黒噤せんぱ」

「合歓って呼んで？」

「……合歓さんには、テパが見えるんですか？」

　根負けして、ようやく名前で呼んだ蓮に、彼女はくすぐったそうに笑い、

「わたしは、蓮くんと同類だからね」

　合歓は前を向き、外した南京錠を、近くの手すりに引っかけた。そうしてこちらを振り向き、左手を差し出してくる。

　そこには、ナイフと一いつ緒しよに鶏けい卵らんほどの大きさの、タマゴが載っていた。

　白い楕だ円えん形けいに、ピンクのハート柄が浮かんでいる。

「……これは？」

「『禍マガ卵タマゴ』」

　黒い糸に繫つながれた、小さなタマゴを載せたまま。

「夢を喰くらい夢を現実にする夢の神、『禍マガ姫ヒメ』のタマゴ」

　なんでもないように、合歓はにこにこと笑っている。

「『禍卵』を宿している人や、『禍姫』に憑つかれている人には、『禍卵』と『禍姫』が見えるし、聞こえるし、触れることもできる」

「…………」

「わたしがテパさんを──あなたの『禍マガ姫ヒメ』を見ることができる理由だよ」

　蓮れんは、ようやく、テパを見あげた。

　夢の神、『禍姫』。

　六年目にして、ようやくその正体を知ることができた。

「それじゃ、こっち」

　合ね歓むは旧校舎に入り、蓮もためらいなくそれを追う。

　古びた木造の校舎、その昇降口には、下げ駄た箱ばこがずらりと並んでいる。

　その真ん中に──巨大なエレベーターが鎮ちん座ざしていた。

　合歓はエレベーターに近づき、慣なれた手つきでボタンを押した。ゲートの上部、階数を示す矢印が、ゆっくりと動きはじめ、地階を示した瞬しゆん間かんにゲートが開いた。

　同時に乗り込んできた蓮のことを、合歓はちょっと楽しそうに見み遣やり、

「怖くないの？」

「……怖いですよ。制裁とかは、土下座しますから勘弁してくださいって感じですが」

　それでも──テパの、自分を悩ませてきたはた迷惑な隣りん人じんへの対処が、ようやく明らかになるというのなら、乗らないわけにはいかなかった。

　合歓はそれを聞いて、あはは、と笑い、ナイフを蓮に向け、

「やだなー、制裁なんて、わたしが蓮くんにそんなことするわけないじゃない。あれはただの冗じよう談だんだよ、冗談」

「えっ!?　そ、そうなの!?　ね、合歓の噓うそつき！　お噓つきさん!!」

「なんでおまえが激げき怒どするんだよ……」

　階数ボタンは二つしかなかった。『１』と『30』である。合歓が『30』のボタンを押し込むと、半透明のボタンがオレンジに点灯した。

　ゲートが閉まり、エレベーターはゆっくりと動き出す。

　緩ゆるやかな重力を感じながら、蓮はぽつりと漏らした。

「……30って、地下三十階ってこと、ですかね？」

　それを聞いて、合歓は「あはは」と笑い、

「まさかあ。そんなに深くないよ、地下30メートルってこと」

　じゅうぶん深い。

「この校舎って、もともとこういう造りなんですか？」

「ううん。使われなくなってから改造しただけ。正せい確かくには、このエレベーターを取りつけただけなんだけどね」

「か、改造って──」

「この学校はわたしのだもん。どういうふうに作り替えても、誰だれにも文句を言われる筋合いはないよ」

　合ね歓むがさらりと言うのと同時に、エレベーターは地下30メートルにたどり着いた。

　ドアが開いたその先には、白い空間があった。

　白く、清せい潔けつで、大きな部へ屋やだ。見あげれば天てん井じようは10メートルほどの高さにあり、無数の孔あなから電灯の明かりが降り注いでいる。その光が、純白の部屋を輝かがやかせているようだった。四方の広さは、ちょうど始業式を行った体たい育いく館かんほどだろう。あちこちにソファや、クッションや、バーカウンターなどが取りつけられている。

　真っ白なサロン。大金持ちだけが訪れる病院の待合室。そんな雰囲気の部屋だった。

　待合室には受付が付きもので、この部屋にもそれがあった。合歓は緩ゆるやかな足取りで受付に近づくと、ナイフを持った手を軽く上げて、、

「やっほ、ゆずり。蓮れんくんを連れてきたよ」

「ありがとうございます、姉ねえさん」

　そう言って、黒くろ噤つぐみゆずりは受付から立ちあがる。

　その姿に、蓮は思わず言葉を失った。

　ゆずりは制服姿ではなかった。毅き然ぜんとした顔立ちはそのままに、彼女の身を包んでいるのは、愛らしいフリルのついたオールイン型のパジャマなのである。肩は大きく露ろ出しゆつしているし、おへそまでちらちらと見えてしまっていた。

　ほかにも、三人のパジャマ姿の女の子がいる。受付の端に固まるように立って、蓮のほうをちらちらと見ながら内ない緒しよ話ばなしをしている。どの少女の目にも、好奇心の輝きが宿っている。

　総じて、女の子のパジャマパーティに迷い込んでしまったような、どうしようもない居い心地ごこちの悪さだけがあった。

「どうしたの？　そんなところに突っ立ってないで、こっちにおいでよ」

　と、合歓が蓮の手を引いた。仕方なく、蓮は歩き出し──

　そこで、気づいた。

　この、巨大な白い空間にいる五人の少女たちが、全員、タマゴを持っていることに。

　蓮が気づいたことに、合歓も気づいたようだった。

　彼女は猫のように笑うと、蓮から手を放はなして、大きく両腕を広げて──

「ようこそ。わたしたちの『ベッドルーム』へ」

　どこか、蕩とろけるような声で、そう言った。
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「けぷっ」




　そして宵よい原はら蓮れんは目を覚ました。

　寝転んだまま時と計けいに視し線せんを向けると、七時半を示している。

「ふわあ……」

　知らず、あくびが漏れる。頭の中はまだおぼろげで、昨日きのうの記き憶おくも定かではない。寝ているあいだのことを覚えていないのはいつものとおりだったが、やはりこれもいつものとおり、蓮は六年間の連れ合いに声をかけた。

「夢は見なかったみたいだけど、まさかおまえが食べたんじゃないよな、テパ──」

　そこで、蓮は、ふと口を噤つぐんだ。

　その目が、ゆっくりと見開かれる。

　昨日の記憶が蘇よみがえるにつれて、蓮の口元から、ゆっくりと笑えみが消え落ちていった。

「テパ──？」

　もう一度、その名を呼ぶ。

　返事は、ない。

　それが答えだった。

　蓮は固く目を閉じる。そうしながら、消え入りそうな声で、

「……そうだったな……テパは、もう、いないんだ……」

「いやいやいやいやいやいやいやいや！」

　と、蓮の腕に抱きすくめられていたテパが大声をあげた。

「なに!?　起きたと思ったらいきなりなに言ってんの、パパ!?」

「ちっ」

「いや舌打ちされても困るよ！　なんなのその目!?　なんで『空気読めよ』みたいな感じになってるの!?」

「今のは完かん璧ぺきに『目が覚めたら苦く難なんを共に乗り越えてきた相棒が別れも告げずに消えている』って流れだっただろうが！　おまえ何年僕と同じ漫画を読んできてるんだよ！」

「うわあ、逆ギレだあ！」

「ったく、ホントに使えない奴やつだな。もう少し勉強しろよ」

「あーびっくりした！　おびっくりさんだね！　こんな理不尽な怒られ方したの、この六年間で初めてだよ！」

　そんなやり取りのあいだにも、蓮はテパを抱きすくめ、その艶つややかな金髪を撫なでつづけている。彼女の長い金髪は最上のシルクもかくやと言うほどの触り心地ごこちであり、永遠に撫でつづけていても飽きるということはない。輝かがやける一枚布のような光こう沢たくと、しっとりと手のひらに吸いつくなめらかさ、頭の芯しんを甘く痺しびれさせるような香りは、蓮にとってはかけがえのない黄おう金ごん色いろの至宝であると言っていい。

「っていうか、そろそろ撫なでるのやめてくれない？」

　ぺしぺしと、テパは間近から蓮れんのほっぺたを叩たたく。それが鬱うつ陶とうしくなり、蓮は朝の日につ課かを取りやめて、「てい」とテパをベッドから投げ打った。

　白い脚が空中に翻ひるがえり、縦たてに一回転して、テパは欄らん干かんに横向きに着地した。

　それを横目に見ながら、蓮はようやく立ちあがり、大きく伸びをする。

　襖ふすまをあけると、まだ寝ぼけ顔のわらびがいた。

「あ、おあよー、蓮にい」

「おはよう」

　蓮は挨あい拶さつを返し、揃そろって洗面所へと向かう。

　二人ふたりは肩をこすり合わせるようにして鏡かがみの前に立ち、同時に歯を磨きはじめた。

「ほーいやはー、へんひー（そういやさ、蓮にい）」

　しゃこしゃこしゃこしゃこ、とリズミカルに歯ブラシを動かしながら、ふとわらびが語りかけてきた。

「ひほーははふふひふへへふへへはっはほへ（昨日きのうはパンツ見つけてくれてあんがとね）」

　そうだった。昨日、帰宅した後に、蓮は後生大事にポケットに忍ばせていた月げつ齢れい下した着ぎコレクション『クレッセント』の下のほうを、無事わらびの許もとに戻してやったのだった。

「ほほひほひへはほ、ひほっははへはほ（外に落ちてたのを、拾っただけだよ）」

「へほほはっはー、ひほーはほひほひひはほんへ（でもよかったー、昨日はどきどきしたもんね）」

「は？　はんへ？（は？　なんで？）」

「ひはー、はふはほははひほ、ひほーひひひほーはんはんははふひひんふ──はぶしぇっ!?（いやー、さすがのあたしも、始業式にノーパン参加はスリリング──はぶしぇっ!?）」

　蓮は手にしたコップを妹の後頭部に思いっきり振り下ろした。

　わらびは思わずうずくまり、そのあいだに蓮はうがいをして、口の中を洗い流した。それからぎろりとわらびを見下ろし、

「おまえアホだろ!!」

「はんはほ、ひははははひひっへんほ!?（なんだよ、今さらなに言ってんの!?）」

「ええい、なに言ってるかわからん！　口を濯すすいでからにしろ！」

「ふむ（ぐむ）」

　蓮にコップを押しつけられ、わらびは不承不承、がらがらと嗽くちすすぐ。それから改めて蓮に向き直り（ちなみに鼻の下にはまだ泡がヒゲのようにくっついている）、

「いきなり殴んないでよ！　これ以上頭悪くなったらどうすんのさ！」

「やかましい！　昨日あんだけパンツははいてけっつっただろうが！」

「へーんだあたしだって言ったもんねー一週間前から決めてたから『クレッセント』以外では絶ッッッ対につけないって言ったもんねーやーいやーい忘れてやんのばーかばーか！」

「うわーおまえにバカって言われると通常の三乗くらいムカつくな！」

　ぎゃあぎゃあとわめき騒さわぐ醜みにくい兄妹喧げん嘩かは、二人ふたり揃そろって母親に怒られるまで続いた。蓮れんとしては甚はなはだ納得が行かないことではあるが、しかし母はわらびに関してはある種の悟りを開いているらしく、

「大丈夫。わらびはかわいいんだから、その顔で頭のいい旦だん那なさんを捕まえればいいのよ」

　いやな啓けい蒙もうの仕方だ……。

　それから、着替え・朝食・登校の準備を流れ作業的に済ませて、蓮は玄関へと向かう。

　タイミングがちょうど合って、わらびも靴を履はいているところだった。

「おい。今度こそパンツはいたんだろうな？」

　言ってから、ふと虚無的な思いに囚とらわれる。なんで朝っぱらから妹の下半身を心配しなくてはいけないのか。

　そんな兄の思いなど露つゆ知しらず、妹は「ふふーん」と得意げになり、

「あったりまえじゃん。今日きようは『フルムーン』だかんね。見る？」

「見ない」

　ばっさりとそう返して、蓮も靴を履く。

　わらびはにこにこしながら、蓮が靴を履き終わるまで待っていた。蓮とわらびはしょっちゅう兄妹喧嘩をする割に、その仲は決して悪くない──というか、わらびのほうが一方的に蓮を慕っているのだった。思春期の兄としては、なんとなくやりにくい妹だった。

「それじゃ、行ってきます」

「いってきまー！」

　玄関扉をがらがらと引き開けて、同時に足を踏み出そうとして、




　その向こうに、メイドさんがいた。




「あ。蓮さま──」

　がらがらぴしゃん。

　彼女の泣きぼくろが、こちらを向くのと同時に、蓮は玄関扉を閉めた。

　朝っぱらから、悪夢的な気分だった。

「おやまあ、ずいぶんかわいらしいメイドさんだね！　おメイドさんだったね！　いいなあ、パパ、あんなにかわいい子を好き勝手できるなんて！」

「……やめろ……」

　しかしこの場合、問題はテパではなかった。もちろん蓮ではないし、玄関扉の向こうで所在なげに佇たたずんでいる（シルエットが磨すりガラス越しに見えている）メイド服を着た黒くろ噤つぐみ学がく園えん終身第一生徒でもない。

　蓮れんの隣となりで、目を丸くしている、わらびだ。

「ね、ねえ、蓮にい。今さ、ものすごく綺き麗れいなメイドさんが──」

「なあわらび。ちょっとお兄にいちゃんとゲームをしないか？」

「えっ、ゲーム？　うん、いいよ！」

　わらびは一いつ瞬しゆんにして一瞬前のことを忘れ、目をきらきらさせて蓮に向き直った。

「じゃあルールを説明すると、今から僕がおまえに目隠しをするから、おまえは目隠しをされたまま家を出て、五十メートル歩くんだ」

「それだけ？」

「それだけ。ああ、もちろん危ないから、ちゃんと外の生け垣に捕まって歩けよ」

「あたしが勝ったらなにがもらえるの？」

「百円やろう」

「わーい、やるやる！」

　…………。

　自分で言っておきながら、蓮は妹の将来についていろいろなことを考えてしまいそうになったが、それはとりあえず横に置いて、わらびの目元をフェイスタオルで目隠しした。どうでもいいがセーラー服の女の子が目隠しをされている姿は異様に背徳的だ。

「玄関は僕が開けてやるから、あとは黙だまって生け垣に捕まって、そのまま歩きつづけろよ。なにか聞こえたとしたら、それは悪あく霊りようがおまえを連れて行こうとしているだけだから耳を貸すな。絶対に目隠しを取るんじゃないぞ」

「……え……なにそれ、こわいんだけど……」

「はい、じゃあスタート」

　がらりと玄関扉を開けると、やはりその向こうには、メイド服の黒噤ゆずりがいた。ひとつひとつの仕し草ぐさに洗練された気品が漂う、ヴィクトリア調ちようの正統ハウスメイドである。

　白いヘッドドレスを翻ひるがえして、彼女は優ゆう雅がに一礼をする。

「蓮さま。おはようございます」

「えっ!?　なに!?　誰だれ!?」

「気にするなわらび、悪霊の囁ささやきだ」

「悪霊!?　悪霊がいるの!?　うわ、怖い！　目隠し取りたい！」

「……見たら……連れて行かれるぞ……」

「いやーっ！　どこに!?　どうやって!?」

　泣きそうになりながら、わらびはふらふらと玄関から歩き出し、驚おどろいた顔をしているゆずりの横を通って、生け垣に摑つかまった。

「うう……やだよう……で、でも、百円……百円のため……！」

　生まれたての子こ鹿じかのように、ふるふると震ふるえながら、わらびは生け垣に添って、ゆっくりと歩きはじめた。そこまでして百円が欲しいのか。

　まあ、あげるつもりはないんだけど。

「あの、蓮れんさま、あの子は？」

　と、そこでようやく、我に返ったゆずりが尋たずねてきた。

　蓮は彼女に向き直り、なんと答えるべきか迷う。わらびは愛する妹だが、あんな前代未聞にして空前絶後のアホが身内であるとは知られたくない。

「そんなことより、なんできみがここにいるんだ？」

　だから蓮は、逆に尋ね返すことによって、その辺をうやむやにした。

「私が蓮さまのご案内をしようとするのが、そんなに不ふ思し議ぎなことでしょうか？」

「うん。ものすごく不思議なことだと思う」

「では、認にん識しきを改めてください。私はこれから、毎朝、蓮さまの道案内および護ご衛えいおよび荷物持ちを務めさせていただきますので」

「いただきますのでってアンタ」

「お荷物、お持ちいたします」

　そういう武道の極意でもあるのか、ゆずりはするすると蓮に近づき、その手から学校カバンを奪ってしまった。蓮は慌てて取り返そうとするが、ゆずりはその間合いにさえ入れてくれなかった。高校空手の全国大会優ゆう勝しよう者しやの名は、伊だ達てではなかった。

「じゃ、じゃあ、一いつ緒しよに登校するのはいいとして！　その服は一体なんなんだよ!?」

　びしりと指を突きつける。そりゃそうだ。いくら蓮でも、制服のゆずりが玄関先で待っていたというくらいなら、ここまで驚おどろきはしなかった。

「これ、ですか──」

　と、そこでゆずりは、ちょっと困ったような顔をした。

　心なし顔が赤らんでいて、心なし恨うらみがましく蓮を見つめている。

　蓮は戸惑う。なんで僕がそんな目で見られなければいけないんだ。それではまるで、僕のせいでメイド服を──

「最初はもちろん制服だったのですけれど、その、なんと言いますか──玄関先で蓮さまをお待ちしておりましたら、突然この服装に変わってしまったんです」

　テパが夢を喰くらい、げっぷをすると、その夢は『現実化』する。

　そのことは、ゆずりをはじめとする『ベッドルーム』メンバーに、すでに伝えてあった。

　蓮はテパを見る。

　テパも蓮を見ていた。

　蔑さげすむような冷たい眼まな差ざしを蓮に向けながら、彼女は大げさなため息をつき、

「いやさあ、テパもパパと付き合って長いけどさあ……会ったばっかの女の子にメイド服を着せて、あんなことをする夢を見るなんて、さすがに引いちゃうんだよね……」

「ぐっ……！」

　夢を喰くわれた場合、その夢は蓮れんの記き憶おくからすっぽりと抜け落ちてしまう。こと夢で起きたことに関しては、テパの証言を覆くつがえすことはできないのだ。

　さすがに気になるのか、ゆずりは頰ほおを赤くしながらテパに詰め寄り、

「あ、あんなことって──私、どんなことをされたんですか？」

「うーん、聞かないほうがいいと思うなあ。さすがのテパでさえもドン引きだったんだもん。おドン引きさんだったんだもん。ゆずりが聞いたらトラウマになっちゃうよ？　鏡かがみで自分のおへそを見るたびにイヤな気分になっちゃうかも」

「………………！」

　ゆずりは顔を上気させて、メイド服のお腹なかの辺りを押さえた。そうして、蓮のことをじっと見つめてくる。見つめられても困る。
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「……つまり、認めたくないが、僕が黒くろ噤つぐみさんがメイドになる夢を見たから、今こんなことになってるってわけか？」

「まあね。げっぷもちょっとだけで済んだから、ゆずりも服装だけで済んでるのかも。そうじゃなかったら、おへその穴が大変なことになってないとおかしいもんね」

「もうおへその話はいい！」

　それから蓮れんは、ゆずりのほうに向き直り、頭を下げた。

「その、ごめん。元はといえば僕のせいなのに、きみを責めるようなことを言ってしまった。許してほしい」

　ゆずりは顔を赤らめたまま、ゆるゆると首を振り、

「いえ。私のほうこそ、蓮さまに謝しや罪ざいしなくてはなりません。こういう服装がお好みでしたら、そのように準備して参りましたのに」

「いや別に好みじゃないよ!?」

「明日あしたからそういたします。申し訳ありませんでした」

「お願ねがいですからやめてくださいっ！」

「とにかく、蓮さま、そろそろ参りましょう。遅刻してしまいます」

「いや、それより先に、着替えてくれるとありがたいなーって思うんだけど……」

「……こ、ここで──外で裸になれと──そう仰おおせなのですか？」

「そんな要求はしていない！　いったん家に帰って、それから着替えてくれよ！」

　ゆずりは顔を伏せた。それから小さな声で、囁ささやくように、

「どちらにしても、私と蓮さまは同じ道を行かなくてはならないと思います。私の家は、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの裏にあるのですから」

「あ……そういえばそうだっけ」

　確たしかに昨日きのう、『ベッドルーム』の説明を受けているときに、そんな話を聞いたような覚えがある。黒噤学園がある一帯はすべて黒噤家の私有地であり、黒噤姉妹が住んでいる屋や敷しきは旧校舎のすぐ裏手にあるのだと。

「……蓮さまが、私ひとりで家に帰って着替えてこいと仰せでしたら……従いますが……」

「あーあ、かわいそうなゆずり。せっかく迎えに来たのにね。来てくれたのにね。でもパパはそんなのいらないんだって。ゆずりと一いつ緒しよに登校するのなんて恥ずかしいんだってさ。ほんと、ひどいね。クズだね。おクズさんだよね」

　ゆずりはうつむいている。その瞳ひとみに光るものを見て取って、蓮は叫んだ。

「いやあ！　前から僕、メイドさんと一緒に登校したかったんだよな！　どうもありがとう、黒噤さん！　夢が叶かなったよ！」

「……うーん。それはそれで引くねー」

　ゆずりは上うわ目め遣づかいに蓮を見あげながら、同意するように小さく頷うなずいていた。




　　　　◆




　そういうわけで、陽ひの守かみ市し郊外のあぜ道に、メイドさんと連れ立って歩く男子高校生の姿が見受けられるようになった。

　どちらも、なにも言わない。

　蓮れんのほうから振れる話題などほとんどないし、ゆずりは三歩下がって師の影かげを踏まずという感じなので、自分から口を開こうとはしてくれない。

　なかなか壮絶な光景だ。この光景をクラスメイトに見られたら、と想像するだけで、重力加速度に匹敵する勢いで死にたくなってくる。しかもその想像は、恐らく十分後には現実のものとなっているのだ。まさしく悪夢である。

　少し考えてから、蓮はゆずりを振り返り、悪あがきをしようとした。

「……あー、っと、さ。黒くろ噤つぐみさん」

「はい、なんでしょう、蓮さま」

「……『さま』を付けて呼ぶの、やめてくれないかな？」

　ゆずりは一いつ瞬しゆん不服そうな顔をしたが、それでも従うように頭こうべを垂れ、

「畏かしこまりました。ご主人さま」

「ちょっと待て！　よりひどくなったぞ!?」

「も、申し訳ありません。旦だん那なさまのほうがお好みでしたか？」

「そういう問題じゃないよ！　普通に蓮って呼んでくれればそれでいいから！」

「仕えるお方を呼び捨てになんてできません！　なに言ってるんですかあなたは！」

　逆ギレされた。

　蓮はなにもかもを諦あきらめて、ため息をついた。

　それにしても、と、蓮はゆずりの横顔を窺うかがう。

　白い朝日を受けて、ゆずりはどこか憂うれうようにまつ毛を伏せている。背筋をぴんと正し、足音ひとつ立てずに歩むその姿は、神秘的なまでの美しさを漂わせていた。

　なんだってこんな子が、自分につきまとってくるのか──

　昨日きのうからずっと考えていた疑問が、再び頭に浮かんだ瞬しゆん間かん。

「……くあ、」

　と、ゆずりが小さく、あくびをしたのだ。

　蓮は思わず、目を瞠みはった。

　唇に手のひらを当てて、閉じた目の端にあくびの涙がにじむ。それを人差し指で拭ぬぐっていたゆずりは、蓮が自分をじっと見つめていることに気づき、頰ほおを染めた。

「な、なんですか」

「いや、なにってことはないけど──眠いの？」

「昨日は、あまり眠れなかったのです。……いろいろと、考えてしまって」

　そうつぶやいて、ゆずりは責めるように蓮のことを見た。

「今日きようのお昼休みには、『ベッドルーム』に行こうと思っています。そうしないと、午後の授業に支障が出るかもしれませんから」

「……『ベッドルーム』か」

　繰くり返して、蓮れんは昨日きのう、自分が訪れた施設のことを思い出した。

『ベッドルーム』には、いくつかの存在意義がある。

　ひとつは、その名前のとおり、所属するメンバーに安眠を提供することだ。大規模浴場やリラクゼーションルーム、バーカウンターや快適な寝室が揃そろっている。昼休みや放ほう課か後ごなど、まとまった時間が取れたときは、メンバーはそこで安眠を貪むさぼるのだという。

　もうひとつは──『禍マガ姫ヒメ』や『禍マガ卵タマゴ』に対処するための、互助会としての側面だ。

　蓮は、宙に浮いているテパを見あげる。

『禍姫』、テパ。

　陽ひの守かみに土着する、神様──の、一種であるらしい。

「いやーびっくりびっくり、おびっくりさんだね。まあね、テパもね、テパがとっても偉いんだってことには薄うす々うす気づいていたんだけどね、まさか神様だったなんてね！」

「黒くろ噤つぐみさん、こいつを追い払う方法っていうのは、わからないんだよね？」

「あれあれ？　パパ、なんだかおかしくない？　ストレンジじゃない？　テパはお神様さんなんだよ？　なんで追い払うの？」

「いいかいテパ、頭の悪いおまえは知らないかもしれないけどね、この世には疫やく病びよう神がみとか貧乏神とか呼ばれる神様もいるんだよ？」

　優やさしく諭さとしてやると、テパはにっこりと微笑ほほえんで、蓮の顔面を素足で踏んだ。

　テメーこの野郎なにが神様だおまえみたいな迷惑な神様がいてたまるか、へーんだ残念でしたー目の前にいますーそれともなにか貴殿は目の前で起きている事象さえ認知することができないほど低劣な知性の持ち主なのかね、という醜みにくいつかみあいをしていると、

「こほん」

　と、ゆずりが咳せき払ばらいをした。

　テパのほっぺたをつねっていた蓮と、蓮の髪を引っ張っていたテパは、ゆずりを見る。

「……残念ですが、『禍姫』を追い払う方法は、わかりません」

　表情を引ひき締しめながら、ゆずりは凜りんとしてそう言った。

　まあ、メイド服なんだけども。

「そもそも、『禍姫』に関する情報自体が、とても少ないんです。『禍卵』が孵ふ化かすることが、もうすでに稀まれなことですから。『禍姫』に関してわかっているのは、夢を食べること、食べた夢を現実化すること、あるいは、暴ぼう走そうするときわめて危険な存在になること──」

「え、なになに暴走って。かっこいい！　テパもビーストモードしたい！」

　なぜかテパが期待に目を輝かがやかせて食いついたが、それは蓮も聞き捨てならない単語だった。今でさえだいぶやっかいなのに、暴走なんてされてたまるか。

　しかし、ゆずりは首を振って、

「それは不可能です。書物によれば、『禍マガ姫ヒメ』の暴走は『禍マガ卵タマゴ』から孵ふ化かするときにだけ起こりうるものらしいですから。今のあなたでは暴ぼう走そうしようがありません」

「えー、なあんだ。つまんないの」

　テパは子供のようにぶーたれている。ゆずりはそんなテパを──正せい確かくには、彼女が腰かけているタマゴを見た。

「昨日きのう、蓮れんさまは、『禍卵』を持ったことはないと仰おつしやっていましたね？」

「ああ。少なくとも、僕にはそんなものに付きまとわれた覚えはないな」

「……そう、ですか」

　物思わしげに、ゆずりは沈ちん黙もくする。蓮は眉まゆを寄せ、

「そういうことって珍しいのか？」

「珍しいというか──『禍卵』もなしに『禍姫』が生まれるなんて、親がいないのに子供だけがいるようなものですから。そんなことは、絶対にありえません」

　蓮は戸惑う。やけに強く否定されたが、しかし実際、自分は『禍卵』など──

　いや。

　覚えていないだけなのかもしれない、と蓮は思い直した。子供のころの──六年前以上の記き憶おくはほとんどないのだ。『禍卵』がついていたのがその時期だとしたら、蓮に覚えがなくても不ふ思し議ぎはなかった。

「覚えていない……、なるほど」

「ああ、そういえば、きみもほかの人たちも、『禍卵』を持っているんだよな？」

　ゆずりはわずかに顔を強こわばらせて、頷うなずいた。

「それってもしかしてさ、そのタマゴが孵化したら──やっぱり、テパが現れるのかな？　こいつと同じ顔をした奴やつが、ずらっとたくさん？」

　うわ。悪夢すぎて笑ってしまう。

　と、ゆずりは軽く首を傾けた。すると、メイド服の襟えり足あしからひとつのタマゴが現れた。昨日見たものと同じ、金きん色いろの格子模様が描かれた白いタマゴだ。天頂部分から伸びる黒い糸で繫つながれたタマゴ──『禍卵』は、ゆずりの思いのままに動くようだ。

「確たしかに、たくさんありますからね。私のタマゴも、姉ねえさんのタマゴも、黛まゆずみさんのタマゴも、小さ夜よ町まちさんのタマゴも、彼ひ岸がんのタマゴも」

　黒くろ噤つぐみゆずり。

　黒噤合ね歓む。

　黛スミレ。

　小夜町月げつ歌か。

　濡ぬれ羽ばね彼岸。

『ベッドルーム』に所属する、五人の少女たち。

　彼女たち全員が、自らの『禍マガ卵タマゴ』を持っている。

「でも、仮に私のタマゴが──、孵ふ化か、したとして。ここからテパさんが生まれるわけではありません」

「そうなの？」

「ええ。神様といっても、恐らく蓮れんさまが思っているような唯一無二のものではないのですよ。私とあなたが同じ人間であっても、まるで違う性質や性格の持ち主であるように、異なる『禍卵』から生まれる『禍マガ姫ヒメ』は、同じものではないそうです」

　ゆらゆらとタマゴを見つめながら、ふと、ゆずりは独り言のように、

「でも──蓮さまが『禍卵』を持たなかったのは、いいことなのかもしれません」

「え？　どうして？」

　確たしかに、蓮は『禍卵』をすっ飛ばして、いきなり『禍姫』であるテパに取とり憑つかれてしまっているのだが──それがなぜ、いいことなのだろう。

「『禍姫』は夢を現実にしますが──『禍卵』は、悪夢を現実にします」

「…………」

「テパさんは選んで食べてくれるのでしょう？　でも、『禍卵』はそんなもの、選んではくれないんです。子供だから遠えん慮りよしないのか、そもそもそんな知性がないのか──『禍卵』は私たちの悪夢を食べて、そして、それを現実のものにしてしまうんです」

　夢を現実にするのではなく、悪夢を現実にする。

　その二つの違いは、一文字きりでありながら、天と地ほどにも違う。

　パンツやメイド服とはわけが違う。悪夢の世界では当たり前のように人が死ぬ。当たり前のように人を殺す。得え体たいの知れない悪あく魔まに追いかけられることもあれば、自分自身がおぞましい化け物になってしまうこともある。

　それが現実になる。

　どんな気分だろう。悪夢から逃れられないというのは。恐ろしい悪夢から目覚めて、けれどもその悪夢と地続きの場所に立っていると自覚する気分は。

　テパの被害に遭っている蓮でさえ、それは、その端しかわからない恐怖だった。

　それなのに──

　ゆずりは目を伏せて、安あん堵どしたように、静かに微笑ほほえんでいた。

「──良かった。蓮くんが、こんな目に遭っていなくって」

　蓮は立ち止まった。

「なんだよ、それ」

「え？」

　ゆずりは驚おどろいたように顔を上げた。

　蓮れんは彼女の泣きぼくろを見つめながら、非ひ難なんするように、

「良かったって、なんだよ。いいわけないだろ。そんな状況にいるのに、僕なんかの心配をしている場合じゃないだろ」

　ゆずりはなにも言わず、ただ蓮の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　その向こうに、どこか遠くにある世界を見透かしているような──そんな眼まな差ざし。

　気まずくなり、目をそらしてしまう。テパの呆あきれたような声、

「なあに、パパ、なんで怒ってるの？　ゆずりはパパの心配をしただけじゃん」

「……別に、怒ってるわけじゃない。ただ、気に入らなかっただけだ」

　自分のようにならなくて良かった、と。

　ゆずりは、そう言ったのだ。

　なぜ。

　なぜそこまで、自分を軽く見ることができるのか。

　なぜそこまで、蓮のような見も知らない他人を、案じることができるのか。

　ゆずりの奇行は今に始まった話ではない。そのたびに頭に浮かんできた疑問が、ついに蓮のことを押おし潰つぶそうとしていた。

「黒くろ噤つぐみさん。きみは──」

　さまざまの疑問を、蓮はゆずりにぶつけようとして、

「やあ」

　そんな呼びかけに、遮さえぎられた。

「宵よい原はらくんに、黒噤さん。おはよう」

　振り返ると、そこにはジャージ姿の少女が立っていた。黒地に赤のラインが通っているジャージを、上下揃そろえて着込んでいる。上着のポケットに両手を突っ込み、興きよう味み深ぶかそうにこちらを見つめる眼差しは深い鳶とび色いろ。黒髪は短く、肌は浅黒く焼けていて、見るからにスポーツ少女という趣おもむきである。

　黛まゆずみスミレ。

『ベッドルーム』メンバーのひとりだ。

　スミレは口を開きかけ──それから、目を丸くしてゆずりを見た。

　ゆずりはその視し線せんを、毅き然ぜんと見返して、

「私がなにか？　黛さん」

「……その格好、なに？」

「メイド服ですよ。ご存知ありませんか？」

　胸を張り、むしろ自らのエプロンドレスを誇るかのような口く調ちようで、ゆずりはそう答えた。ほかならぬ黒噤ゆずりがそうしていると、有無を言わせぬ迫力がある。

「いや、知ってるけど……、うん、まあ、いいや。黒噤さんのやることだもんね。ボクが口を挟むべきことじゃない。で、それはそれとして──」

　そう言って、スミレは蓮れんに向き直る、

「宵よい原はらくんにテパさん。きみたちは、今日きようも『ベッドルーム』に来るんだろう？」

「ん？　ああ、うん、そのつもりだけど」

「そうだよね。なにしろそのために、『ベッドルーム』に入ったんだから」

　宵原蓮の、『ベッドルーム』への加入。

　昨日きのう、蓮を『ベッドルーム』へと連れていった黒くろ噤つぐみ合ね歓むが、緊きん急きゆう的てきにその動どう議ぎを発動したのである。動議はあれよあれよと言う間に通ってしまい、なし崩し的に蓮もまた『ベッドルーム』の一員になることが決定してしまった。

「入ったというか、入れられたという感じだけどな……」

「うん？　その言い草だと、宵原くん、きみは入りたくなかったのかな？」

　蓮は首を振り、

「まさか。今までずっと、テパのことが見える人なんて、ひとりもいなかったんだ。相そう談だんする人たちが増えたっていうことは、僕にとっては純粋に喜ばしいことだよ」

「だったらちょうどいい。実は、ちょっときみと話したいことがあったんだ」

「ん？　なに？」

「ここではなんだから、放ほう課か後ご、『ベッドルーム』のボクの部へ屋やに来てくれないか。そこで話し合いたい。もちろん、お茶とお菓子は出させてもらうよ」

「え、ほんと？　パパ、行こう！」

　紫むらさきの目をきらきらさせて、テパが『お菓子』というワードに反応した。

　こいつは本能だけで生きているのかなー、と蔑さげすみながら、蓮は頷うなずく。

「まあ──いいよ。僕も、『ベッドルーム』について、いろいろと聞きたいことがあるんだ。放課後になったらきみの部屋に行く」

「そうか！　ありがとう、宵原くん！　それじゃ、あとで情報交換と行こう」

　晴れやかに笑って、スミレは二人ふたりを追い抜き、小走りに駆け去っていった。ジョギングをするような走り方も、また堂に入っている。見た目に違たがわぬスポーツ少女なのだろう。

　ふと。

　蓮は、なにかが学生服の袖そでを引っ張っていることに気づいた。

　振り返ってみると、ゆずりだった。白い指で学生服の袖を摑つかんで、なぜか怒ったように、唇をとがらせて蓮のことを見つめている。

「な、なに？」

「いえ。別に。なにというほどのことはありませんけれど。私なんかが蓮さまに言えることなんてあるはずがないのですけれど」

　機き嫌げんを損ねている。

　そのことが、ありありとわかる。

　理由だけが、わからない。

「ただですね。これは別にですね。私の意思ではなくですね。純粋に客きやつ観かん的てき事実としてですね。蓮れんさまは、人の言ったことをきちんと覚えているべきではないか、ということを申し上げたいだけなのです」

「……言った、こと？」

「ええ。言いました。昨日きのう。私が」

　ずい、と顔が近づいてくる。理由だけがわからないが、なんとなく結果はわかる。昨日ゆずりが言ったことを思い出さなければ僕は死ぬ。

「え……っと……」

　きょときょとと視し線せんを泳がせ、ぐるぐると思考を回転させていると、頭上から、思いも寄らない救いの手が差し伸べられた。

「なに、それってもしかして、困ったときは自分を頼れっていうアレ？」

　テパの言葉に、ゆずりはむずむずと小鼻を動かして、大きく頷うなずいた。

「そうです。つまり私が申し上げたいのは、そういうことです。いえ、別に私を頼ってほしいとか、私を差し置いて黛まゆずみさんに走るなんて許せないとか、黛さんと二人ふたりきりの部へ屋やでなにをするつもりなんですかとか、そういうことを言いたいわけではなく、あくまで純粋な気持ちとして、衷ちゆう心しんから、忠告を申し上げたいのです」

　なにも言えない蓮に、ゆずりは、ずずい、とさらに顔を近づけた。

「彼ひ岸がんはともかく、黛さんと小さ夜よ町まちさんのことは──信用しないでください。あの人たちは、あなたのことを利用しようとしている可能性がありますから」

　利用？

「頼るのは──私と、姉ねえさんだけにしてください」

　ゆずりが、なぜそんなことを言うのか、蓮にはわからなかった。

　しかし。

「蓮さま。お願ねがいします」

　わからないながら、ゆずりの黒い瞳ひとみに宿った迫力は本物だった。

　蓮は望まれるまま、こくこくと頷き、

「……ありがとう、ございます」

　ゆずりは囁ささやくようにそう言って、小さく笑った。

　雪ゆき割わり草そうのような、可か憐れんな笑えみ。

　自分の胸から、心しん臓ぞうが躍おどる音が聞こえた。それを聞こえなかった振りをしながら、蓮は前を向き、そろそろ人通りが増えてきた黒くろ噤つぐみ学がく園えんへの通学路を歩きはじめた。

　メイドさんを伴ったまま。




　　　　◆




　黒くろ噤つぐみゆずりという少女がどういう人間なのか、蓮はよく知らない。

　昨日きのうはじめて会ったばかりなのだから、知らなくて当然だ。一目見て、それがどういう人間なのかがわかるほど、蓮れんは洞察力に優すぐれた人間ではなかった。

　が。

　黒噤ゆずりを理解するのに、洞察力など必要なかった。

　ゆずりは、徹てつ底てい的てきな少女だった。

　ゆずりから徹底的な『奉仕』を受けた蓮は、そのことを、まざまざと思い知らされた。

「蓮さま、喉のどが渇いてはいませんか？　水筒の用意がございます」

「蓮さま、お腹なかが空すいてはいませんか？　軽食の用意がございます」

「蓮さま、お手洗いならばこちらです。お供いたしましょう」

「蓮さま、用はお済みになりましたか。おしぼりを用意してあります」

「蓮さま、高いところのものを取りたいのですか？　では私が踏み台になりましょう」

　などなどなどなど。

　メイド服から学生服に着替える必要が、果たしてあったのだろうかと疑問に思ってしまうほどの、それは、熾し烈れつな『奉仕』行為だった。

「んで？　なんだって食堂こんなとこまで逃げてきたんだよ」

　たぬきうどんを啜すすりながら、直なお純ずみは呆あきれたように言う。

　月見そばを啜りながら、蓮はむっとして反はん論ろんする。

「……決まってるだろ。昼時の食堂なら、あの子に見つからずに済むからだ」

「情けない限りだなー」

「ほんとだねー、ヘタレだねー、おヘタレさんだよねー」

　わっはっは、と直純とテパが唱和して笑い、蓮はますます仏ぶつ頂ちよう面づらになっていく。

「おまえも見ただろ!?　いくら昼どきだからって、教室で重箱なんて食べられるか！」

「まあ確たしかに、重箱を持って近づいてくる黒噤さんはすごい迫力だったけどな。──つーかさ、おまえさ、黒噤さんになにしたんだよ？」

　めんつゆにふやけた揚げ玉を、うまそうに搔かき込んで、直純は尋たずねる。

　卵を溶かしためんつゆを、まずそうに啜り込んで、蓮は答える。

「だから知らないよ。こっちが聞きたいくらいだよ！　なんであの子は、僕に付きまとってくるんだ!?」

「おやおや、自慢ですか、蓮さま。学園の終身第一生徒を付き従えるお人はさすがに言うことが違いますね」

　そう言って、直なお純ずみは眼鏡めがねの奥の目を楽しそうに笑えませ、

「まあ、冗じよう談だんはともかく──冷静に考えりゃ、黒くろ噤つぐみさんはおまえが陽守こつちに住んでたころの知り合いとかじゃないのか？」

「……残念だけど、僕にはそのころの記き憶おくがほとんどないんだ」

「まあな。なにしろこの俺おれのことを覚えてねーくらいだもんな」

「だから、むしろおまえのほうに聞きたいわけだよ、直純。──僕とあの子は、知り合いだったのか？」

「知るか。んなもん」

　呵か々かと笑って、直純は盛大にうどんを啜すする。めんつゆが飛ぶのが迷惑だった。

「そもそも俺たちと黒噤さんは別の学校だったんだからな。俺たちは陽ひの守かみ第だい一いち小学校で、黒噤さんは黒噤学園付属小学校だからな。ふつーに考えりゃ、接点はないはずだぜ」

「むう」

「まあ、詳しいことを聞きたいならさ、本人に聞くか、もしくは──」

「ゆずりのことを、よく知っている人に聞けばいいと思うよ」

　その声に、二人ふたりは同時に箸はしを止めた。

　ゆっくりと、後ろを振り返る。

　黒噤合ね歓むがいた。

「たとえば、わたしとか」

　にこにこと微笑ほほえみながら、蓮れんの背後に立つ合歓の手には──重箱が、提げられている。

　ゆずりが持っていたのと同じものだった。

　蓮は戦せん慄りつし、それは隣となりにいる直純にも伝染した。あるいは陽守に長く住む彼は、蓮などよりもはるかに詳しく、黒噤家というものがどんなものなのかを理解していたのかもしれない。

「あーっと、蓮、すまんが俺は急用を思い出した！　あとはよろしく！」

「え？　お、おい！」

　止める暇もなく、直純はたぬきうどんの碗わんを抱えて、あっという間に逃げ去ってしまった。蓮は慌てて追いかけようとして──肩に、合歓の手が置かれていることに気づいた。

「座りなさい。蓮くん」

「はい」

　ほとんど絶対的とも言える合歓の笑みに、蓮は反射的に腰を下ろしてしまった。

　秘密警けい察さつに捕まったスパイのような気分。

「よろしい」

　合歓は満足げに頷うなずいて、蓮の前の席についた。肩にかけていた水筒を、テーブルに置いてから、嬉うれしそうに重箱を広げはじめる。

　胡ご麻ま豆どう腐ふから始まって、煮に凝こごり、桜さくら鯛だいのお造り、牛フィレの黒コショウ焼き、鳥貝の旨うま煮に、春野菜の天ぷら、蛤はまぐり酒さか蒸むし、蛸たこと青菜の酢の物、はなびら餅もち──などなどなど。どれもこれも料亭でお目にかかるようなメニューばかりで、間違っても高校生の弁当箱に入っていていいシロモノではなかった。

　なんというか、いろいろな意味で、重い。

　だから重箱なのかもしれない。

「……あの、それは……？」

　合ね歓むは微笑ほほえみを湛たたえた目で蓮れんのことを見て、

「ゆずりが作ったものだよ。本当は蓮くんにあげるはずのものだったんだけど──蓮くん、食べてくれないみたいだから。代わりにわたしがもらっちゃった」

　鉛を吞のんだように黙だまり込んでいると、合歓はさっさと重箱に箸はしをつけはじめた──、いや、違う。箸ではなく、合歓は例のナイフを、食器のように使っているのだった。

　ナイフの切っ先で胡ご麻ま豆どう腐ふを食べやすい大きさに切って、それを口に運ぶ。唇が美味にほころび、彼女は頰ほおに手を当てて「ん～～～っ」と身をよじる。

「おーいしい！　ゆずりの味がする！」

「どんな味ですか」

　思わず突っ込んでしまうと、合歓は満面の笑みで、

「どんなって、決まってるじゃない、ゆずりの残り湯と同じ味だよ」

　蓮は引きつり気味の笑みを浮かべる。重箱の脇わきにある水筒が、がぜん重要な意味を持っているかのように思えた。

「……はは……お、おもしろい、冗じよう談だん、ですね……」

「え？　なにが？」

　ナイフの切っ先をくわえながら、合歓はきょとんとして首をかしげた。なにを言っているのかわからない、という表情に、蓮はこの話題を続けることの危険性を悟った。

　強引に、話を変える。

「あの、それで、合歓さん。なにかご用でしょうか？」

　合歓はナイフを口から離はなして、ぽつりと尋たずねた。

「蓮くんは、ゆずりのことが嫌いなの？」

　直球の質問に、危うくむせそうになった。

　顔を伏せて、月見そばを覗のぞき込みながら、蓮はぼそぼそと答える。

「き、嫌いなわけはないですよ。というか、好きも嫌いも、まだ会って少ししか経たってないんだから、わかるわけがないじゃないですか」

「ふうん？」

「ただ、その、ああいう派は手でなことをやられると──どうしても、戸惑ってしまって。あの、合歓さんからも、言ってくれませんか？　もう少し普通に付き合ってはくれないかって」

「普通に、ね。それは難むずかしいかもしれないなあ」

　牛フィレ肉を切り取って、合ね歓むは少し考える。笑えみを浮かべていた目が細められ、どこか、ここではない遠くを見定める。

「普ふ段だんなら、あの子はわたしの言うことをよく聞くのだけれど──今回に限っては、少しばかり頑固になっているみたいだからね。まったくもう、反抗期かな。まあ、そこがまたかわいいんだけどね」

「……そうですか」

「だから、蓮れんくんには悪いけど、もう少しだけあの子に付き合ってあげて？　明日あしたからも、きっとあの子はこういうものを持ってくるだろうけど──」

　と、合歓はちらりと重箱を見下ろしてから、華のように笑い、

「今度から、それを断るの、禁止ね」

　禁止と来た。

　さすがに耐えきれなくなって、蓮は腰を浮かしかけ、

「いや、でもっ、それはいくらなんでも──！」

「蓮くんの妹さん、わらびちゃんって言うんだよね」

　合歓がにこやかな笑みでつぶやいて、蓮は言葉を失った。

　なんで知ってる。

「陽ひの守かみ市し立りつ第だい二に中学校、３年２組に所属。でも、蓮くんのおうちから市内の中学校に通うのは、ちょっと大変だよね。一時間くらいかかるでしょ？　まだ春先だし、日が短いから、わらびちゃんが帰ってくるころには暗くなってるんじゃないかなあ」

「な、な、なに、を……」

「この辺りの夜道は危ないからね。ちょっとしたことで事故が起こっちゃうかもしれないし。あ、でも大丈夫だよ。わたしには知り合いが多いからね、わらびちゃんが危ない目に遭わないよう、その人たちがちゃあんと見ていてくれるから」

「………………」

「そういうわけで、蓮くん。明日から、ちゃんとゆずりのお弁当、食べてあげてね？」

　愛らしく首をかしげて、そう問いかけてきた合歓に、

「………………はい」

　蓮は、がっくりと、頷うなずいた。

　忸じく怩じたる思いと、紛れもない恐怖に身を震ふるわせながら、思う。

　この人に逆らうのは、絶対にやめておこう。




　　　　◆




　放ほう課か後ご。

　エレベーターから降りると、蓮れんはまぶしさに目を細めた。

　エレベーターの先にある純白の空間は、メンバーから『サロン』と呼ばれていた。体たい育いく館かんほどの広さがある大おお部べ屋やだが、空くう調ちようはしっかりと効いていて適温が保たれている。壁へき面めん上部にいくつも取りつけられた巨大なファンが、重く低い音を響ひびかせながら、部屋の空気を搔かき混ぜているためだ。

『サロン』にはあらゆる設備がある。ルームランナーもあればバーカウンターもあり、上質なソファテーブルがあれば大型液晶テレビもあり、リクライニングチェアがある区画には、見たこともないような大仰なオーディオセットが備えつけられていた。

　すべては、黒くろ噤つぐみ家けの財力が為なせる業だ。

『禍マガ卵タマゴ』は悪夢を糧かてとして、悪夢を現実にする。『ベッドルーム』の目的はそれを防ぎ、メンバーと周辺区域の安全を確かく保ほするところにあった。そして悪夢を見ないためには、快適な睡眠環かん境きようが必要不可欠であり、そのために黒噤家は──というより合ね歓むは、金に糸目をかけるつもりはないらしい。

　その『サロン』中央、受付デスクに、二人ふたりの少女が腰かけていた。

　正せい確かくには、ひとりの少女の膝ひざの上に、もうひとりがちょこんと座っているのだ。

　小さ夜よ町まち月げつ歌かと、濡ぬれ羽ばね彼ひ岸がん。

「──『そこで、赤ずきんは、おばあさんに尋たずねました。ねえ、おばあさん。どうしておばあさんの耳は、そんなに大きいの？』──」

「どうして大きいの？」

「んあー、もう、お話が先に進めばわかるから、ちょっと黙だまっててくれよ。……ええと、『おばあさんは、答えました。それはね、赤ずきんがいつやってきても、すぐに足音がわかるようにするためだよ』──」

　蓮は、思わずその場に立ち尽くして、まじまじとその光景を見つめた。

　デスクの上に『赤ずきん』を広げ、読み聞かせをしている少女は、小夜町月歌。

　カールのかかったメッシュ髪に、目元には薄うす青あおのシャドウを引いて、唇に艶つやめくのはピンクのリップグロス。だらしなく着崩した制服の胸元には、やる気なさげにネクタイがぶら下がっている。黒噤ゆずりの対極に位置するギャル系ファッションだが、絵本を読んで聞かせるその表情は、見た目の印象よりもはるかに優やさしい。

　読み聞かせをされている少女──いや、幼女は、濡羽彼岸。

『ベッドルーム』唯一の、小学生だ。彼女は月歌よりも、なお目を引く外がい貌ぼうをしている。なにしろ、腰に届くほど長い髪も、眠たげにぼんやりしている瞳ひとみも、いずれも輝かがやきを失った銀ぎん色いろなのだ。白はく皙せきの顔立ちは、幼いながらも神秘的なまでに美しい。子供は天使とよく言うが、彼ひ岸がんが本物の天使だとしたらほかの子供はみな泥人形だ。

　そんな二人ふたりが、仲なか睦むつまじく座って、一いつ緒しよに絵本を読んでいる。

　近寄りがたい雰囲気だ。

　月げつ歌かは膝ひざに彼岸を抱いて、ノリノリになって『赤ずきん』を読み進めている。

「『そして、赤ずきんは聞きました。ねえおばあさん。おばあさんのお口は、どうしてそんなに大きいの？　すると！　おばあさんは、にやりと笑って、こう答えました！』」

「あ」

「な、なんだよ彼岸、今いいところなんだぞ！　もっと集中しろよ──、ん？」

　彼岸が蓮れんに気づいた。

　その視し線せんに釣られるように、月歌も顔を上げ、

「──────────ッ!?」

　ぼっ、と音を立てて、顔が紅あかくなった。

　慌てふためいて立ちあがろうとして、月歌はバランスを崩して受付デスクの椅い子すから転げ落ちた。その膝に座っていた彼岸も床に落ちたが、彼女は敏びん捷しような猫のように着地すると、すぐにするすると受付デスクに登り、その椅子にちょこんと座り直した。

　必死になって『赤ずきん』を背中に隠しながら、月歌は叫ぶ。

「なっ、な、なななななななんだよテメエ!?　い、いるんならそう言えよっ！」

「いや、なんかいい雰囲気だったから、なかなか言い出せなくて」

「～～～～～～～～～っ……！」

　月歌は顔を真まっ赤かにして、口をぱくぱくさせた。一方で、彼岸はなんでもないような表情を浮かべていた。宝石のように美しい銀の瞳ひとみが、じっと蓮を見つめている。

「えっと──いいかな。名前、書きたいんだけど」

『サロン』の受付では、来訪した日付と時刻を記しておかなければならない。別に強制ではないらしいが、「なるべくやっておいてね」と合ね歓むにナイフを突きつけられて言われたから、蓮はなにがあってもそれをやり遂げるつもりでいる。

　彼岸は黙だまり込んでいる。月歌もそっぽを向いている。

　蓮は気まずさに口元をむにむにさせながら、受付に置かれている書面に筆を走らせた。ほかの来訪者を見ると、二つの名前があった。

　黛まゆずみスミレと、黒くろ噤つぐみゆずり。

　それを確かく認にんしていると、彼岸が静かに唇を開き、

「ねえ、ぱんつのおにいちゃん」

　そう言った。

　蓮れんがなにか言おうとした瞬しゆん間かん、後ろからものすごい勢いでテパが食いついてきた。

「え。なになに？　今なんて言ったの、彼ひ岸がん？」

「こんにちは、テパ。今言ったのは、ぱんつのおにいちゃん、だよ」

「こんにちは彼岸！　で、なに!?　どういうこと!?　なんでパパがそんなふうに呼ばれているの!?」

　だから、なんでおまえはそんなに嬉うれしそうなんだ。テパ。

「月げつ歌かが言ってたよ。このおにいちゃんは、ゆずりおねえちゃんのぱんつをずり下ろしたから、ぱんつのおにいちゃんなんだって」

「ば、ばかっ、言うなって！」

「きっ、きひひひひひひひひひひひっ、きひひひひひひひひひっ！　ぱ、ぱっ、──ぱん、ぱんつ！　ぱんつさん！　おぱんつさん──げほ、ごほっごふっごほっ！」
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　テパはお腹なかを抱え、足をばたつかせながら爆ばく笑しようし、空中で転げ回っている。

　蓮は月歌を見た。

「おい。どういうことだ」

　月歌は、気まずそうに視し線せんをそらしながら、ぼそぼそと、

「いや……学校中であんたのこと、噂うわさになってるからさ……」

「噂？　どんな噂だ？」

「あんたが、黒くろ噤つぐみゆずりのパンツを盗んで、それをタテにあの人のことを脅迫している最低野郎だって……」

　蓮れんは膝ひざから崩れ落ちそうになるところを、危うく踏みとどまった。

　その代わりに、純じゆん真しん無む垢くに自分を見つめる彼ひ岸がんの肩に手を置いて、

「……頼むから、そんな名前で僕を呼ばないでくれるかな」

　彼岸は不ふ思し議ぎそうに、本当に不思議そうに目をぱちくりとさせ、

「それなら、なんて呼べばいいの？」

「普通に呼んでくれよ。片方いらないのがあるだろ」

「じゃあ、ぱんつちゃん」

「そっちじゃない！」

「ぱんつのぱんつちゃん？」

「もう原型留とどめてないだろ！　ぱんつから離はなれろ！」

「別にいいじゃん、パパ。だってもう学園中に広まっちゃってるんでしょ？　パパがおぱんつさんだって──きひひっ、もう手遅れじゃない？」

「うるせえよ！　だからって『ベッドルーム』でまでそんな名前が浸透してたまるか！」

「それじゃあ、蓮くんでいい？」

　あどけなく尋たずねた彼岸に、蓮は力なく頷うなずき、

「ああ、もう、ぱんつ呼ばわり以外だったらなんでもいいよ……」

「うん。蓮くんって呼ぶね。それでね、蓮くん」

　彼岸は受付のデスクを開けて、中をごそごそとまさぐった。ぱっと見た感じでは、そこは彼岸の私物置き場と化しているようだ。絵本やおもちゃやお菓子などが、ぎゅうぎゅうに詰め込まれている。なにかを探しているようだが、あまりに物がたくさんあるため、どこになにがあるのか彼岸でさえ把握してないようだ。

「……ああ。ひょっとして、さっき預かったこれか？」

　と、傍かたわらに立っていた月げつ歌かが、一枚のメモをスカートのポケットから取り出した。

「あ。そう。それ」

　彼岸に頷いて、月歌はメモを蓮に手渡そうとして、ちょっと思いとどまってから、デスクの上にメモを置いた。

「…………」

　釈然としない思いを抱えながら、蓮はそのメモを拾いあげた。

　そこには驚おどろくほどの達筆で、こう書かれていた。




　21号室でお待ちしております　　　　　　　　　　　　菫




　菫スミレ。

　健康的に日焼けした肌と、いたずらっぽく笑えむ鳶とび色いろの瞳ひとみをちらりと思い出した。

　今け朝さの出来事を、思い出す。

「……利用しようとしている、か」

　メモを弄もてあそびながら、蓮れんはそう独りごちる。彼ひ岸がんを見て、軽く手を上げて、

「確たしかに受け取ったよ。どうもありがとう」

「どういたしまして、蓮くん」

「なんて書かれてたんだ？」

　月げつ歌かの質問に、蓮は端的に、

「別に、ちょっとした待ち合わせだよ」

「……ふうん……さっそく試してみるつもりなのかな……」

　考え事をするように眉まゆを寄せ、月歌はよくわからないことをつぶやいていた。首をかしげながら、それでも蓮は別れを告げて、その場を立ち去った。

『サロン』北側の扉を開けて、回廊に入る。

『ベッドルーム』の全形は回の字型──ちょうど二重になった正方形をしている。正方形のサロンを正方形の回廊が囲い、北と東と西の通路には、それぞれ十室ずつ、個室が連なっている。南の通路には医務室や大浴場などの『公共施設』があった。

　三十の個室には、あらゆる寝具が用意されている。布団があればベッドもあり、ハンモックがあれば寝袋もあり、中には睡眠用の溶液カプセルなどというものまである。蓮が選んだのはごく普通の洋室だったが、そこは最上級リゾートホテルのスイートルームのような趣おもむきだった。

　ゆずりの話では、その部へ屋やは『ベッドルーム』において、ごく普通のレベルらしい。

　黒くろ噤つぐみ家け、おそるべし。

「ていうか、会いに行くんだね、パパ」

　回廊を歩く蓮の後ろから、テパがそんなふうに話しかけてきた。

「そりゃ、待たれてるんだから会いに行かないと失礼だろう」

「ゆずりが言ったこと、忘れたわけじゃないよね？　それなのに、スミレには会いにいくんだねえ」

　蓮は少し考えてから、答えた。

「話を聞くだけだ。今のところ、どんなことでも喜んで聞きたい気分なんだよ。ようやく手がかりを得たとはいえ、まだわからないことが多すぎる。黛まゆずみさんが僕をなぜ利用したいのか、どう利用するつもりなのか、とにかくそれを確かめてみたいんだ」

　それから蓮はテパを見あげ、唇を歪ゆがめ、

「そうすれば──おまえを追い払う方法が見つかるかもしれないだろ。テパ」

「んまー、アグレッシヴだね。そういうパパ、好きだよ」

　まったく意に介したふうもなく、テパは「きひひ」と笑う。タマゴの上で長い脚を縮ちぢめ、膝ひざを抱えた反動で頭から殻の王冠がずり落ちそうになる。

　やがて、蓮れんとテパは21号室にたどり着いた。部へ屋や番号の下にプレートが入っていて、手書きで『黛まゆずみスミレ』と書かれている。

　驚おどろくほどの達筆。

　その下を、蓮はノックする。

「どうぞ」

　中から返事が響ひびき、蓮はドアを開けて、思わず立ちすくんだ。

　オリエンタルというのかアラビアンというのか、今までに見たことがないような異国風の内装だった。

　足下には精せい緻ちに織おり込まれたペルシャ絨じゆう毯たんが敷しき詰められ、天てん井じようからは紫むらさき色いろのヴェールがいくつも垂れ下がり、手で除のけて進まないとろくに前も見えない。かすかに漂う甘い匂においはお香だろうか、それもまた、この部屋に立ちこめる異国情緒を濃こくしていた。

「いらっしゃい、宵よい原はらくん。──そんなところに立ってないで、こっちにおいでよ」

　ヴェールの奥からスミレの声がして、蓮はおっかなびっくり進んでいく。

　やがて、部屋の中心と思おぼしき場所に、スミレが座っていた。

『ベッドルーム』にいる彼女は、普ふ段だんどおりの格好ではなかった。タンクトップにスパッツをはいただけの、肌はだ面めん積せきが非常に高い格好をしている。こんな格好で男を寝室に招き入れるなんてバカじゃないのかこの子は、と蓮は頭の片隅で思った。僕が紳士じゃなかったらどうするつもりだったんだ？

「来てくれて、ありがとう」

　スミレは静かな声で言ってから、深々と頭を下げた。

「それと、ぶしつけな呼び出しをして、すまなかった」

「いや、それはいいんだけど。それで、話っていうのは？」

「うん、まあ──とりあえず、座ってくれ」

　蓮は絨毯の端に腰を下ろし、テパも彼の隣となりにちょこんと膝を揃そろえて座った。

「どうぞ」

「あ。こんぺいとうだ」

　ティーカップと、お茶菓子の載った皿を勧められて、テパは嬉うれしそうな声をあげる。遠えん慮りよなくがっつきはじめたテパに見向きもせず、スミレは口を開く。

「話というのは、ほかでもない。きみたちにお願ねがいがあるんだ」

　スミレは蓮のことを、まっすぐに見つめる。

　──あの人たちは、蓮くんのことを、利用しようとするかもしれませんから。

　ゆずりの言葉が、脳裏に蘇よみがえる。

　しかし、スミレの態度からは『利用』などという雰囲気は感じられなかった。

　ひたすら真しん摯しな、真剣な眼まな差ざしで、彼女ははっきりと、




「ボクと、寝てくれないか。宵よい原はらくん」




　そう、言った。




　　　　◆




　しん、と。

　スミレの寝室は、恐ろしいほどの静寂に包まれていた。

　蓮れんは改めて、スミレの姿をまじまじと観かん察さつした。

　スミレは中性的な美しさを持つ少女だ。ショートの黒髪も健康的に日焼けした肌も、どこか少年の匂においを留とどめている。タンクトップから覗のぞく肩には少女らしい華きや奢しやさがあったし、ホットパンツからすらりと伸びた脚にはひとひらの贅ぜい肉にくとてない。一晩中撫なで回していても飽きないであろう、人体芸術のような、均きん整せいの取れた肢体だった。

　胸にも余計な贅肉がないのは、ちょっと残念だけど。

　さて、それを踏まえた上で、蓮は考える。

　こんなにも魅み力りよく的てきな少女が、こんなにも薄うす暗ぐらい部へ屋やで、こんなにも露ろ出しゆつの高い服装で、こんなにも羞はじらいを含んだ表情で、「ボクを抱いてくれないか」と言っている──いや間違えた、「ボクと寝てくれないか」だったか。まあどちらも同じようなものだ。

　そこから導みちびき出される結けつ論ろんは、ひとつしかない。

　この子は僕を誘っている。

　蓮とテパはなにも言わず、沈ちん黙もくしたまま、じっとスミレを見つめ、

「勘違いしないでほしいのだが！」

　その沈黙に耐えきれなくなったように、スミレがクッションを手のひらで叩たたき、

「ボクが言っているのは、そのっ──恋人とか、夫婦が、えと、する、ようなことではないんだ！　そこのところを、まずよく理解してほしい！」

「え？　そうなの？」

「そうだ！　っていうか、や、やっぱりそういうことを考えていたんだな……！」

「いや待て。待ってくれ。そこで非ひ難なんされるのはおかしい。僕だって普通の男なんだから、女の子からいきなりそんなことを言われたら、いろいろと考えてしまうだろう」

　スミレは「む」と唇を結び、

「そ、それはそうか……、いや、すまない。ボクの言い方が悪かったのかもしれない。緊きん張ちようしていたから、誤解を招くような言い方になってしまった」

「それはいいんだけど──それじゃあ、『寝る』っていうのは、どういうことなんだ？」

「……きみの『禍マガ姫ヒメ』テパさんの力でボクの夢を食べてほしいんだ」

　蓮れんはテパを振り返った。

　テパはヴェールにぶら下がって、かわいらしく小首をかしげている。金髪に載せられた殻の王冠が、ずるりと落ちてクッションに収まった。

「テパの？　力？」

「……いや、待ってくれ。テパは確たしかに夢を喰くうけど、でも、それは僕の夢に限った話じゃないのか？　ほかの人の夢を食べられるなんて、そんなの聞いたことないぞ」

「それは『試したことがない』というだけじゃないのか？」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが、上うわ目め遣づかいにこちらを窺うかがっている。

「『禍姫』は宿やど主ぬしの夢を喰う。けれど、それは宿主だけではなく、一いつ緒しよに寝たものの夢も捕食の対象になるらしいんだ。だから、それをボクで試してほしい」

「うううん？　んーと、よくわかんないんだけど──」

　テパはくるりと身体からだを回転させ、真上からスミレを覗のぞき込む。

「パパと一緒に、スミレの夢も食べる──っていうことだよね？　でも、そんなのどうすればいいの？　そんなやり方、テパは知らないよ？」

「ああ、それなら大丈夫だ」

　スミレは頷うなずき、一冊の本を取り出した。ぼろぼろにすり切れた表紙には、理解どころか判別すら難むずかしい文字が躍おどっている。

「『禍マガ卵タマゴ』と『禍姫』は、古来この土地に棲すみついているものだ。黒くろ噤つぐみの宗家は、その二つを管理する責任がある。だから、黒噤の家には、タマゴや姫君のことを記した本がいくつも蔵されているのさ」

　蓮は眉まゆを寄せ、

「そんな話、聞いてないぞ」

「そんな文句、ボクに言われても困る」

　スミレはあっさりと返した。

「ボクだって、『ベッドルーム』に入った当初から、なんでもかんでも教えられたわけじゃない。これだって、合ね歓むさんに頼み込んで、ようやく探し出したんだ」

　なるほど、と蓮は頷き、テパは興きよう味みを持ったようにその本に顔を近づけた。

「それで？　テパはどうすればいいの？」

「ああ。この中に、眠りを切り分ける方法が書いてある──これだ」

　スミレは慎重に古文書をめくり、そのページをこちらに差し出してきた。

　蓮はそれを受け取って、覗き込み、

「ぶっ!?」

「あっ、こら！　貴重な書物なんだぞ！　唾つばを飛ばすとは何事だ！」

「ご、ごめ──、っていうか、な、なんだその絵は!?」

　古こ文もん書じよの中の、スミレが開いたページには──春しゆん画がが描かれていた。

　北ほく斎さいとか歌うた麿まろとか、あんな感じの浮世絵ふうのタッチで、一組の男女が、その、いたしている場面である。敷しき布ぶ団とんの上に二人ふたりが横たわり、掛け布団はめくれあがって、その部分が露ろ骨こつなまでに強きよう調ちようされている。

　テパはきょとんとした顔でその部分を指差し、

「ねえパパ。これってなにしてるの？」

「指差すな！　見るんじゃありません！」

「パパのベッドの下にある本にも、同じような絵が描かかれてたよね？」

「さらっと人のプライバシーを暴ばく露ろするんじゃないよ！」

「あー、ちょっと。いいかな」

　スミレが挙手して、二人の言い争いを止めた。

「ボクが見せたかったのは、そっちのほうじゃないんだ。それよりもむしろ、こっち」

　スミレは描かれている布団の上を指した。そこには、浮世絵タッチの、『禍マガ姫ヒメ』が描かれている。

　仙人か天女のような帯をひらひらと舞まわせながら、大きなタマゴを逆さまにして、割れた面を下にいる男女に向けている。宙で寝そべっている『禍姫』はアルカイックな笑えみを浮かべていて、下に広がる光景とあいまって、なんともシュールな光景になっていた。

「ここに説明の文章が書いてあるだろ？　詳しい現代訳は省くけど、大おお雑ざつ把ぱなところでは、『二人の人間を同どう衾きんさせ、その頭上でタマゴを逆さにすると、姫君は二人の夢を食らうことができる』──と、書いてある」

「どうきん……」

「って、なに？」

「男女が一いつ緒しよの布団で寝ることだ。──もっとも、普通はそれは、その、こういうことの婉えん曲きよく表現として使われるから、春画になってるんだろうけど」

　さすがに気まずそうにつぶやいて、スミレは本を閉じた。

「なるほどなるほど、なるなるほどほど。つまりつまり、パパとスミレが一緒に寝ればそれでオッケーってことなんだね。あとはいつもと同じ、と」

　腕を組み、首をかしげ、うーんと考えてから、テパはぽつりと、

「なんで？」

「え？」

「なんでそこまでして、夢を食べてもらいたがるの？」

　好奇心に満ちた、天てん真しん爛らん漫まんな紫むらさきの瞳ひとみに見据えられて。

　スミレの顔から、表情が消える。

「パパは逆だよ。テパが夢を食べようとすると怒るんだ。まったくまったく、ひどいお父とうさんだよね！　娘がご飯を食べようとしただけで怒るなんて！　児童虐ぎやく待たい防止法違反だよ、とんでもないお犯罪者さんだよ！　──でも、だったら」

　テパの紅あかい唇に、裂けるような笑えみが浮かぶ。

「どうして、スミレは、夢を食べてもらいたがるの？」

「……それは、」

「それは？」

　うつむき、目を伏せて。

「夢を食べてもらえば──悪夢を、見ずに済むから」

　スミレは、吐き出すように、言う。

「少なくとも、書物にはそう書いてある。『禍マガ姫ヒメ』に夢を食べられれば、その夢はなかったものになるのだと。──そこのところ、どうなんだい？」

「……本当だ」

　ぬらりとしたスミレの視し線せんに、たじろぎながら蓮れんは答える。

「テパに夢を喰くわれると、僕は夢の内容を思い出すことができなくなる」

「そうか。やっぱり、本当だったのか。それは──良かった」

　スミレはくつくつと笑う。先ほどまでの明るさは、そこにはない。

　どこか自じ嘲ちよう的てきな、自らを貶おとしめているような、昏くらい笑みだった。

「もっとも、それは覚えてないというだけなのかもしれないけどね。本当は悪夢を見たのだけれど、それを朝に思い出せなくなるというだけなのかも──まあ、どっちでもいいや。思い出せなくなるというだけでも、見なかったことにできるというだけでも──十分に、価値が、ある」

　スミレは。

　身体からだを傾け、四よつん這ばいになって、じり、と蓮ににじり寄ってきた。

　鳶とび色いろの瞳は、暗く、それでいて、底知れぬ熱ねつ量りようを孕はらんでいるようだった。

　蓮はごくりと唾つばを飲み込み、たまらずに尋たずねた。

「ど、どうして、そこまで──？」

「どうして？」

　暗く微笑ほほえむスミレの眼前に、いつの間にか、タマゴが浮かんでいた。

　白い鶏けい卵らんに真しん紅くの罅ひび模様。

　天頂部から伸びた黒い糸が、そのタマゴとスミレを繫つないでいる。

　それを見つめながら、蓮は、ゆずりの言葉を思い出していた。

　──良かった。

　──蓮れんくんが、こんな目に遭っていなくって。

「きみは、なぜ、ボクたちが『禍マガ卵タマゴ』に取とり憑つかれているのか、知らないのだろう。だったらわかるわけがないさ。なにしろきみ自身は『禍卵』を持ったことがないのだから」

「…………」

「でも、きみがボクの話を聞く代わりに、ボクはきみの疑問に答えるという約束をしたはずだよね。だから、答えてあげよう。──『禍卵』に取り憑かれるものには、一定の条件があるのさ」

「条件？」

「悪夢を見ること」

　スミレは、暗く、熱ねつっぽく、口元を歪ゆがませている。

「毎日のように悪夢を見るほどの、その恐ろしさに悲鳴をあげて飛び起きない日はないほどの、悲惨な過去を持っていることだ」

　小さな手を伸ばして、スミレは、蓮の襟えり首くびをぎゅっとつかんだ。

「つまり、トラウマという奴やつさ──まったく、言葉にすると陳腐なものだ。地獄の毎日とか悪夢の日々とか、そんな物言いはとっくの昔に使い古されているよね。でもね」

　憎々しげに。恨うらめしげに。

「現在進行形で地獄を味わっている人には──悪夢を見ているものには、陳腐だろうが、使い古されていようが、そう言うしかないんだ。その苦しさは、ほかに表現できない。毎晩のように、あのときのことを思い出させられるんだから」

　あるいは──縋すがるように。

「はは、余計なお世話だよね。そんなことしなくたって、忘れたことはないのに」

「…………」

「この悪夢のタマゴは、悪夢を養分にする。そうして悪夢の姫君を、『禍マガ姫ヒメ』を生むんだ。『姫憑き』が少ない理由が、それだけでも予想がつくだろう？　ほとんどの場合、『禍卵』が『禍姫』を生むよりも先に、宿やど主ぬしのほうがダメになるからだ」

　ダメになる、という言葉の意味を、蓮は深く考えないようにした。

「ボクは、ダメになりたくはない」

　そこまで言って。

　スミレの手から、力が抜けた。

　暗さも熱も、彼女の瞳ひとみから抜け落ちる。

　その代わりに、スミレの目に映し出されたのは──孤児みなしごのような、儚はかなく、頼りなげな色だった。

「だから、ボクはきみに懇こん願がんする。会ったばかりのきみに伏してお願ねがいする。一夜限りでも、悪夢を見ない夜を過ごせるのならば──安眠ができるのならば」

　そうして、スミレは文字どおり、その場にひれ伏した。

「お願ねがいします。ボクと寝てください。宵よい原はら蓮れんくん」

　蓮は、天を仰いだ。

　こういうのは、だめだった。どうしようもなかった。

　どうしようもなく、苦手なシチュエーションだ。

　宵原蓮は、女の子の涙に、異様なまでに弱いのだ。

　泣いている女の子を見ているだけで、脳みそをぶん殴られたような気分になる。その涙を止めるためであれば、なんでもするという気持ちになってしまう。

　まだスミレは泣いているわけではない。しかし泣きそうになっている。泣きそうな顔をしている。泣かれたら最後だ。彼女の言うことを聞かざるを得なくなる。

　だから。

「わかったよ。わかったから、顔を上げてくれ」

　泣かれて、脳みそをぶん殴られた挙げ句に言うことを聞かされるくらいなら、最初から言うことを聞いたほうがはるかにマシだった。

　スミレは顔を上げる。その目に光るものを見て取って、蓮はナイフを突きつけられたような感覚に陥る。

　蓮は静かな口く調ちようで、スミレに、承しよう諾だくを告げようとして、

「そこまでです！」

　背後から響ひびいたその声に、口を噤つぐんだ。

　スミレの目が丸くなるが、蓮は振り返りもしない。

　そのよく響く声に、はっきりと聞き覚えがあったからだ。

「……やあ。黒くろ噤つぐみさん」

　腕を組み、両脚を広げて、その場に凜りんとして立ち尽くす黒噤ゆずりに。

　蓮は、振り返りもせず、そう言った。




　　　　◆




「私の忠告は、聞き届けてもらえなかったようですね。残念です、蓮さま」

　と、ゆずりは少しも残念ではなさそうに言って、こちらに近づいてきた。

　スミレは、ようやく我に返ったように、ゆずりを咎とがめる。

「……メンバーの個室に勝手に入ってくるのは、ルール違反だよ、黒噤さん」

「ではあなたが今していることはルール違反ではないのですか、黛まゆずみさん」

　ゆずりは一いつ瞬しゆんの迷いもなくそう返した。

「いえ──ルール以前の問題ですね。一般的なものではありませんけれど、常じよう識しきです。『タわマたゴし持たちち』全員に共通している常識。あなたは、それを破った」

「や、破ってなんか、いない」

　スミレは反はん論ろんする。

「『雲くも切きりノ法ほう』が正しければ、ボクの悪夢は、今日きようだけでも消えてなくなるはずなんだ。そうすれば、一いつ緒しよに寝てはいけない理由なんて、どこにも──」

「そうだとしても、あなたは、その理由を蓮れんさまに説明しなければいけません」

　どこまでも凜りんとして、ゆずりはスミレの言葉を断ち切った。

「あなたと──いいえ。『タマゴ持ち』と一緒に寝るということが、一体どんな結果を招くのか、そのリスクを説明しなくてはなりません。そうしなければ、あまりにもフェアではない。蓮さまに危険だけを強しいて、自分が利益を独り占めするようなことです。それは──蓮さまを利用しているのと、同じことです」

　利用。

　蓮は、今度こそ、スミレのことを振り返る。

　儚はかなく、弱々しく、今にも泣き出してしまいそうな表情。

　それでも、ゆずりは容赦しない。彼女の辞書に『許す』という言葉はない。

　ゆずりは徹てつ底てい的てきな少女だ。

　誰だれかに奉仕するときは、徹底的に奉仕するし。

　誰かを糾きゆう弾だんするときも──徹底的に、糾弾する。

『正義』を形にしたかのような少女は、まっすぐにスミレを指差した。

「あなたの口から説明なさい。黛まゆずみさん。『禍マガ卵タマゴ』が、周りになにをもたらすのかを」

　それでも黙だまり込んでいるスミレに──ゆずりは、すう、と目を細め、

「言えないのなら、私から言いましょうか」

　ゆずりの言葉に、スミレの身体からだが震ふるえる。

「や、やめろ……」

「あなたの過去を、私は知りません。けれどあなたの周りになにが起きるのかはよく知っている。私が見たことを、そのまま蓮さまに伝えましょうか──」

「やめろッ！」

　恐慌を来きたしたかのように、スミレは立ちあがり、叫んだ。

「自分で、言える。だから、言わないでくれ。人に──言われるのは、耐えられない──」

　絞り出すような、吐き出すような声で、スミレはそうつぶやき、

　そして、彼女は蓮のことを見あげ、静かに話しはじめた。

「……『禍卵』には、それぞれ性質がある」

　蓮は言葉も挟めず、スミレの告白に耳を傾けていた。

「それは、宿やど主ぬしの悪夢に根ざした性質だ。『禍マガ卵タマゴ』が悪夢を現実化するとき、その性質と同じ現象が、周りに無差別にばら撒まかれる」

　悪夢。過去の経けい験けん。──トラウマ。

「……ボクの、タマゴの、性質は」

　スミレは、こくり、と唾つばを吞のむ。その顔色が青ざめている。まるでそれを口にすること自体が苦痛であるというように、固く目を閉じて、スミレはつぶやいた。

「『暴ぼう力りよく』だ」

「…………」

「ボクは──ボクの悪夢は、『暴力』だ。殴られ、蹴けられ、叩たたかれ、刺され、投げられ、締しめられ、焼かれる夢。『禍卵』は、それを現実のものにする」

　蓮れんは思わず部へ屋やの中を見渡した。

　たくさんのクッションで敷しき詰められた、黛まゆずみスミレの寝室を。

「そのとおりだよ。宵よい原はらくん」

　蓮の思考を読んだのか、スミレは自じ嘲ちよう的てきに言う。

「この部屋は、そのために、こんな内装になっている。基本的にボクの『暴力』は打だ撃げき力りよくだから、ボクが寝る部屋は、普通の内装だとあっという間にダメになってしまうんだ。木目やタイルの床でもヒビが入ってしまう。ガラスなんてもってのほかだ」

「ははん。なるほどねー」

　それまで黙だまっていたテパが、納得したようにしきりに頷うなずいていた。

「よーするに、スミレがそういう夢を見ると、周りもぼっこぼこにされちゃうってことなんでしょ？　一緒に寝ている人がいたら──その人も、ぼっこぼこにされちゃうわけだ。木目とかタイルの床にヒビが入るくらいの力で。きひひ、その人、生きてられたら運が良いねえ」

　スミレはうなだれながら、ぽつぽつと、

「……そのことを、きみに告げなかったのは……そんなことを聞けば、きみはボクのお願ねがいを、聞いてくれるはずがないと思ったからだ」

　テパが身体からだを揺らして笑い、

「きひひ。卑ひ怯きようだねー。お卑怯さんだ。ま、テパはそういうの、嫌いじゃないけどね」

「…………」

　スミレはなにも言わず。

　その目元から、なにかがぽとりとこぼれ落ちた。

「そういうわけです。一いつ緒しよに寝る必要はありません。参りましょう、蓮さま──」

　自分の腕に伸びたゆずりの手を、蓮は振り払った。

「参る？　どこへ？」

　初めて、ゆずりの顔に、困惑が表れた。

「……どこって、」

「今の話は意外だったけど、それでも、僕の言うことは変わらない。僕は黛まゆずみさんにお願ねがいされて、それを受け入れた。翻ひるがえすことはしない」

「……蓮れんさま。今の私たちの話を、聞いていました？」

「聞いてたさ。黛さんと一いつ緒しよに寝ると、彼女の悪夢の巻き添えになる。最悪死ぬかもしれない。黛さんはその危険を知っていて、知っていながら僕に伝えないでいて、そうして僕を騙だまして、利用しようとした。そうだろ？」

　スミレの顔が、青ざめた。

　しかし、蓮はそれを見ない。彼はただ、ゆずりの毅き然ぜんとした目と──その目元にある泣きぼくろだけを、じっと見据えている。

　彼女の強い視し線せんに、正面から向き合うのは、ほとんど初めてのことだった。

「でも、だから、なんなんだ？　それは僕の判断とは関かかわりのないことだ。彼女はお願いして、僕は受けた。それが無効になるのは、黛さんが自分のお願いを取りやめたときだけだ。彼女自身の意思でそうしたときだけだ。それ以外の場合では、僕の判断は変わらない。それが僕の意思だからだ」

　ゆずりの瞳ひとみに炎が宿った。

　唇を嚙かみ、それから、唇を開く。

「死ぬかもしれないんですよ。黛さんの悪夢に巻き込まれて」

「大丈夫だよ。こう見えて、僕は身体からだが丈夫なんだ」

「冗じよう談だんで言ってるのではありません」

「僕だってそうだ。それに、テパが悪夢を喰くえば、それが現実化することはない」

　テパを窺うかがうと、彼女は気抜けした声で、

「そだよー。テパはいつも夢をたくさん食べるけど、『げっぷ』で本当になるのは最後に食べた夢って決まってるんだよね。火事の夢、洪水の夢、裸の女の子の夢を見たとして、裸の女の子の夢を最後に食べれば、裸の女の子が隣となりに現れるんだよ」

「おい。まるで僕が裸の女の子の夢を見ているような言い方はやめろ」

「はい？　まるでパパが裸の女の子の夢を見ていないような言い方はやめてくれない？」

　二人ふたりの少女から向けられる視線が、一段と冷たくなった。

　いかん。これではなんだか、僕が女の子と一緒のベッドで寝たいがために我が身を犠ぎ牲せいにする、アグレッシヴな変態のようではないか。

　蓮は咳せき払ばらいをして、結けつ論ろんする。

「つまり──最初に黛さんの悪夢を食べれば、なんの問題も起きないだろ？」

「そだね、それは単純に、テパのお腹なかに入るだけだね」

　その一方で、ゆずりは見るからに不ふ機き嫌げんになっていく。

「し、しかし、黛まゆずみさんは蓮れんくんを騙だまそうと──」

「したとしても、それをどう判断するかは、僕の意思だ。そして僕の意思は、それを『別にどうでもいい』ことだと判断した」

「…………どうして、」

　どうしてそこまで、スミレの願ねがいを聞き入れようとするのか。

　死ぬかもしれないと聞いてなお、利用されていると知ってなお、見も知らない少女を助けようとするのか。

　ゆずりの瞳ひとみは、意志の強い黒い瞳は、そう問いかけている。

　しかし、それに対して、蓮は明めい確かくな答えを持たない。

「なんでかな。よくわかんないんだけどね」

　だから、彼は困ったように、こう答えた。

「昔から、女の子に泣かれるのがめちゃくちゃ苦手なんだよ。ほとんど病気みたいなもんでね。その子が泣き止やむためなら、なんでもしてあげたくなるんだ」

　蓮が、そう言った瞬しゆん間かん。

　ゆずりの身体からだが、痙けい攣れんするように震ふるえた。

「黒くろ噤つぐみさん？」

　背後にいたスミレが、思わず心配そうな声をかけてしまうほどの、激げき変へんだった。

　それまでゆずりが纏まとっていた『正義』が、一瞬にして吹き払われていた。

　そこにいるのは、苛か烈れつで熾し烈れつで徹てつ底てい的てきな少女ではなく──ただの、ひとりの、寄る辺もないような、頼りない女の子に過ぎなかった。

「あ……」

　青ざめた顔で、ゆずりは後退する。

　闇やみに怯おびえているような、恐怖にすくんでいるような。

　ただの、泣き虫な少女になってしまったかのような──

「……それは……でも、でも、でも、それ、は…………」

　ゆずりの口から、不ふ明めい瞭りような言葉が漏れる。黒い瞳が、今にも泣き出しそうに潤うるんでいる。

「……蓮く、…………蓮、さま。では、あなたは……ここに、留とどまるというのですね」

「あ、ああ」

「その子と……黛さんと一いつ緒しよに、ここで、寝るというのですね……！」

　ゆずりは唇を嚙かみ、恨うらみがましく蓮のことを見つめる。

　なんだか、悪いことをしているような気分になってきたが、蓮は頷うなずいた。

　それを見て、ゆずりは痛みを受けたようにうつむき、

「…………ら、……も、…………ます」

　まったく黒噤ゆずりらしからぬ、ぼそぼそとした声で、そう言った。

「え？」「へ？」「ん？」

　蓮れんとスミレとテパが、異口同音に聞き返し。

　そしてゆずりは顔を上げた。

　一同をぎらりとにらみつけ、今度こそ、朗々とした声で、




「それなら、私も、蓮さまと一いつ緒しよに寝ますっ！」




「………………………………………………」

　数秒間、蓮はその言葉をとっくりと吟ぎん味みしてから、息を吸い込み、

「なんで!?」

　そう叫んだ。

「えっ、な、なんで!?　なんでそうなるの!?」

「な、なんでって、それはその──そ、そう！　そうです！　私は蓮さまにお仕えするものだから、その、ええと──」

「それ今考えただろ!?　しかも理由になってないし！」

「なってますよ！」

「なってないって！」

「なってるんです！」

「なってない！」

「泣きますよ」

「なって──、なに？」

　我に返った蓮に、ゆずりはじっとりとした視し線せんを向ける。

　強い意志の籠こもったゆずりの瞳ひとみからは、今にも涙がこぼれ落ちそうだった。

「蓮さまが、どうしてもダメだと仰おつしやるなら──私は、部へ屋やの外に出て、そこでさめざめと泣きつづけます……あなたが、黛まゆずみさんとこの部屋で乳ちち繰くり合ってるあいだじゅう、ずっと涙を流しつづけてやります……！」

　おおう。

　そう来るか。

　別に乳繰り合うつもりなどさらさらないのだが──とにかく、ゆずりが涙している光景を想像しただけで、蓮の背筋に怖気おぞけが走った。金属の爪つめで黒板をめちゃくちゃに搔かきむしる音を聞かされているような気分になった。

　蓮は、救いを求めるようにスミレを振り返り、

「そ、そうだ！　ここは黛さんの部屋なんだから、決定権は彼女にあるはずだ！」

「え、ボ、ボク!?」

　まさか自分に振られると思っていなかったのか（そりゃそうだ）、スミレは見るからに慌てふためいた。どうすればいいのかわからず、おろおろと戸惑う。

　その隙すきを突いて、ゆずりは明めい確かくに端的に告げた。

「黛まゆずみさん。私を受け入れてくれるなら、この件は姉ねえさんに黙だまっていてあげますよ」

　スミレはグッと親指を立て、

「やだな、同じ『ベッドルーム』メンバーじゃないか。遠えん慮りよする必要なんてない」

「こ、この裏切り者！」

　蓮れんはそう叫ぶことしかできなかった。




　　　　◆




　数分後。

　ひとりの少年と二人ふたりの少女は、同じクッションベッドの上に身を横たえていた。

　三人でちょうど川の字になるように、宵よい原はら蓮はその左に黛スミレを、その右に黒くろ噤つぐみゆずりを添い寝させていた。

「………………」

「………………」

「………………」

　つーか、眠れるか、こんなもん。

「あのさー、三人ともさー、早く眠っちゃってくれないかなー」

　三人の上をふよふよと漂いながら、テパは勝手なことを言った。

「もう二十分くらいこうしてるんですけどー？　マジでありえないんですけどー？　マジでありえなくなくなくなくないんですけどー？」

「テパ。黙だまれ」

「口ではそう言うものの、お変態さんのパパは、二人の女の子にサンドイッチされている状況に興こう奮ふんしまくって、寝るどころではないのでした。めでたし、めでたし──」

「おとぎ話ふうに言うな！」

「……あの」

　ゆずりが上うわずった声で、ぽつりと、

「蓮さま。そろそろ、眠ってはくれませんか」

「……いや、僕も、そうしたいのはやまやまなんだけど」

「蓮さまに寝ていただかないと、黛さんはもちろん、私も眠れません」

　テパが夢を食べられるのは、蓮が眠っているあいだだけ。

　もしも蓮が眠る前に、スミレやゆずりが眠ってしまうと──彼女たちの『禍マガ卵タマゴ』が、彼女たちの見る悪夢を現実化し、この部へ屋やに暴ぼう力りよくの嵐あらしが吹き荒れるかもしれない。

　だから、蓮れんが最初に眠るしかないのだが、

「こんな状況で、眠れと言われてもな──」

　恨うらめしげにそうつぶやいて、蓮は息を吐き、寝返りを打った。

　打ってしまった。

　あ、と思ったときにはもう、視界にゆずりの姿が飛び込んできていた。

　白いレースのリボンを胸元にあしらった、真っ黒なオールインワンパジャマ。肩がまるまる露ろ出しゆつするタイプである。モデルのように脚が長く、スタイルの良いゆずりがそういうパジャマを着ると、なんだかもう近寄ることさえためらわれるほどの魅み力りよくがあるのだった。

「あ──」

　心拍数が一気に上昇したが、それは、ゆずりも同じようだった。

　首筋から耳元に、耳元から顔にかけて、じわじわと血が上っていく。普ふ段だんは凜りん然ぜんとした表情が、あまりの羞しゆう恥ちにぐずぐずに歪ゆがんでいく。顔を横にしているからか、ストレートの黒髪が頰ほおから唇にかかり、そのさまがなんとも言えずに艶なまめかしい。

　顔を真まっ赤かにしながら、ゆずりはか細い声で、

「こっ、こっちを、向かないでください……」

　そう言って、蓮の肩を摑つかみ、強引に逆のほうを向かせた。

　しかし、それはそれで問題があった。

　なにしろそちらには、スミレが寝ているのだ。

　小柄なスミレは、どちらかというとメリハリに欠ける身体からだつきなのだが、スパッツとタンクトップのあいだにはわずかな隙すき間まがあり、そこから引ひき締しまったお腹なかと、小さなおへそがちらちらと覗のぞいている。そこに目を向けないようにするには、膨ぼう大だいな精神力を必要とした。
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「……宵よい原はらくん」

　しかし、ゆずりとは違い、スミレは蓮の視し線せんを拒絶しなかった。

　その頰はゆずりと同じく紅こう潮ちようし、恥ずかしそうに短い黒髪をいじっているが、しかし、猫のようなその目がきらきらと輝かがやいて、上うわ目め遣づかいに蓮のことを見つめていた。

　薄うすく微笑ほほえみながら、スミレは小さな声で、

「いいよ。宵原くん」

　……。

　なにが!?

「ボクは、きみにお礼がしたいんだ。だから──きみが望むことを、していい」

「お、お礼って。いいよそんなの。第一、まだ始まってもいないだろ」

「……きみは、ボクのことを助けると言ってくれた」

　羞はじらいと恥は根本的に異なる概念だが、今のスミレはその二つをちょうど混ぜ合わせたような表情をしている。

「ボクは、きみのことを騙だまそうとしたのに。きみはそれでも、ボクのことを助けてくれると、そう言ってくれたんだ」

　熱ねつっぽく潤うるむスミレの瞳ひとみに、なんとなく気まずくなって、蓮れんは目をそらした。

「別に。僕は泣いている女の子には逆らえないんだよ。病気みたいなもんなんだから、気にしなくてもいい。騙そうとしたことだって、なんとも思っていない」

「もしも」

　不意に、スミレは別のことを口にした。

「もしも、あのとき、ボクが涙を流さなかったら──宵よい原はらくんは、ボクのことを、助けてくれなかったのかな」

　気弱に、目を伏せる。自分で問いかけておきながら、答えを聞くことを恐れているかのような表情。蓮はなんと答えるべきか迷ったか、結局、正直に答えることにした。

「いや、助けただろうな」

「……それは、どうして？」

「どうしてって──」

　困っている人を助けるのは当たり前だから？　スミレを助けたところで自分には特に損がないから？　スミレの健康的な魅み力りよくに惹ひかれてしまったから？

　どれも、違うように思えた。

　だから蓮れんは、代わりに、ずっと思っていたことを口にする。

「仲間だから」

「え？」

「ほら、僕ってさ、今までずっとテパと二人ふたりっきりだっただろ。テパの姿を見たり、テパの声を聞いたりできる人は、ひとりもいなかったんだ。黒くろ噤つぐみさんや、合ね歓むさんや、きみに出会うまでは」

「……うん」

「だから、なんていうのかな、そう──嬉うれしかったんだ。そういう人たちに出会えて、そして、そういう人たちの役に立てるっていうのが」

　六年間。

　蓮は、テパと一いつ緒しよにいた。

　二人きりというのは、語ご弊へいがある。なにしろ蓮には大切な家族がいる。厳きびしいがどこか抜けている父と、優やさしいがしっかりものの母と、底抜けに頭は悪いが飛び抜けてかわいらしい妹がいる。彼ら家族を抜きにして宵よい原はら蓮を語ることはできないし、彼ら家族を意い識しきしなかったことなど一秒たりとてない。

　けれど、やっぱり蓮は、孤独だったのだろう。

　どれだけ大切な家族でも──彼らには、テパを見ることができなかったのだから。

「眠れない辛つらさや、夢が現実になる苦しさは──ほんの百分の一かもしれないけど、僕にもわかるからさ」

　だから、と蓮は言う。

「だから、たとえきみが泣かなくても、僕はきみを助けたと思う。だって、『ベッドルーム』は互助会だって言うじゃないか。仲間を助けるのは当たり前だ。──それに、僕だって」

　きみたちに、助けてほしいと思ってるんだから。

　と、そこまでは、さすがにかっこ悪いから言えなかった。

「……そうか」

　聞き終えて、スミレは、どこか安あん堵どしたように頷うなずいた。

「うん。そうか、なるほど。ボクはきみの、仲間か」

「イヤか？」

「とんでもない。願ねがったりだ。──でも」

　と、スミレはいたずらっぽく笑って、

「でも、その前に、ボクは、きみの友達になりたい」

「友達」

　いい響ひびきだ。

「そう。友達だ。そして、そのために──ボクは償つぐないを済ませなくてはならない」

「……償い」

　イヤな響ひびきだ。

「それを済ませてこそ、ボクときみは対等な友達として付き合えるんだ。だから、こちらからお願ねがいする。ボクに償いをさせてほしい」

　恐る恐る、蓮れんは尋たずねる。

「……つまり、具体的に、なにをすると言ってるんだ？」

「きみの望むことならば、なんでも」

　上気した頰ほおと、震ふるえる声で、スミレは答えた。

「なんでも、するよ。宵よい原はらくん。──蓮くん」

　ゆらゆらと潤うるむ彼女の瞳ひとみは、なにかを期待しているようでもある。

「ボ、ボクは、その、子供みたいな身体からだつきだから──満足してもらえるか、わからないけど。でも、精いっぱい、がんばるから」

　だから。

　なにを、がんばるんだ!?

「……蓮さま」

　そのとき、背後から、黒い殺意の塊のような声が響いた。

「お忘れかもしれませんが、私は風紀委員長を務めてもいるのです。いくら蓮さまでも、あまりにも目に余ることをなさるようでしたら……それなりの、覚悟をしていただきますよ……！」

　蓮は自分が刃と刃のあいだに挟まっていることを自覚した。

　目の前にいるスミレはきらきらと輝かがやく瞳で蓮を見つめ、後ろにいるゆずりはぎらぎらと滴したたる殺意を蓮に向けている。

　ここで下へ手たなことをすれば首が飛ぶ。

　スミレの償いたいという気持ちを満たし、ゆずりに「なんだ、そんなことですか」と言ってもらえるような、ウィットに富んだ紳士的な行動を取らなくてはいけない！

　蓮は必死に考え、考え、考え、考え尽くし、

「髪を」

　天啓のように閃ひらめいたアイディアを、蓮はそのまま口にした。

「髪を触らせてくれ」

「え……」

「実は僕は髪フェチなんだ。特に女の子の髪に目がない。女の子の髪を触らせてもらった日は、その日一日が幸せになれるんだ」

「………………」

　おや。

　スミレの身体からだが若干遠ざかった気がしたが、なぜだろう。

「……えと、あー、うん、つまり、その、要するに、ボクの髪を触らせてあげれば──それが、償つぐないになると、そういうわけかな」

「うん、まあ、そういうわけだ」

「…………どうしても？」

　どうしても？

　なぜそんなことを言われなければならないのか、理解に苦しむ。そもそもスミレが言い出したことではなかったか。そのために、あえてどうでもいいことを『償い』にしようと、わざわざ蓮が苦心して考え出したのに。

　蓮れんは大きく頷うなずいた。

「うん。どうしても」

「………………………………わ、かっ、た」

　切れ切れに、スミレはそう言って。

　蓮に背中を向けた。

　蓮はそっと、短い黒髪に手を伸ばした。

　いや、もちろん蓮は髪フェチではないから髪に対するこだわりはないが、それはそれとして短い髪も良い、としみじみ思った。蓮が触るのはもっぱらテパの金髪で、腰まで届く長い金髪は、シルクの一枚布に頰ほおずりしているような感覚を蓮にもたらしてくれる。あれこそは至上の肌触りと評しても過言ではないが、かといって短髪が長髪に劣ると決めつけるのはいささか早計だろう。たとえばわらびのボブカットは短髪カテゴリに属するが、指の腹で撫なでただけでふんわりと包み込んでくるような柔らかさは、テパの金髪にはないものだ。見たところスミレの髪はやや硬質、果たしてこの髪は、どんな手触りを自分に与えてくれるのだろう。そう考えただけで抑えきれない昂たかぶりがこみあげてくる──重ねて言うが、蓮は別に髪フェチではない。

　そうして、いざ最初の一手が怯おびえるスミレの髪に触れようとしたところで、

「蓮さま」

　地獄の底から聞こえてくるような低い声に、蓮は思わずゆずりを見返し。

　正座をして、両りよう拳こぶしを組み合わせて、思いっきり振りかぶるゆずりを見み出いだし。

　風切り音をうならせて、ゆずりは全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて、両拳を蓮の顔面に叩たたき込んだ。




「おー、そっかそっか、ゆずりナイス。眠らないんなら気絶させちゃえばいいんだよね」

「……黒くろ噤つぐみさん…………」

「………………蓮さまの、ばかっ…………そんなに触りたいなら…………！」




　意い識しきが闇やみに落ちる寸前、そんな会話を聞いたような気はしたが、さだかではない。




　　　　◆




「けぷっ」




「なんだ夢か」

　ベッドの中で、蓮れんはぼそりとそうつぶやいた。

　別に今し方起きたわけではなく、夢を見たわけでもない。五分ほど前から覚かく醒せいしていたし、夢などなにひとつとして見なかった──少なくとも、自分で覚えている範はん囲いでは。

　それなのに、蓮がそんなことをつぶやいた理由は、ただひとつ。

　目の前にいる黛まゆずみスミレが、ワイシャツを着ているからだ。

　男性のフォーマル上着、白くてカッターの効いたアレである。大人おとなの男性用のものだから、スミレのように小柄な少女が着ていると大きくだぶついて、ほとんどワンピースを着ているような格好になっていた。

　もうひとつ、付け加えるならば。

　スミレはその下に、なにも着ていなかった。

　全裸だ。

「………………」

　蓮はそっと目を閉じて、寝返りを打った。

　寝る前までは、スミレはタンクトップにスパッツを身につけていたはずだ。

　それが、こうなっているということは──

「なんだ──夢か」

　もう一度、蓮はつぶやいた。

　そうであれ、と思いながら、そうつぶやいた。

　恐る恐る、目を開ける。

　そこには裸ワイシャツのゆずりが、愛らしい寝息を立てていた。

「………………」

「ねえねえパパ、褒ほめて褒めて？」

　不意に、そんな声が頭上から降り注いできて、蓮はぎっとそちらをにらみつけた。

　蓮のじとついた視し線せんに、テパは両手でＶサインを作って、

「ちゃんとできたよ！　やっぱりパパと一いつ緒しよに寝てる人からなら、いくらでも夢を食べることができるんだね！　いやー、パパっていっつも意地悪してちょっとしか夢を見てくれないからさー、今日きようはついつい張り切ってたくさん食べちゃったよ──、けぷっ」

　げっぷをした。

　瞬しゆん間かん、どこからともなく転がってきたボールが、蓮れんの頭にぶつかって、跳ねた。

「おっと──いけないいけない。テパったらお行ぎよう儀ぎの悪い」

　テパは口元に手を当てて頰ほおを染める。しかし、蓮は、テパによって『現実化』したボールの行方ゆくえを、じっと目で追っていた。

　いわゆるバランスボールという奴やつだ。

『現実化』したということは、これもまた、蓮の夢の一部ということである。

　裸ワイシャツとバランスボール。

　どんな──

　どんな夢を見たんだ、僕は!?

「ん……んん……」

「ううん……蓮、さま……？」

　蓮の左右に寝転がる二人ふたりの少女（裸ワイシャツ）が、目覚めようとしていた。

　それまでの怒りを忘れて、縋すがるようにテパを見あげ、

「テパ。これ、なんとかしてくれ」

「なに言ってんのパパ、無理無理。お無理さんだよ。テパが食べられるのは夢であって、現実のほうはどうしようもないんだからさ」

「いや、でもこれ、どうしようもないくらい悪夢なんだが……」

「悪夢じゃなくて、悪夢みたいな現実だよ。間違えちゃいけないなあ、パパ」

　ちっちっちっ、と指を振るテパの下で。

　今まさに、黒くろ噤つぐみゆずりという名の悪夢が起きあがり、ぽけっとした顔で、自分の裸ワイシャツを見下ろしていた。







[image: 第三幕　インキュベイション]







「やっと腫はれが引いてきたね」

　ガーゼを取り外して傷口を消毒しながら、黒くろ噤つぐみ合ね歓むはそうつぶやいた。

「もうそろそろ包帯は取れると思うんだけど──まだ痛むかな？」

「いえ、痛みはもう、ほとんどないんですけど」

「そう？　じゃあ、もう取ってしまいましょう」

「絆ばん創そう膏こうは残したいですけどね──、あたたっ」

　消毒液が傷口に沁しみる。蓮れんは顔を歪ゆがめ、スツールの上で身をよじった。

『ベッドルーム』、医務室。

　蓮がここに通いはじめてから、三日が経過していた。ということはすなわち、スミレの部へ屋やで殺人未遂事件が発生してから、三日が経過したということを意味する。

　ボクサーはプライベートで人を殴ると凶器によって人を傷つけたと見なされるらしいが、女子空手の全国大会優ゆう勝しよう者しやの拳こぶしは、間違いなく凶器だった。

　というか死ぬかと思った。

「ごめんね。あの子、カッとなると見境がつかなくなっちゃうから」

　ピンセットとガーゼと消毒液を棚に戻しながら、合歓は「でもね」と続ける。

「蓮くんも悪いと思うな。ゆずりに、あんなことをするなんて」

「え？」

「裸ワイシャツとバランスボール」

　自分が新たな危地に足を踏み入れてしまったことを、蓮は悟った。

　先ほどまで介抱していたはずの合歓の手に、魔ま法ほうのように、ナイフが現れていた。

「ねえ、蓮くん。教えてくれないかな？　どんな夢を見たの？」

「ど──、どんな、と、言われましても」

　恐怖に凍こごえる舌を、必死の思いで動かして、蓮は言う。

「その、僕の夢はテパに食べられてしまいまして──で、食べられると、その夢を全然思い出せなくなってしまうんですけど、」

「そ？　じゃあテパさん、蓮くんはどんな夢を見たの？」

　蓮の娘を自称する『禍マガ姫ヒメ』テパは、先ほどから夢中でシュークリームを貪むさぼっている。口の周りを白いクリームでべっとり汚したテパは、「？」と振り返り、

「ん？　なに？　夢？　食べていいの？」

「いいえ。ゆずりが蓮くんを殴ったときに、蓮くんが見ていた夢の話をしているの」

　忘れていてくれ、と蓮は痛切に願ねがった。

　そしてテパは、蓮の願いを踏みにじることにかけては、天性の才能を有していた。

「ああ、あれ？　あのね、裸ワイシャツのゆずりとスミレがバランスボールに乗って、パパがそのすぐ傍そばに寝っ転がって必死でゆずりとスミレを下から見あげてるって夢だったね」

　終わった。

「ふうん。そう。そうなの」

　合ね歓むの笑えみが深くなる。それなのに、少しも親しむ気になれない。それどころか、ナイフを握る手にさらなる力が込められているようだった。

「蓮れんくん」

「は、はいっ」

「わたしは今、怒っています。なぜだか、わかりますか？」

　黒くろ噤つぐみ合歓。

　黒噤学園三年生にして、黒噤学園の所有者。

　彼女は十七歳という若年にして、この陽ひの守かみという土地を統すべる黒噤家、その当主を務めている。旧校舎の地下に、最高級ホテルも顔負けの『ベッドルーム』を造ることができたのも、黒噤家当主の馬ば鹿か馬ば鹿かしいまでの財力と権力と発言力があったからだ。

　彼女の怒りに触れたものは、陽守では息をすることもできないらしい。

　なるほど確たしかに、今の蓮は、呼吸困こん難なんに陥るほど怯おびえていた。

　だらだらと冷や汗を流しながら、蓮は必死に謝しや罪ざいする。

「……ゆ、夢の中とはいえ、妹さんのふしだらな夢を見てしまったことを──」

「違います」

　右手のナイフが軽く上がり、すぐに止まった。

　蓮は必死で思考を巡らせ、口にする、

「……ぼ、僕の意思ではありませんが、妹さんをまるでメイドみたいに──」

「違います」

　右手のナイフがゆっくり上がり、蓮に近づいてきた。

「……妹さんに、実際にメイド服を着せたこと？」

「違います」

「妹さんが作った重箱から逃げ回ったこと？」

「違います」

「妹さんの髪を撫なで回して、その匂においを楽しみたいと思ってること……」

「…………そんなふうに、思ってたんだ……」

　しまった。言わなければ良かった。

　というか、それに限っては、この人に言われる筋合いはない。

　しかし、すでに合歓のナイフは蓮の喉のど笛ぶえに触れていた。あと一度間違えれば、その切っ先が喉を切り裂くだろう。いや、さすがにそんなことをするはずはないと思うのだが──穏おだやかな笑みを崩さない合歓には、なにをするかわからない恐ろしさがあった。

「すみません。わかりません。教えてください」

「……はあ。まったく、蓮れんくんは。仕方ない人だね」

　大げさにため息をついて──ナイフは外さないまま、合ね歓むは答える。

「ゆずりのいやらしい夢を見るのはいいの。というか、むしろオススメするくらい。どんどん見ちゃって。健康的な男の子だもんね、それを咎とがめようなんて思わないよ」

「え」

「わたしはゆずりのことを愛しているんだから。蓮くんがあの子と結ばれてくれるなら、それがいちばんいいの」

　なに言ってるんだ。この人。

「でもね──わたしが、なにより許せないのは」

　穏おだやかな声に、紛れもない怒りがにじんだ。

「黛まゆずみさんも夢の中にいた、ということだよ。どうしてゆずりの夢だけを見ないの？　わたしのかわいい妹に手を出しておきながらまだ飽き足らないというの？　ほかの女の子に手を出さずにいられない、そんな浮うわ気き心ごころは──それだけは、許しません」

「──め、」

　めちゃくちゃだ。

　ゆずりを裸ワイシャツにさせられたことを、姉として怒っているのならばまだわかるが、ほかの女の子は夢でさえ見るなというのは──やや、常軌を逸している。

　戸惑う蓮を見て取って、合歓は静かに笑う。

「なるほどね。つまりきみは、こう言いたいのでしょう？　──そんなことを言っても、夢を選んで見ることなんて不可能だ、と」

「そ、そうですよ！　そんなの無理に決まってるじゃないですか──、うぐ」

　ナイフを動かされて蓮は黙だまり、合歓はにっこり笑って、

「無理じゃないよ。だって、現にわたしはそうだもの」

　誇らしげに胸を張った。

「わたしが毎晩見ているのは、ゆずりの夢だよ。ゆずりと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったり、一緒のお布団に入ったり、お互いにご飯を食べさせあったりする、そんな夢」

　引いた。

「ね、蓮くん。わたしがどうやって毎晩そんな夢を見てるのか、知りたい？」

「……」

「知りたいよね？」

「も、もちろんですよ！　どうすればそんなことができるんですか!?」

　つぷ、と切っ先が沈みそうになり、蓮は飛びあがってそう叫んだ。

「んふふー、そっかー、知りたいかー。しょうがないな蓮くんは。そんなに言うなら、教えてあげましょう」

　合ね歓むはナイフを外して立ちあがった。ほっと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間ま、合歓が背後から取り出したものを見て、蓮れんは二の句も告げなくなる。

　それは──ゆずりの写真がプリントされた、抱き枕まくらだった。

「じゃーん！　どう、これ、羨うらやましいでしょう？」

　ドン引いた。

　抱き枕の全面には、オールインワンのパジャマを着て、きょとんとした表情で寝転ぶゆずりが写されている。その表情も格好もかわいらしいことには違いないが、だからといって人間としてやってはいけないことがあると、この姉は考えなかったのだろうか。

「そして裏面は、こう！」

「ぶっ!?」

　吹き出して、慌てて蓮は顔を背けた。

　裏面には、下着姿でうつぶせに寝る、ゆずりの写真がプリントされていた。白い背中や悩ましい腰のラインが、きっちり網もう膜まくに焼きついてしまった。

　うつぶせになったゆずりは、顔を横に向けて目を閉じている。寝ているところを脱がせて撮とったのだろうか。いくら家族とはいえ、明らかな犯罪行為である。

「蓮くんには、これをあげる。あ、もちろんわたしの使い古しじゃないから安心してね。わたしの分はわたしの分で、別に取ってあるから」

　こんな悪夢の産物が、複数存在するのか……。

「というわけで、誰だれかと寝るときは、これを使ってください。そうすれば、ちゃんとゆずりの夢だけを見られるでしょ？」

「イヤですよそんなの！　僕が変態だと思われるじゃないですか！」

「え？　違うの？」

「本気でびっくりしたみたいな顔しないでください！」

「それに、どうしてもイヤなら」

　と、合歓は囁ささやくような声で、つぶやいた。

「ほかの人と一いつ緒しよに寝なくても、いいんだよ」

　その言葉に──

　蓮は一いつ瞬しゆんだけ黙だまり込み、それから、意を決して口を開いた。

「……それは、スミレの夢を食べるな、ということですか？」

　合歓は、目を細めた。

　逃げ出したくなるほど怖い。

　だが、ここばかりは、蓮は逃げ出すわけにはいかなかった。

　仲間の、友達のことなのだから。

「スミレ、ね」

　低くつぶやいて、合ね歓むは抱き枕まくらを傍そばに置いた。

　それから、彼女は盛大にため息をつく。はあああああ──と、全身からぐったりと力を抜いて、腰かけていた医務室の白いベッドにどさりと倒れ込んだ。

　ネグリジェの裾すそがめくれあがり、白い太ふと股ももが露あらわになる。

　言い忘れていたが、合歓は薄うす桃もも色いろのネグリジェを着ている。見えてはいけないところは隠されているが、それ以外はもっぱら透けているという大胆なデザインだ。大人おとなびたスタイルの合歓がそれを着て、しかも今のように無邪気な仕し草ぐさをされると、いろいろと危ういものがある。
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「そうね。そうだよね。蓮れんくんは、そういう人だもんね」

「？　あの……」

「わかった。わかりました。わたしが悪うございました。ワガママを言いました。もう言いません。許してください。これでいい？」

　むくりと起きあがり、合歓は蓮のことを、恨うらめしげににらみつける。

「あの……意味が、よく……」

「別にいい、って言ってるの。もう、なんなの？　蓮くん、しばらく会わないうちに意地悪になったね。昔はもっと優やさしかったのにな」

　蓮は、瞬まばたきをした。

　今し方の、合歓の言葉の意味を考えるより先に、彼女は先を続けていた。

「スミレさんの──黛まゆずみさんの夢を食べる。正せい確かくには蓮れんくんじゃなくてテパさんの領分だけどね。それを止めるつもりは、というより、止める権利はわたしにはありません。それどころか、どんどんやっちゃってと言うべきなのかもしれない」

　合ね歓むは笑えみを消して、目を伏せた。いつもにこにこしている彼女がそんな表情をすると、なにか、言いしれぬ冷たさを感じさせた。

「『ベッドルーム』にいる誰だれとだって、蓮くんは自由に寝ていいってことだよ。浮うわ気きをしたいのならどうぞお好きに。『禍マガ卵タマゴ』の孵ふ化かを食い止める、唯一の手段なんだから。『ベッドルーム』の主催者として、むしろ推奨すべきことなのかもしれません。……ただ」

「……ただ？」

「心は動かしちゃダメだよ。身体からだは誰のものになっても、心は誰のものにもならないで」

　蓮は、それにはなにも言わず──ただ、こう尋たずね返した。

「僕とあなたたちは、知り合いなんですか？」

　合歓はにっこりと笑う。

「当たり前じゃない。わたしたちは、『ベッドルーム』の仲間なんでしょ？」

　花開くような笑みは、しかし花のように、その芯しんを包み隠したままだ。

「……言い方を変えます。僕とあなたたちは──昔からの知り合いだったんですか？」

　六年前。

　それより以前の記き憶おくが、蓮にはない。

　牧まき瀬せ直なお純ずみは、『それ以前』の知り合いだったのだという。向こうはこちらを覚えているが、こちらは向こうを覚えていない。

　同様に、ゆずりも『それ以前』の知り合いだと蓮は考えている。何度か確認しようとはしたのだが、そうしようとするたびに、ゆずりが話題を無む理り矢や理り変えてしまうのだ。そのおかげで、彼女にはいまだになにも聞けていなかった。

　合歓ははっきりと、頷うなずいた。

「ええ」

「僕はしばらく会わないうちに、意地悪になってましたか」

「うん」

「昔はもっと優やさしかったんですね、僕は」

「そう」

「僕と、あなたたちは、どういう知り合いだったんですか？」

「それは」

　合歓は、やはり、にっこりと笑う。

「ゆずりに聞いけばいいと思うよ」

「…………」

　聞こうにも聞けないから、あなたに聞いているんだ。

　蓮れんのそんな問いなど、最初からわかっていたかのように、合ね歓むは立ちあがった。ナイフの切っ先を蓮に向けて、いたずらっぽく片目をつぶる。

「だいじょぶだよ。あの子は蓮くんに傷つけられても大丈夫。むしろどんどん踏み込んで、どんどん傷つけて、どんどん追い詰めてあげて。姉としては悲しい限りだけど、それは仕方のないことだからね。通らなければならないことだから」

　でも──と、合歓は首をかしげて、続ける。

「あの子を傷つけてもいいけど──あの子には傷つけられないでね。今だけでも、もう、いっぱいいっぱいなんだから」

　よくわからないことを言って、合歓は医務室から出て行った。

　と、それまで一心不乱にシュークリームを食べていたテパが、不意に顔を上げた。唇を白いクリームでべとべとにしたまま、真剣な顔つきで医務室の出口を見つめ、

「あれ？　ひょっとしてテパって、今の話に全然絡めてなかったんじゃない？」

「いや、今も昔もおまえは僕にとって完全な役立たずだよ、テパ」




　　　　◆




　身み支じ度たくを整ととのえて、部へ屋やを出ようとした矢先、袖そでをちょこんと摘つままれた。

「ねえ。次は、いつ来られるんだい？」

　黛まゆずみスミレが、寝ね癖ぐせのついた髪を弄いじりながら、上うわ目め遣づかいにこちらを見つめていた。

　蓮は、少しだけ戸惑いながら、答える。

「いつ、だろうね。ちょっと今週の予定は見えなくて、」

「そうか。……きみさえ良ければ、毎日でも、来てほしいくらいなのだけれど……」

　スミレは恥ずかしげに顔を伏せる。耳たぶまで、熟うれ落ちそうなほど赤くなっている。

　いや。

　もちろんスミレは、単純に、自分の悪夢を取り除いてほしいから、そう言っているだけなのだが──それでも、どぎまぎしてしまうのは止められなかった。

「でも、蓮が無理だというのなら仕方ないよね。さっきも月げつ歌かに文句を言われたし」

「月歌、って──小さ夜よ町まち月歌さんか」

「ああ、そうだ。彼女はボクの友人でね。きみのことを話したら、ぜひとも自分もきみと寝たいと、そんなことを言い出したんだ」

　灰のような顔色になった蓮には見向きもせず、スミレはちょっと唇をとがらせ、

「まあ、もちろん、ボクとしては不満なのだけれどね。きみがほかの人と寝るということは、ボクと寝るための時間が減るということなのだから」

　ね？　と、流し目をこちらに向けるスミレに、蓮れんはただ口をぱくぱくとさせた。

　牧まき瀬せ直なお純ずみ辺りが見たら、満面の笑え顔がおで蓮れんの胸ぐらを摑つかんでヘッドバッドの一発や二発や三十発を叩たたき込んだ挙げ句に「テメーなんかもう親友じゃねえ、死ねこのリア充野郎！」と泣いて叫びそうな光景だが、蓮としては生きた心地ここちがしない。

　なにしろ、つい先日、『ベッドルーム』支配者である黒くろ噤つぐみ合ね歓むに、釘を刺されたばかりなのだから。昨日きのうの今日きようで、あっさり彼女の指摘を無視するようなことをすれば──どんな制裁が待ち受けているか、わかったものではない。

　と。

「あー、こほんこほん。けほっけほっ。なんだろ、喉のどの調子が悪いなー。ナンデカナー。ふしぎだなー」

　蓮の背後、『ベッドルーム』外郭回廊の中空から、そんな声が響ひびいた。

　言うまでもなく、テパだった。

「んっんー、喉の調子が悪いから、発声テストでもしてみようかなー。もちろんテストだから、なんの意味もない言葉を言わなくちゃだよね。よーし、こほん──『ちょっとスミレさんや、実際にあんたの夢を食べてるのは誰だれだか、お忘れでないかい』──うん、いい調子になってきたかな」

　タマゴを抱いて、すねたようにそっぽを向いて、テパはそんなことをほざいている。

「いや、もちろんきみへのお礼も用意しているよ。テパさん」

　くすくすと笑いながら、スミレは部へ屋やの中に引っ込み、すぐに戻ってきた。

　両手に載せた箱のフタを開けると、そこには色とりどりのマカロンが並んでいる。

「ひゃっほう！」

　ずばっ、とタマゴから飛びあがって、テパは空中直滑降でスミレから箱を奪い取る。そのまま廊下の片隅に持って行き、安全が確かく認にんされたと見るや、がつがつと食べはじめる。テレビでよく見る、人里を荒らす野生猿のような動きだった。

　スミレはそれを楽しそうな目で見み遣やり、

「……こうして見ると、彼女が『禍マガ姫ヒメ』だなんて信じられないね」

「そうなのか？　僕にとっては、これがいつものテパなんだが」

「うん。黒噤家には、『禍マガ卵タマゴ』や『禍姫』に関係する書物はたくさんあるんだけど、たいてい『禍姫』というものは、『禍卵』に輪わをかけて危険な存在と記されているんだ」

「危険な存在、ねえ」

　まあ確たしかに、マカロンを手づかみでひたすら口の中に詰め込んでいる美少女の姿は、ある意味では危険と表現できるかもしれない。

「……彼女が、『禍卵』より危険だなんて、とても信じられないよ」

　その顔に、わずかに影かげを差して、スミレはそうつぶやいた。

　タンクトップの裾すそから、黒い糸と、それに繫つながる白いタマゴが現れる。

『禍マガ卵タマゴ』。

『ベッドルーム』メンバーのほぼ全員が持つ、悪夢を生み出すタマゴだ。

　これを抑えるために、スミレは蓮れんと『寝て』いる。そのおかげで、スミレはほとんど毎回テパのげっぷの餌え食じきになっていたが、それを押してもなお、スミレは『禍卵』が見せる悪夢を避けたがっていた。

　それだけ──彼女のトラウマは、根深いということなのだろうか。

「ともかく、そういうわけだから、ボクからもお願ねがいするよ、蓮」

　と、スミレは蓮のことを見て、穏おだやかに笑った。

「月げつ歌かや彼ひ岸がんとも、一いつ緒しよに寝てあげてくれ。彼女たちもボクと同じように、『禍卵』の悪夢に苦しんでいるんだ。きみさえ良かったら──」

「申し訳ありませんが、場所を空けてはくださいませんか」

　不意に響ひびいたその声に、スミレの顔が音を立てて、びきりと凍りついた。

　蓮も似たような表情を浮かべながら、声の主を振り返る。

　いつだったかも、こんなことあったなあ──と、思いながら。

「……黒くろ噤つぐみさん」

「もう一度、申しあげます。どいてください。通れません」

「あ、ああ。ごめん」

　言いながら、蓮は通路の壁かべ際ぎわに寄った。

　黒噤ゆずりは、大量の洗せん濯たくカゴを積つみ重ねて、抱えている。

　基本的に『ベッドルーム』は自給自足である。独立して稼か働どうできる施設ではあるが、稼働するためにメンバー以外の手は使わない。だから、『ベッドルーム』内で発生するあらゆる仕事は、当番制でメンバーたち自身が行わなくてはならないのだ。

　今日きようのゆずりは、洗濯当番。

　メンバーたちの部へ屋やから洗濯物を回収して、ランドリーにぶち込む係である。

　ゆずりは、蓮と、彼に寄り添って立ち尽くすスミレを、ちらりと見て、

「…………」

　ぷいっ、とその視し線せんをすぐに外してしまった。

　なにも言えないことがなにより不愉快であるというように、ゆずりはぎゅっと眉まゆを寄せ、大量の洗濯カゴを抱えて、歩み去ろうとした。

　そのかたくなな横顔に、蓮はとっさに声をかけた。

「あ、僕が持つよ」

　当然の礼れい儀ぎとして、蓮はゆずりに歩み寄って、その手から洗濯カゴを奪い取った。

　ゆずりは目を大きく開いて、そんな蓮をまじまじと見つめ──

「ぐおおっ!?」

　洗せん濯たくカゴのあまりの重さに、蓮れんは腰が砕けそうになってしまった。

　スミレは心配そうに蓮の背中に手を当てながら、

「む、無む茶ちやしないほうがいい。六人分の寝具とパジャマなんて、普通は分けて運ぶものなんだ。それをひとりで運べるのなんて、黒くろ噤つぐみさんくらいのものだ。──それに」

　ちらりと、スミレは視し線せんだけをゆずりに向け、

「それは黒噤さんの仕事なんだから、彼女に任せておけばいい」

　スミレの視線を受けて、ゆずりはわずかに眉まゆを寄せ、

「言われなくても。最初からそのつもりです」

　二人ふたりのあいだに、ぴりぴりとした電流が走る。蓮は居い心地ごこち悪そうに身をすくめ、いつの間にかマカロンを貪るのをやめた（というか貪むさぼり尽くした）テパが、空中に浮かびあがりながら、ぽつりとつぶやいた。

「お正妻さんとお妾めかけさんの争い、って感じ？」

「テパ！」

　慌てて蓮が制したが、すでに遅い。スミレは気まずそうにうつむき、ゆずりは顔を真まっ赤かにして、蓮のほうに近づいてきた。

「黛まゆずみさんの言うとおり、これは私の仕事です！　手を出さないでください！」

　積つみあげられた洗濯カゴのいちばん下を、ゆずりは強引に取りあげようとし、

「わ、わかった。それじゃあ──半分」

　蓮がそう言うと、ゆずりは訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「半分、僕が持とう。きみの仕事だとはいっても、僕にも仕事がないんだ。まだ入ったばかりだから、割り当てられていなくて」

「…………」

「でも、そのうち僕もこういうことをしなくちゃいけなくなるんだろ？　だから、半分手て伝つだうから、代わりに仕事の勝手を教えてくれると嬉うれしいんだけど──」

　だめかな、と、積みあげられたカゴの向こうにある、ゆずりの瞳ひとみを見つめる。

　ゆずりは、怒っているような、あるいはすねているような顔で、蓮を見返している。

　やがて、蓮が抱えていた重さが半分になった。

「……わかりました」

　ゆずりは積み重ねたカゴのちょうど半分だけを、蓮から受け取っていた。その声も表情も不ふ機き嫌げんなままだが、唇だけがむにむにと動いている。

「そうですね。そうですよね。蓮さまも『ベッドルーム』のメンバーなのですから、いつかは仕事を任せなくてはいけませんからね。誰だれかが教えて差しあげなくてはいけませんよね。ですから、私が、この私が、僭せん越えつながらその任につきましょう」

　つんと鼻先をあげて、ゆずりは勝ち誇ったように胸を張る。表情を必死で引ひき締しめようとしているが、その口元は嬉うれしそうににやけていた。

「……ふん。別に、いいさ。やりたいなら、そうすれば」

　反対に、スミレは見るからに機き嫌げんを損ねていた。視し線せんを横に向けて唇はとがらせて、つま先でつまらなそうに床をとんとんと叩たたいている。

　蓮れんは洗せん濯たくカゴを抱えたまま、無能のように立ち尽くすことしかできない。

　そんな蓮を、スミレは苛いら立だたしげに見て──それから、その口元に笑えみを浮かべた。

「ボクは身み支じ度たくをして、帰ることにするよ。次もまたよろしく」

「え──、あ、ああ」

『次』という言葉にゆずりの耳がぴくつき、スミレはそれを正せい確かくに観かん察さつしながら、

「次は、できれば、目が覚めたらいきなりボクが水着姿になっている、なんてことがないように、お願ねがいするよ」

「ちょ、そ、それは秘密にしてくれって──！」

「といっても別にそれがイヤなわけじゃないよ。蓮が望むのなら、ボクは最初から水着姿で一緒の布団に入るんだからさ。──それじゃあね、蓮」

　そう言い残して、スミレは部へ屋やに入って扉を閉じた。

　あとには、極寒の視線を持つゆずりと、その視線に震ふるえる蓮と、ものすごくおもしろそうな顔をしているテパが残された。

　ゆずりは小さな声で、問う。

「蓮さま。先ほどの黛まゆずみさんの言葉は、事実ですか」

「えっ」

「事実ですか」

「…………も」

「も？」

「黙もく秘ひ、しても、いいですか」

　黙秘した時点でだいたい事実だと認めたようなものなのだが、ゆずりはそんな蓮を完全に無視して、宙に浮かぶ『禍マガ姫ヒメ』に向き直り、

「テパさん。事実なんですか？」

「事実だよー。夢の正確な内容を知りたい？」

「おいやめろ」

「ぜひお願いします」

「えっとねー、水着姿のスミレが、ぬるぬるのローションまみれになりながら、ふんどし一丁のパパとお相撲すもうさんを取る夢だったかなー」

「………………………………………………………………………………」

「げっぷが足りなかったから、そこまでは『現実化』できなかったけどね。さすがにあれが全部『現実化』したら、スミレも二度とパパと一いつ緒しよに寝ようとは言わなかったかもねっ」

　ゆずりは沈ちん黙もくし、ただ蓮れんの前を歩きつづけた。

　このとき蓮が彼女の前に回り込み、その目つきを見ていれば、『虫けらを見る眼まな差ざし』というものがどういうものなのか、身を以もつて学習できただろう。




　　　　◆




『サロン』をぐるりと囲む外郭回廊の南側は、医務室や大浴場といった『公共設備』が集中している──ということは、すでに述べた。

　経営者である黒くろ噤つぐみ合ね歓むの思想により、『ベッドルーム』は核の冬が地球に訪れたとしても数年は独立して生きていけるよう設計されている。南側に連なっているのはそういったライフラインを司つかさどる設備であり、電子ロックによって封ふう鎖さされている区画には、冷凍睡眠カプセルがずらりと並んでいると、まことしやかに噂うわさされている。

　噓うそつけ。

　まあそれはともかく、蓮とゆずりとテパは、その南側通路、大浴場の隣となりにあるランドリーに入っていった。

「では、これから洗せん濯たくをしようと思います」

　それまで奴ど隷れいのようにうなだれていた蓮は、ぱっと顔を上げ、

「あ、ああ！　僕はどうすればいいんだ？」

「ランドリーには四つの洗せん濯たく機きがあります。ですが、使うのはせいぜい二つといったところですね。片方はシーツ用、もう片方はパジャマ用と、分けて使用します。私が選別しますから、蓮さまは言われた分だけを──」

　そこまで聞いたところで、蓮は迷わず洗濯カゴに手をつけ、

「なんだ、そんなこと、僕がやるよ。これでも男だからな、力仕事なら──」

「ちょっ!?」

　蓮の名誉のために弁べん護ごするとしたら、彼はただ先ほどの失点を取り戻そうと思っただけだった。功に焦っていたというだけで、普ふ段だんの彼ならば自分が何気なく運んでいた洗濯カゴの中身を、ちゃんと予想することができていただろう。

『ベッドルーム』メンバーは、蓮以外、女の子なのである。

　当然、洗濯カゴの大半は、彼女たちの衣類で占められている。

「ん？　これ、どこかで……」

　ぴろん、とそれを指先に引っかけて、蓮は首をかしげた。見たことのない種類の衣類だが、どこかで見覚えがあった。白いレースに飾られた、手のひらに収まるほどの小さな──

　蓮れんの身体からだが飛んで、ついでに意い識しきも一いつ瞬しゆんだけ飛んだ。

　気がつけば蓮は、でんぐり返しをしたような姿勢でランドリーの壁かべに張りついていた。

　ゆずりは蓮にローリングソバットを決めたあとの体勢で、ぜーはーと荒く息をつきながら、蓮をぎっとにらみつけ、

「あっ、あなたはっ────ど、どうして、そう、私のことをっ──！」

「え──、あ。そっか。それって、きみのパン──」

「にゃあああああっ！」

　ゆずりは顔を真まっ赤かにしながら、へんてこな悲鳴をあげた。

　やがて、呼吸を整ととのえたゆずりは「だんっ」と床を踏みしめ、

「いいですかっ、蓮さま！　確たしかに私はあなたに仕えていますが！　だからといって、勝手なことをされては困りますっ！　仕事を覚えたいというのでしたら、まず最初に私の言うことを最後まで聞く習しゆう慣かんを身につけてください！」

　そんなわけで、蓮はゆずりに教えられるまま、洗せん濯たく仕事をこなしていった。

　といってもやることは単純で、シーツと衣類を（ゆずりが）分別したあとは、それぞれドラム型洗せん濯たく機きに放り込み、洗剤とスイッチを入れるだけだ。洗濯仕事でいちばん大変なパートは、各部へ屋やから回収したカゴをランドリーまで持ってくるという作業なのだ。

　もちろん、洗濯したものを取り出し、乾いているものは畳み、乾ききらないものは干すという作業が、まだ残ってはいるのだが──

「やっぱり、蓮さまは洗濯仕事はしないほうがいいかもしれませんね」

　すべて終えてから、ゆずりはため息をつくように、そうつぶやいた。

「どうしたって、さっきみたいなことは起こってしまうわけですから。私に限らず、自分の──服、を、男の子に触られるのなんて、みんなもイヤがるでしょう」

　それはまったくそのとおりだったから、蓮は神妙に頷うなずくしかなかった。

『ベッドルーム』の構成員は、蓮を除けばすべて少女。言うなれば秘密の花園に、蓮という異物が紛れ込んでいるような状態なのだ。

　と、ドラム型洗濯機に腰かけていたテパが、明るい口く調ちようで、

「でも、パパは女の子の服を洗濯したくてしょうがないんだよね？　だってどさくさに一枚くらい失敬しても気づかれないかもしれないもんね。昨日きのうから一時間に十回くらいそんな独り言を言ってるもんね？」

「あのさテパ。おまえって僕の評判を下げると誰だれかから給料をもらえたりするの？」

「お給料さん、もらえたらいいねえ。パパをディスるたびに５セントもらえてたら、いまごろテパは大金持ちだろうね！」

　きひひと笑って、テパはその目を細め、

「でもでも、お給料さんはもらっていなくても、もしパパがお小こ遣づかいさんをテパにくれるなら……もしかしたら、パパのことを悪く言う確かく率りつが減るかもしれないね？」

「遠回しな脅迫だったのか……。安心しろ。僕がおまえになにかをくれてやる確率はゼロだ。夢だけ喰くって諦あきらめろ、もしくはさっさといなくなれ」

「ひどーっ!?　なんなの!?　ほかのみんなはテパに甘いものをくれるのにさ！　どうして実のパパは、こんなにも娘に冷たいのかなっ！」

「それは逆だぞ、テパ。僕はおまえの父親だから、おまえが将来甘えた人間にならないように、甘いものは極力あげないようにしてるんだ」

「その思いやりには思わず涙が出ちゃいそうだけど、でも噓うそなんでしょ？」

「うん」

　くっ。

　頰ほおを膨ふくらませて不満を露あらわにするテパと、そんな彼女を冷ややかに見つめていた蓮れんは、思わず振り返った。

　ゆずりが口を押さえ、肩を震ふるわせていた。

　泣いているのか、と一いつ瞬しゆんぎくりとしたが、違った。

　笑っているのだ。

　腹の底から湧わきあがる笑いを、我慢しているかのように、ゆずりは顔を横に向けている。片手は口元、もう片手を腹の上に置いて、震える身体からだをどうにか押さえ込もうとしていた。

　蓮とテパは顔を見合わせた。

「なに？　どしたのかな？　甘いものの話をしたからお腹なかが空すいちゃったの？」

「いや違うだろ。きっとあれだ、おまえのあまりの馬ば鹿かさ加減に……腹痛がしたんだ」

「頭痛ならわかるけど！　腹痛なんだ！」

　くくくっ──と、より苦しそうに身体をよじって、ゆずりは笑いを我慢する。なぜそんな我慢をするのか、蓮にはよくわからなかったが、それでも、彼女が笑ったことでランドリー内の空気が和なごんだのは事実だった。

「それにしても、黒くろ噤つぐみさん」

　その空気を摑つかんで、蓮はそんな言葉を発した。

「っ──、え、は、はい？」

　笑いをようやくに我慢しきったゆずりは、不ふ思し議ぎそうな顔で、蓮を見返した。

「きみは、いつもこんな仕事をひとりでやってるの？」

「ええ。当番制ですけど、自分に割り当てられた仕事は、全部こなしています」

「でも、黒噤さんってほかにもいろんなことやってるよね？」

「いろんなこと……？　ああ。生徒会とか、風紀委員とか、空手部の活動とか、蓮さまへのご奉仕のことですか？」

「最後のはいらないと思うんだけど、まあ、そういうのかな」

　興きよう味みを持ってしまった。

　黒くろ噤つぐみ学がく園えんでもっとも有名で有能で合ね歓むの次に有力な少女、『正義』の代名詞であるゆずりが──一体、どうやってその日常を送っているのか。

「普通に考えたらさ、そんなスケジュールを送ることなんて、できないと思うんだけど」

　ゆずりは目をぱちくりさせ、ちょっと首をかしげた。

　この人はなにを言っているのだろう、とでも言うように。

「できますよ？　だって──」

　と、ゆずりは蓮れんを見つめながら、そう言いかけて、不自然に口を噤つぐんだ。

　なにかを押し隠すように。

「──、だって、そんなの。できるじゃないですか。私はやってます」

「いや、まあ、そうなんだろうけど──具体的には、どんなスケジュールなんだ？」

「どんなと言われても……たとえば昨日きのうの私ですが、まず午前四時に起きました」

　その時点で普通の高校生からはるかに逸脱しているが、ここでそれを口にしたら話が終わると思ったから、蓮は黙だまっていた。

「朝起きて、お父とうさんとお母かあさんに挨あい拶さつをしてから、空手の朝あさ稽げい古こをします。これが一時間くらいですね。午前五時からは朝の湯浴みをして、これが三十分くらいでしょうか、出ます。蓮さまのお弁当の用意をしながら今日きようの予習をして、これは一時間くらい、六時三十分になったところで姉ねえさんを起こして、一いつ緒しよに朝食を頂きました。食事は玄げん城じようさん──ああ、使用人の方ですけれど、その人に用意してもらうから楽ですね」

「……楽」

「ええ。朝食を終えるのが七時です。それから蓮さまをお迎えにいって、登校しましたよね。八時の始業までは、生徒会と風紀委員の朝の連絡を済ませて、それからは普通に授業を受けます。合間合間の休み時間には、蓮さまにご奉仕をして、昼休み。『ベッドルーム』に行きたいところですが、昨日は生徒会のほうで仕事が立て込んでいて、そちらに行かなければいけませんでした。体育祭のゲート用資材の搬入が滞とどこおっていたからですが」

「……ほう」

「午後二時に授業が終わると、空手部に出ます。ここでの練習は二時間ほど。それから風紀委員に顔を出して定時連絡、次いで生徒会に顔を出して定時連絡──合わせて一時間ほどでしょうか。それぞれまとめて済ませてしまいます。午後五時、『ベッドルーム』での仕事──まさに今やっていることですね、これを終えてから、眠ります。仮眠ですから一時間くらい。七時に帰宅して、玄城さんに作ってもらった夕食を頂いて、今日の復習や仮題を終えてから、遊びの時間ですね」

　やっと遊びが来た、と蓮はほとんど救われるような思いで受け止めた。高校生ならそっちのほうがはるかに多いはずだが、しかしゆずりはあっさりと、蓮の期待を裏切った。

「生徒会か、風紀委員か、空手部か。その日でもっとも活動できなかった分を、その遊んでいる時間で補います」

　……確たしかに『遊んでいる時間』っていうのは、『空いた時間』っていう意味でもあるけどさ……。

「それから夜の湯浴みをして、身体からだが冷えないうちに午後九時頃に就寝ですが──、蓮れんさま、どうかなさいましたか？」

「どうもこうも……」

　すごすぎる。

　とてもではないが、同じ高校生、いや同じ人間とは思えない。子供が立てる『理想のスケジュール』のようだ。確たしかに文面上は可能なのだろうが、紙に書くのと実際に行うののあいだには大きな隔たりがある。それは現実と理想の隔たりと同じ距きよ離りなのだろう。

　人によっては無限に等しいその距離を、ゆずりは、涼しい顔をして埋めている。

　天才は、努力を努力と思わない人のことを言うのだという。だとするなら、ゆずりは間違いなく、天才に属する部類の人間だろう。

　だから蓮は、感嘆するようにつぶやいた。

「……すごいな、きみは。僕なんかじゃ、とても及びもつかないよ」

「え？」

　きょとんとした顔で、ゆずりは真正面から蓮を見つめ、

「なに言ってるんです。できるでしょう、それくらい」

「え？」

　そう言われた蓮のほうが、きょとんとしてしまう。

　しかしゆずりは、まるで当たり前のごとく、太陽が頭上にあり大地が足下にあるのだと言わんばかりの口く調ちようで、平然と、

「蓮さまなら、それくらい、できます。余裕です」

　余裕らしい。

「……いや……それは……」

　無理だよ、と、当たり前のはずの一言を、口にすることができない。

　ゆずりの眼まな差ざしが、その『当たり前』を許してくれない。

　危ういほどにまっすぐで、痛々しいほどに純粋な、黒い瞳ひとみ。

　初めて出会ったあの日、教室で跪ひざまずいたときと同じ目だ。

　その瞳で蓮の顔を覗のぞき込みながら、ゆずりははっきりと、宣言する。

「蓮さまは、素す晴ばらしい人です。私なんかにできて、あなたにできないことなんて、あるはずがありません」

　蓮は、ついに耐えられなくなった。

　言う。

「黒くろ噤つぐみさん。僕は──きみの、一体、なんなんだ？」

　ゆずりの苛か烈れつな『奉仕』を受けているあいだ、何度も頭に浮かび、口にしかけるたびにごまかされて、ついに言えなかった言葉。

「僕はきみに、なにかしたことがあるのか？」

　ゆずりの瞳ひとみが、びしりとひび割れた。

　まっすぐな光が崩れ落ちて、その向こうから、紛れもない恐怖の色がにじみ出る。

「……それ、は……」

「会ったときからずっと、不ふ思し議ぎに思っていたんだ。きみはやけに僕のことを高く評価しているみたいだけど、僕にはそんなことをされる覚えはこれっぽっちもない。むしろ、評価が低くなるようなことしかしてないはずだ。それなのに、どうして──」

　そこで、蓮れんは口を閉じた。

　ゆずりは、自らの身体からだを抱くようにして、小さく震ふるえていた。唇をきつく結び、長いまつ毛を憂うれうように伏せて、じっと横を向いている。

　泣きぼくろのある目元に、今にもこぼれそうな涙が溜たまっている。

　それを見て、蓮はなにも言えなくなってしまった。心拍数が急上昇し、背筋にじわりとイヤな汗がにじむ。自分が女の子を泣かせかけているという状況に縛しばられて、蓮はすべての行動が封じられてしまった。

　その、一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて、

「ねえねえ、ゆずり。ゆずりはさ、パパと一いつ緒しよに寝ないの？」

　テパが口を挟んできた。

　ふよふよと、宙に浮かぶタマゴに腹はら這ばいになって、彼女はゆずりを見下ろしている。

「だってさー、ゆずりもさー、悪夢を見るんでしょ？　スミレと同じようにさ。だったら、スミレと同じように、パパと一緒に寝ちゃえばいいじゃない。そうすれば、テパが夢を食べてあげられるんだからさ」

　ゆずりは震える身体を、無む理り矢や理りに固くして、きっとテパをにらみつけ、

「──わ、私は──黛まゆずみさんとは、違います。自分の悪夢は、自分でなんとかできますから。蓮さまに、自分の悪夢を押しつけようなんて、そんなことは、」

　テパの紅あかい唇が、にい、と歪ゆがみ、

「きひひひっ、ゆずりってば強がっちゃって、かーわいい」

「なっ──、なにを言うんですか！　私は、強がってなんて、」

「あのね、ゆずり」

　その言葉を遮さえぎって、テパは、ゆずりにぐいっと顔を近づけた。

「テパの前では、強がる必要はないんだよ？　だって──テパは、ゆずりの悪夢がなんなのか、知ってるんだもん」

「なっ──」

「忘れたの？　こないだ、スミレとパパが寝たときに、ゆずりも一いつ緒しよにいたじゃない。あのとき、スミレやパパの夢と一緒に、テパはゆずりの夢も食べちゃったんだよ？」

　ゆずりの顔から、表情が消えた。

「もちろんゆずりは覚えてないだろうけどね。でも、テパは自分がどんなものを食べたかくらい、覚えてるよ。──だから、ね、ゆずり」

　テパは紫の目を細め、陶とう然ぜんとして、

「一緒に寝ようよ。だいじょうぶ、テパが護まもってあげるからさ。あなたの悪夢から、あなたとパパを護ってあげる。あなたの悪夢は、二度と起こらないよ。だから、ね？　パパとテパと、一緒に寝ようよ、ゆずり──」

　そうして、彼女は、顎あご先さきに届くほど長い舌を出して──

「だってえ、ゆずりの悪夢って……とっても、おいしかったんだもん……」

　ゆずりの頰ほおを、べろりとなめた。

「………………！」

　耐えきれなくなったように、ゆずりは身を翻ひるがえして、ドアを弾はじき飛ばすようにしてランドリーから駆け去ってしまった。

「ちぇー」

　テパは唇をとがらせ、肩をすくめた。

「説得失敗かー。あーあー、しばらくはスミレの夢で我慢するしかないかなあ」

「……テパ……」

　軋きしむ声は、意味のあるものにはならなかった。じっとりとにらみつける蓮れんに、テパはにやにや笑いだけを返すと、タマゴの中に入り込んで、身を隠した。

　それを見つめながら、蓮は数日前に交わしたスミレとの会話を、思い出した。

『禍マガ姫ヒメ』は、『禍マガ卵タマゴ』に輪わをかけて、危険である。

　あのときのスミレは、テパが危険だと思えないと言っていたが──しかし、今の、舌なめずりをしているテパを見ても、果たして同じ台詞せりふが吐けるだろうか。




　　　　◆




　次の日の、昼休み。

「……やっぱり、このままじゃいけないよな」

「ん？　なんか言ったか、蓮」

　蓮の独り言に、隣となりの席の直なお純ずみが反応した。蓮は「なんでもない」と手を振り、

「ちょっと、昔のことを思い出そうとしてたんだよ」

「ああ、そういやおまえ、小学生くらいんときのこと、まるで覚えてないんだったか」

「うん。なにか覚えてることがあったら教えてくれ」

「おまえの記き憶おくなんて、俺おれが持ってるわけねーだろ」

　そう言って、直なお純ずみは苦笑し。

　それからすぐに、その笑えみが消えた。

「？　どうした？」

「ん──いや、ちょっと、な。そういえば、って思っただけさ」

　蓮れんは周囲を見渡した。教室内はクラスメイトたちの雑ざつ談だんで満ちていて、こちらに注意を払っているものはいない。いや、よく見れば数人の女子が嫌悪の眼まな差ざしで蓮を見つめているのだが、まあそれは見なかったことにして。

　もっとも大事なのは──ゆずりが、前の席にいないということだった。

　昨日きのう、『ベッドルーム』のランドリーで話し合って以来、ゆずりは極端に、蓮のことを避けるようになってしまった。ここ一週間、毎日のようにあった『お迎え』は今日きように限ってなかったし、登校してからも一切話しかけてはこなかった。

　やはり、昨日のことが尾を引いているのだ。

　失敗した、と思う一方で、あれは必要なことだった。

　かつて、自分と黒くろ噤つぐみ姉妹がどういう関係にあったのか──それを知らなければ、ここから一歩も進めない。

「そういえば、なんなんだ？　どんな小さなことでもいいから教えてくれ」

「ああ、もう、わかったよ。わかったからそんなに顔を近づけるな。暑苦しい」

　直純は辟へき易えきしたように身体からだを離はなして、眼鏡めがねの位置を直した。

「ちょっと思い出したんだよ。おまえが東京に引っ越す、ちょうど前の日のことだ」

「前の日？」

「ああ。おまえが覚えてるかどうかは知らんが、あれだよ、お別れパーティって奴やつだな。クラスの仲良い連中を集めて、おまえの家でやったんだよ。たぶん親御さんとか、それに妹さんとかに聞けば覚えてるんじゃないかな。特に妹さんは、派は手でにやらかしてたからな──」

「……いや、わらびは確かく実じつに覚えてないだろうな……」

　アホだから。

「んで、夕方くらいにそれが終わってさ。俺は最後に、おまえと遊ぼうと思ったんだけど、おまえはどっか行っちゃってたんだよな。しばらく捜したんだけど見つからなくて、なんだよ冷たい奴だなー、とか思いながら、家に帰ろうとしたら──」

　そこで直純は目を細めた。

　薄うす気き味みの悪い記憶を呼び起こすかのように。

「……ずぶ濡ぬれのおまえと、行き会ったんだ」

「ずぶ濡れって、なんだそれ？」

「知るかよ。まあ、そのときの俺おれは、おまえが河にでも落ちたんじゃないかって思ったんだけどな。この辺で河なんて、ほら、通学路の途中にある小河しかないから」

「ああ、なるほど」

「それで、『大丈夫か？』って声をかけたんだが、おまえは全然答えなくてな。っていうか、俺のことを知らない奴やつを見るみたいな目で見て、さっさと歩いて行っちゃったんだ。俺としては相当ムカついたんだけど──それ以上に、気持ち悪くてさ」

「怒るのはわかるけど、友達に向かって気持ち悪いって……」

「だって、そのときのおまえ、ずっと独り言を言ってたんだぜ。まるで──」

　そこで、直なお純ずみは言葉を切り、なにかをためらうように息を吸い込んでから、




「まるで、見えない誰だれかに、喋しやべりかけてるみたいにさ」




　蓮れんは、頭上を見た。

　そこには、タマゴに乗ったテパが、ぷらぷらと足を遊ばせている。

　六年前。

　蓮が陽ひの守かみからいなくなる前日。蓮が記き憶おくをなくした日。そして。

『禍マガ姫ヒメ』テパが、蓮の周りに現れ、彼の夢を喰くらいはじめた日──

「蓮？　どうしたんだ？」

　直純の声に、蓮は我に返る。

「……なんでもない。ありがとう、直純、教えてくれて」

「んん？　まあ、それは構わないんだが──顔色、悪いぞ？　保健室に行ったらどうだ」

　蓮は首を振り、直純もそれ以上なにも言わなかった。

　考える。

　蓮は、六年以上前の記憶が定かではないことを、真ま面じ目めに考えたことがなかった。

　そもそも記憶喪失のような大げさなものではない。陽守にまつわる記憶だけが、すっぽりと抜け落ちてしまっているのだ。そして、それは東京という新天地で暮らしはじめた蓮にとっては、特に大きな問題にはならなかった。

　しかし、今はそれが、問題になっている。

　ずぶ濡れになり、見えない誰かと話しながら、知らない人間を見るような目を親友に向けた、六年前の蓮──

　蓮が記憶を失ったのは、恐らく、そのときだ。

　蓮がテパに取とり憑つかれたのも、恐らく、そのときだ。

　その二つのことは、同時に起きたのだろう。テパが誕たん生じようしたその瞬しゆん間かんに、蓮れんの記き憶おくは根こそぎ奪われた。学校の友人たちのことも、牧まき瀬せ直なお純ずみのことも──

　そして、黒くろ噤つぐみ姉妹とのことも。

　あるいは、ゆずりはそのときになにが起きたのかを、知っているのかもしれない。

「……テパ」

　押し殺した蓮の声に、テパは反応した。タマゴの上から、小こ悪あく魔まのような笑えみを向け、

「んー？　なになに、どしたのかな、パパ。テパになにか聞きたいことでもあるの？」

　きひひ、と笑う彼女から、まともな答えを得ることなどできそうになかった。それでも、ダメ元で、蓮は口を開こうとして、

　教室に、ゆずりが戻ってきた。

「あ──」

　思わず、声をあげる。しかし、ゆずりはそれに気づかなかったように、目を伏せたまま歩みを速めて、蓮の前の席に腰を下ろした。

　ゆずりの背中が、丸くなっている。

　いつも毅き然ぜんとしていて、堂々と胸を張っていた彼女からは、想像もつかない姿だ。

　声をかけるのもためらわれて、蓮は机の上に教科書とノートを広げはじめた。

　一限目は古文の授業だ。担当する教師は若い男性だが、訥とつ々とつとした話し方が眠気を誘う。お経を聞いているような気分になってくるのだ。ふと隣となりを見ると、直純がとっくに眼鏡めがねを折りたたんで机に置き、完全睡眠の体勢に入っていた。

　それから、蓮は前を向いて、

　凍りついた。

　蓮の、すぐ前にいるゆずりが──糸が切れた人形のように、机に突っ伏して寝息を立てていたからだ。

　彼女の襟えり元もとから、黒い糸に繫つながれた白いタマゴが見える。

　悪夢のタマゴ、『禍マガ卵タマゴ』は──わずかに、震ふるえているようだった。

　それがどういう意味を持つのか、蓮にはわからない。しかし、『禍卵』が悪夢を現実にすることを考えるのならば、間違いなくそれはロクでもないことの予兆であるはずだった。

「く、黒噤さん……！」

　蓮は腕を伸ばして、ゆずりを揺り起こそうとして、ふと、気がついた。

　最初は気のせいかと思ったが、違った。

　ゆずりの『禍卵』が、大きくなっていた。

　ニワトリのタマゴから、人間の拳こぶしほどの大きさになっている。金きん色いろの格子模様がうっすらと輝かがやき、呼吸をするかのように明滅していた。

　それに気を取られて、対応が、致命的に遅れた。

　蓮れんの目の前で、ゆずりの『禍マガ卵タマゴ』が、突如としていっそう大きく膨ふくれあがった。

　蓮が目を見開いた瞬しゆん間かん、一際強く『禍卵』が輝かがやいた。闇やみを切り裂くサーチライトのような強烈な光が迸ほとばしり、蓮の眼がん前ぜんを薙なぎ払う。

『薙ぎ払う』としか、形容のできない光だった。

　なぜならば──その光が通り過ぎていった蓮の机が、綺き麗れいに切り取られていたからだ。

「…………………………………………」

　絶句する蓮の前で、切り裂かれた机の一部が落ちて、乾いた音を立てた。

　机だけではない。タマゴから放たれた光は、机を切り裂いて床をなめ、壁かべを走ったあとに天てん井じようにまで上っていた。そのすべてがひとつのラインを描くようにして引き裂かれているのだ。まるで長大な刀を思いっきり振り下ろしたかのような、そんな傷跡だ。

「……ん？　うお、なんだこりゃ!?」

　隣となりで寝ていた直なお純ずみが気づき、大声をあげて跳ね起きた。その叫びに、教師やクラスメイトたちも、その光景を目まの当あたりにする。教室の中がざわつきはじめ、教師もぽかんと口を開けて、突如として教室に現れた切断面を見つめていた。

　そのとき、それまで寝ていたはずのゆずりが、立ちあがった。

「先生」

　ゆずりの顔色は、紙のようだった。

「気分が悪いから早退します」

「え？　あの、黒くろ噤つぐみさ──」

「申し訳ありません。失礼します」

　そう言い終えると、カバンも取らずに歩き出し、教室から立ち去っていってしまった。

　ゆずりの突然の行動に、ざわめきがさらにその大きさを増した。

　その中で、蓮はじっと、切り取られた机の断面を見つめている。

『禍卵』にはそれぞれの性質がある──と、スミレは言っていた。

　あの、あらゆるものを切断する光の刃やいばが、ゆずりの『悪夢』なのだろうか？

「……どうなんだ、テパ？」

　教室の騒さわぎを聞きつけたのか、ほかの教師たちがちらほらと現れはじめていた。恐らく授業は中断になるだろう。だから、蓮はテパを見あげて、さりげなくそう尋たずねた。

　ゆずりの夢を食べたテパならば、その悪夢がどんなものか、知っているだろうから。

「うーん？」

　テパは、珍しく、笑っていなかった。

「なんでこうなるのかな？　パパ以外のヒトのことは、テパにはよくわかんないなあ……」

　蓮はため息をついて、彼女からなにかを聞き出すのを諦あきらめた。席を立ち、なにかを話し合っている教師連中のほうに顔を向けると、

「すいません、僕も早退します」

　蓮れんはゆずりと自分、二人ふたり分ぶんのカバンを持って、教室から出て行った。




　　　　◆




　曇どん天てんは、すでに雨天に変わりはじめていた。

　ぽつぽつと、小さな雨音が響ひびく中を、蓮は足早に歩いていく。昇降口を出て右に向かい、遠くに見える古びた建物に一いつ直ちよく線せんに向かう。

　旧校舎。

　南なん京きん錠じようはすでに外れている。蓮は唇を嚙かみしめて、旧校舎の中へと飛び込んだ。二つのカバンを片手に持ち替えて、蓮はエレベーターに乗り込んだ。

「……あの光が、黒くろ噤つぐみさんの『悪夢』なのか？」

　それを受けて、テパは首をかしげた。割れたタマゴから身を乗り出して、蓮と同じように階数表示の針を見あげている。

「んー、それがね。よくわかんない」

「よくわかんないって。おまえ、あの子の夢を食べたんだろ？」

「食べたよ。食べたけど、でも、あんな光は出てこなかったはずなんだけどねー。おっかしーなー。合ね歓むに聞いてみないとダメかなー」

「…………」

　どんな夢だったんだ？

　一いつ瞬しゆん、蓮はテパに、そう尋たずねようかと考えた。

　基本的にテパには人の秘密を守るという概念がない。しょせんは人外ということなのか、テパには人並みの倫理などこれっぽっちも存在していないのだ。

　だから──聞けば、教えてくれるかもしれない。

　しかし。

　自らの『悪夢』を語ったときのスミレを、思い出した。

『自分で、言う。自分で言える。だから、言わないでくれ──』

『人に言われるのは、耐えられない』

　彼女たちにとって、悪夢というものがどんなものなのか、蓮にはわからない。

　ただ、それが口に出すことも憚はばかられるほどに、辛つらく苦しいものだということは、先日のスミレを見ているだけでも理解できた。

　彼女の悪夢の全容を、テパから聞き出してしまうことは、ゆずりに対する裏切りのように感じられたのだ。

「ん？　どしたの、パパ？」

「……いや、なんでもない。ほら、着いたぞ」

　エレベーターの扉が開き、蓮れんは『サロン』へと足を踏み入れて──

　言葉を、失った。

　すぐ前に、女の子が立っていた。こちらに背を向けた黒髪ストレートを、蓮は一いつ瞬しゆんゆずりかと思った。そうではなかった。よく見れば髪にカチューシャを飾っている。ということは、合ね歓むだ。

「……合歓さん」

　しかし、蓮が絶句したのは、合歓に対してではない。

　彼女の前方。『サロン』の受付が──

　ずたずたに、引き裂かれていた。

　ぞっとした。

　受付を中心とした半径10メートル内に、刃やいばの嵐あらしでも吹き荒れたかのような有様だ。デスクはあっさりと両断され、白い床には何百もの切断面が走っている。あちこちに散乱しいるのは、デスクに詰め込まれていた彼ひ岸がんの私物だろう。首を失ったぬいぐるみが、血のように綿をこぼしていた。

　病院に似た場所であるだけに、それはいっそう、狂気的に見えた。

　乾いた声で、蓮は尋たずねた。

「黒くろ噤つぐみさんは？」

「奥だよ。たぶん自分の部へ屋や」

　ゆっくりと──合歓は、その惨状に足を踏み入れる。ずたずたに引き裂かれた『サロン』の床を、無人の野を行くように歩き、一枚の紙を取りあげる。

　受付にある、来らい客きやく録ろく。

　そこに、判別することさえ難むずかしい、めちゃくちゃに震ふるえた字で──『黒噤ゆずり』と、記してあるのが見えた。

　こんな状態を生み出しながら、こんないびつな字しか書けなくなりながら──それでも、真ま面じ目めに、どこまでも生き真面目に『来客録に名前を記す』というルールを守ろうとするゆずりは、果たして正気と言えるのだろうか。

「蓮くん。あの子の光を、見たんでしょ？」

　突然、合歓はそう切り出した。

「あなたたちの担任から連絡を受けたよ。本当に、危ないところだったね。誰だれかが死んでいてもおかしくなかった。そうなってたら、取り返しがつかなくなっていたもの」

「…………」

「ねえ、蓮くん。──あの子の、タマゴ」

『禍マガ卵タマゴ』。悪夢のタマゴ。

「もしかしなくても、大きくなってた、よね？」

　蓮れんはそれに、小さく頷うなずいた。

「……はい。最初に見たときは拳こぶしくらいになっていて──それから、光が出たときには、もっと大きくなっていました」

　合ね歓むの返答には、間かん髪はつがなかった。

「わたしは、あの子のところに行きます。もう時間がありません。このままだと、最悪のことが起きてしまいます」

「さ、最悪のこと？」

「『禍マガ姫ヒメ』の孵ふ化か」

　蓮はテパを見あげ、テパは不満そうにぷんすかしながら、

「なによう、最悪だなんて失礼しちゃう。テパの妹が生まれるんでしょ？」

「あなたには嬉うれしいことかもしれないけどね、テパさん。わたしたちにとっては『禍姫』が増えるのは歓迎できないし──それに、なによりも」

　合歓は静かに蓮を見据えながら、ぽつりと、

「『禍姫』が暴ぼう走そうすることこそが、本当に最悪なことなの」

　暴走。

　いつだったか、ゆずりが言っていたことだ。孵化したばかりの『禍姫』は暴走してしまうことがあり、そうすると、きわめて危険な存在になるのだと──当のゆずりが、そう教えてくれたのだ。

　あのときは、まさか彼女の身にそんなことが起こるなんて、想像もできなかった。

「……あの子を、助けなくちゃ」

　ぽつりと、合歓はそうつぶやいた。

　悲痛に歪ゆがんだ横顔は、妹のゆずりによく似ていた。毅き然ぜんとした眼まな差ざしで、無惨に引き裂かれたデスクをじっと見つめている。

　違うのは、ゆずりには泣きぼくろがあり、合歓にはないということだ。

　どこかで聞いたことがある。

　涙の通り道に泣きぼくろがある人は、その一生を、泣いて過ごすことになる。

「合歓さん」

「うん？」

「黒くろ噤つぐみさんって、泣き虫ですよね」

　合歓は、少しだけ驚おどろいたように目を見開き、それから静かに笑った。

「……そうだよ。あの子はね、あんな仏ぶつ頂ちよう面づらをして、わたしより正しい人なんてどこにもいませんって顔をしてるくせに、ほんとは、誰だれよりも泣き虫で弱虫で甘えん坊なの」

　なにかを懐なつかしむような声。懐かしむような眼差し。

「臆おく病びようなくせに意地っ張りで、頑固なくせにへそ曲がりで──まったく、誰だれに似たのかしらね。不ふ肖しようの妹だよ、ほんとに」

「今も、泣いてるんでしょうか？」

「うん。賭かけてもいいけど、今、あの子は、絶対に泣きじゃくってるよ」

　それで、決まった。

　蓮れんは言う。

「僕も行きます。──なにができるか、わからないけど、僕にも手て伝つだわせてください」

　合ね歓むは驚おどろいたように蓮のことを見た。それから、まぶしそうに目を細め、

「……やっぱり、蓮くんは、わたしたちの蓮くんなんだね」

「え？」

「なんでもない。ありがとう。一いつ緒しよに、行きましょう」

　そうつぶやいて、合歓は『サロン』を横切り、回廊へと出る。

　目的の場所には、すぐにたどり着いた。

　33号室。

　中から、密ひそやかな泣き声が響ひびいていた。

　蓮は、息を止める。

　女の子の泣き声に、反応したからでは、ない。

　そのドアに、見覚えがあったからだ。

　ふらふらとドアに近づいて──部へ屋や番号の下にはめられているプレートを、見つめる。

『黒くろ噤つぐみゆずり』と書いてある。

　蓮は、ほとんど無む意い識しきのうちに、そのプレートを外した。

　ドアの地肌に直接、別の文字が記されていた。

　子供が、台に台を重ねた上で、必死に背伸びをしてようやく書きつけたような、ぐにゃぐにゃに折れ曲がった文字。

『ヨイクロのかくれ家！　関けい者いがい、立ちいりをきんず！』

　ヨイクロ。

　宵よい原はらと、黒噤。

「あらかわいい。なるほどねー、隠れ家か。お泣き虫さんが隠れるには、うってつけの場所だねえ──きひひっ」

　背後でテパがそんなふうに笑っている。

　しかし蓮は、テパを振り返ることさえできない。

　頭の裏側を引っかくなにかの感触に気を取られていて──彼女が喋しやべっていることさえ、うまく把握できないでいた。

「ぐっ──」

　立ちくらみのような感覚に、足下がぐらりと揺れた。蓮れんは片手で頭を支え、もう片手を回廊の壁かべについて、自らの身体からだを支える。すべての感覚器官が遠ざかってしまったかのようだ。視覚も聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも触覚も味覚さえも、別次元の別世界にあるかのようにおぼろげなものになっている。

　目玉の奥で、なにかがぐるぐると回っている。それに耐えきれず、蓮は目を閉じ、




　──ねえ、知ってる？　涙の通り道に、泣きぼくろがある子はね──




　不意に、からかうような声が響ひびいた。




　──そ、そんなことないもん！　私は、そんなのっ──




　頼りなく、情けなく、けれども愛らしい、そんな声が続き。




　──ああ、もう、ゆずりは泣き虫だな。わかったよ、わかったから──




「蓮くん」

　不意に。

　最初の声が、蓮を現実世界に引き戻した。

　気がつけば、合ね歓むとテパが、揃そろって蓮のことを見下ろしていた。

「どしたの、パパ？　いきなりうずくまっちゃって。トイレ行きたくなったの？」

　テパの吞のん気きな声にも、蓮は答えることができない。喉のどがからからに渇いていて、何度唾つばを飲み込んでも、それが癒いえることはない。

「どうしたの？」

「…………ここ、は」

　頭の中がめちゃくちゃに搔かき回されている。まともな思考を保つことさえ難むずかしい。その搔き乱された脳内から、ひとつの言葉が飛び出して、蓮の口から漏れた。

「僕の部屋ですね」

　合歓は、かすかに笑う。

　寂しそうな、悲しそうな──けれど、どこか懐なつかしそうな微笑ほほえみ。

「うん。そう。そうだよ、蓮くん」

「へ？　ゆずりの部へ屋やじゃないの？」

　ネームプレートを持ちあげて、テパは首をかしげる。合歓はそれを受け取ると、再び元の場所へとはめ込んだ。

「今はそうだよ。ゆずりが使ってる。でも──」

「……六年前、僕が、まだ、ここにいたときは……僕が、使っていた」

　それを聞いて。

　合ね歓むの顔が、泣きそうに歪ゆがんだ。

　しかし、蓮れんはそれに気づかなかった。自らの頭を整せい理りしようとしていたからでもあるし、合歓がすぐにうつむいてしまったからでもある。

「僕は……、もともと、ここにいたんだ。この『ベッドルーム』に、きみたちと、一いつ緒しよに」

　ドアに、手を突く。そうして彼はネームプレートを見あげる。

「……あの、字は……そう、そうだ。僕たちが書いたんだ。いつもここに入いり浸びたっていたから、この部へ屋やを僕たちの隠れ家にしようって、ゆずりが言い出して」

「そういうことを言い出すのは、いつもあの子だったよね」

「そのくせ……実行するのは、いつも僕と合歓だった。僕が……、背伸びをしても、届かなくて、合歓を肩車して書こうとしたけど、やっぱり届かなくて」

「さらにわたしの上にゆずりを肩車して、ようやく届いたの。あはは、土台の蓮くんは、きっと大変だったでしょうね」

「正直、上できみたちが暴あばれるから、首がもげるかと思った……」

　大きく、息を、吸い込んで。

　蓮は立ちあがった。

　周りを、見渡す。

　すでに見み慣なれたはずの『ベッドルーム』、その回廊が、別の世界であるように見えた。見知らぬ世界ではない、長年住み暮らした我が家のように、蓮の目に映っていた。わずかな壁かべの傷や、ほんの少しの絨じゆう毯たんの変色が、ひどく懐なつかしく思えた。

「思い出したんだね。蓮くん」

　静かな合歓の問いに、蓮は、しかし首を振った。

「……全部じゃ、ない……思い出せたのは、そこだけだ。ほかは……相変わらず」

「そう？　良かった」

　合歓は、笑えみを消す。

「本当は、もっと思い出してほしいところだけど──でも、残念なことに、もう時間がないの。これ以上待っていたら、本当に手遅れになってしまうから」

　そして彼女は、ドアに向き直り、最愛の妹に呼びかけた。

「ゆずり」

　泣き声が、一いつ瞬しゆんだけ途と切ぎれた。

「入っていい？」

「……だめ……」

　ぐずぐずに泣なき濡ぬれた声。かつて体たい育いく館かんの壇だん上じようにあって、全校生徒を叱しつ責せきした凜り々りしい少女と同じ声だとは、とてもではないが信じることはできなかった。

「……お願ねがい、だから、お姉ねえちゃん……入らないで……自分で、どうにか、できるから……」

　合ね歓むはため息をついた。

「ひとりでどうにかなんて、できるわけないでしょ？　入るからね」

　断定的につぶやいて、合歓はドアを押し開けた。

　その中に広がる光景に、蓮れんは、思わず目を瞠みはった。

　散らかった部へ屋やだった。

　あちこちにマンガが散乱し、部屋の隅には雑誌の山が積つみ重なっている。旧型のテレビに繫つながれたゲーム機きの周りには、いろいろなゲームソフトが思うさま散らばっていた。小さなベッドの枕まくら元もとには子供用の野球バットが立てかけられていて、そのグリップにはハンドグローブが立ち枯れた果実のようにぶら下がっている。

　それが、黒くろ噤つぐみ学がく園えんが誇る最高の生徒の、寝室だった。

　──いや。

　違う。『ベッドルーム』回廊を見渡したときよりも、なお強い既視感が、蓮の脳裏を襲おそっていた。

　ここは、僕の部屋だ。

　六年前、なんらかの理由で蓮が『ベッドルーム』を去ったあと──ゆずりは、その蓮の部屋を、そのままの形で使っているのだ。

「……う、くっ……」

　小さな、子供用のベッドの上で、うずくまるようにして──

　ゆずりは、泣いていた。

　涙に濡れた彼女の顔に、蓮は自らの心しん臓ぞうが鷲わしづかみにされたような気分を味わう。

　ゆずりもまた、蓮の姿に、ぎくりとその表情を凍らせていた。

「……な、いで」

　かすれた声が、ゆずりの唇から漏れる。恐怖に濁にごった眼まな差ざしが蓮を見据え、彼女は身を縮ちぢこまらせるようにして、それに抱きつく腕に力を込めた。

　ゆずりは、自分の身体からだで覆おおい隠すように、『禍マガ卵タマゴ』を抱いていた。

　そうしなければ隠せないほど、悪夢のタマゴは、大きく膨ふくれていた。

　蓮は、『女の子の涙を拭ふかなければ』という本能に従って、部屋に足を踏み入れ、

「蓮くん！」

　合歓が制止するよりも早く──ゆずりが、叫んでいた。

「来ないでッ!!」

　瞬しゆん間かん、タマゴが輝かがやいた。

　ドクン、と脈動する。

　タマゴの表面に浮かぶ格子模様が、光が剝はがれ落ちて──

　全方位にあるものを、根こそぎに砕いた。

　光が通過したあらゆる場所は、すべてサイコロ状に切断された。マンガ本が、雑誌の山が、旧型テレビが、時代遅れのゲーム機きが、子供用のベッドと野球バットとハンドグローブが──蓮れんの子供時代を偲しのばせるあらゆるものが、一いつ瞬しゆんにしてひとまとめの粗大ゴミへと成り果てて、ばらりと床に散らばった。隣となりの寝室と隔てる壁かべまでもが切り裂かれ、崩れ落ち、三室を合わせた広い空間が忽こつ然ぜんと現れる。

　その光の一条が、蓮の頰ほおを引き裂いて、その血肉を剝むき出だしにさせた。

　ほんの一瞬の出来事。

　文字どおり、光が瞬またたくのと同じ速さの出来事。

「……あ…………うっ……！」

　蓮を──蓮の頰に流れる血を見て、まるで自らが苦痛を受けたかのように、ゆずりの表情が歪ゆがんだ。親に虐ぎやく待たいされる子供に似た泣き顔。かつて毅き然ぜんとしていた黒い瞳ひとみは、今はかけらほどの面おも影かげも残さずに、泣き潤うるんでいる。

「……な……さい……」

　かすれた声で、吐き出すように。

　ゆずりは、何度も何度も、つぶやいていた。

「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい──！」

「ゆずり！　やめなさい！」

　合ね歓むの叫びに、ゆずりはいやいやをするように首を振る。涙のしぶきが散って、膨ふくれあがったタマゴから放たれる金きん色いろの光を受けて、煌きらめいていた。

「蓮くん、私は、あなたのことを！」

　びし、と。

　彼女が抱えるタマゴに、ヒビが走る。

「孵う化まれる」

　感情を交えない、テパの声が、すぐ耳元で聞こえた。

　言葉どおりのことが起こった。

　金色の格子模様にヒビが入る。上部から三分の一ほどのところに、不意に浮かんだギザギザの線せんは、瞬くほどの間もなく一周した。びきり、と大きな音が響ひびいて、タマゴの上部がわずかに浮いた。砕けたかけらは剝はく離りして、地面に落ちる前に煙のように消える。割れた隙すき間まから、金色の光が漏れ──

　爆ばく発はつ的てきな輝かがやきが、蓮れんたちの視界を塞ふさいだ。

　思わず手で目を覆おおい、その光が消えてから、蓮はゆずりに目を向けて──




　白い『禍マガ姫ヒメ』が、彼女の傍そばに立っているのを見た。




　真っ白な。

　ゆずりの正義のように真っ白な髪が、ゆらゆらと宙に浮かんでいた。

　身に纏まとうのは漆しつ黒こくのフォーマルドレス、広く作られた裾すそが五つ又に分かれていて、スカートの前面に刻まれているのは金の楪ユズリハの紋様。そこを起点として、ドレス全体を覆うように金の蔦つたが広がり、全身を縛しばりつけているかのような印象を与える。

　純白の髪の隙すき間まから、金の瞳ひとみが煌こう々こうと輝いている。

　テパと同じ、瞳どう孔こうが存在しない金きん色いろの眼球だ。

「きひっ」

　蓮れんのすぐ隣となりで、嬉うれしそうに、楽しそうに、テパがつぶやいた。

「妹だね。テパの、お妹さんだね。きひひひ、うーれしい、やっとテパと同じ──」

　彼女が言い終えるよりも先に、白い『禍姫』は、片手をすらりと天に掲げ。

　回転しながら降ってきた剣が、その手のひらにぱしりと収まった。

　タマゴの殻が柄つかにくっついている、コミカルにも映るデザインだが──『禍姫』はなんの躊ちゆう躇ちよもなく、その剣を両手で握りしめて、

「逃げてェッ!!」

　ゆずりの叫びに、蓮は逃げなかった。

　泣いている女の子を放り捨てて、自分ひとりだけが安全圏に逃れることなど、蓮には結局できるはずがなかったのだ。

　殻の王剣が、振り下ろされる。そこから放たれるのは、タマゴの格子模様から放たれた光などとは比べものにならないほどの、圧倒的な、感動的な、芸術的なまでの破は壊かいの一いつ閃せんだ。

「いやああああああああああああああああああああああっ!!」

　ゆずりの、絶望の叫びが響ひびく。

　その中で──蓮は、動いていた。

　隣で立ち尽くしていた合ね歓むを、ゆずりのほうに突き飛ばす。

　殻の王剣から放たれた、金色の剣閃は、前のめりに倒れた合歓の後ろ髪を、少しだけ切り裂いた。

　自らの胸元に迫ってくる光を見つめながら、蓮はほっと息をついた。

　二人ふたりまとめてよりも、ひとりだけのほうがずっとマシだ──などと、考えていた。




　　　　◆




　そして、蓮れんは起きあがった。

　頭の中がぐるぐるする。脳みそをシェイカーにでもかけられたかのような気分。気持ちが悪いというようなことはないが、ひたすらに混乱している。

　だから蓮は、目の前の光景をそのまま口にした。

「……穴？」

　言葉どおり。蓮の目の前には、穴がある。

　穴というか亀き裂れつというか、回廊の壁かべに走った巨大なひび割れだ。蓮と合ね歓むが手を繫つないで一いつ緒しよにくぐれそうなほど巨大な割れ目の向こうには、『サロン』の光景が広がっている。

　白い『禍マガ姫ヒメ』の王剣によって、回廊と『サロン』が貫通したのだ──と気づくまで、しばらくかかった。

　どういう威力だ。

　と、それから蓮は、前後の記き憶おくを取り戻した。自分の胸元に手をやって、まだ上半身がくっついていることを発見する。

「……生きてる」

　蓮がそうつぶやくと──彼を見下ろしていた合歓とテパは、なんとも言えない、味のある表情をした。

　悪あく趣しゆ味みなブラックジョークを聞かされたときのような、そんな表情。

　しかし、合歓はすぐにそれを打ち消して、蓮に手を差し伸べた。

「蓮くん。大丈夫？」

「──え、あ──は、い」

　小さく、柔らかく、温かな手のひら。

　浮かんでは消えていく記憶のかけらが、その懐なつかしい感触によって、鮮せん明めいになっていく。脳みそをシェイクされたときに、なくしていた記憶のピースがいくつか戻ってきて、失われたはずの部位にぴたりと当てはまったかのようだ。

　それを確たしかなものにするために、蓮はつぶやく。

「合歓さん。ゆずりは、どうなったんですか？」

　合歓は顔を歪ゆがめ、辛つらそうにつぶやいた。

「蓮くんを──やっつけた、あと、その穴を通って、普通にエレベーターに乗って、『ベッドルーム』から出て行っちゃった」

「それなら、早く、追わないと──」

　額ひたいに手を当てる。がさがさと、額の裏側でなにかが這はい回っている。蓮は目を細めて穴をくぐり、ほとんど無む意い識しきのまま、

「あいつは、また、泣いてるだろうから。僕が、なんとかしないと」

　そんなことをつぶやきながら、彼は『サロン』へと出た。

　合ね歓むはなにも言わずに、蓮れんに続いた。

『サロン』へ出ると、ほかのメンバーが揃そろっていた。スミレに月げつ歌かに彼ひ岸がん。スミレと月歌はめちゃくちゃに切り刻まれたデスクを見てぽかんと口を開き、ただひとり彼岸だけが、首を失った自らのぬいぐるみを、悲しそうに抱きあげていた。

　と、スミレがこちらに気づき、大声をあげた。

「れ、蓮！　どうしたんだ、これ!?」

「『禍マガ卵タマゴ』が孵ふ化かしました」

　蓮がなにかを言うより先に、合歓が事務的な口く調ちようで答えていた。

「なんでそんなことが……？」

　目を白黒させているスミレに、合歓はゆっくりと首を振る。その唇を、辛つらそうに嚙かみしめている。合歓のそんな表情は、スミレと月歌に、なにが起きたのか──誰の『禍卵』が孵化したのかを理解させるには、十分だった。

「わたしと蓮くんは、今からゆずりを追います。……あなたたちは、ここにいて。わたしたちが戻ってくるまでは、ここから出ないでください」

「でも──！」

「行きましょ、蓮くん」

　反はん論ろんしかけた月歌を、合歓は完全に無視した。蓮の手を引いて、ほかのメンバーたちとすれ違うようにして、エレベーターに乗り込む。

「あ──」

　スミレが、迷うようにこちらに手を伸ばしている姿は、扉が閉じることによって断ち切られてしまった。

　ごうん──と、箱が動き出す音を聞きながら、蓮は隣となりに立つ合歓に、小さな声で、

「ちょっと、冷たかったんじゃないですか？」

「そう？」

「そうですよ。……もしかしたら、スミレたちも、手て伝つだってくれたかもしれないのに」

「残念だけど蓮くん、このことに関して役に立てるのは、わたしとあなただけなの。ほかの誰だれがいたとしても足手まといでしかない。いないほうがマシだね」

　その声のあまりの冷たさに、蓮はなにも言えなくなる。

　黒くろ噤つぐみ合歓。

　この人の持つ怖ろしさを、ようやく理解することができた。

　あるいは──思い出した、というべきなのか。

「そういうところは、変わりませんね。合ね歓むさん」

「……どういうところ、かな」

「身内にはとことん甘いくせに、それ以外の人には、とことん冷たいところ」

　合歓は、蓮れんのことをちらりと見あげた。

　目を細めて、彼女は、密ひそやかに笑う。

「蓮くん。思い出したの？」

「……少しは。でも、少しだけです。ほんの断片的なところだけ」

　こめかみに手のひらを押しつけて、蓮はそうつぶやいた。唾つばを飲み込み、おぼろげな記き憶おくのかけらを、どうにかして自分のものにしようとする。それは、眠気に耐えながら必死になって考えつづけるような、精神力を削られる作業だった。

「……『ヨイクロのかくれ家』を見たときや、あの『禍マガ姫ヒメ』に吹っ飛ばされたときに、いくつか思い出したはずなんですけど──どうも、時間が経たつと、その効果も薄うすれてしまうみたいで」

　合歓は目を伏せる。長い前髪がその顔を押し隠す。

「……そっか……あの子が蓮くんを、……したから。なら……」

　ぽそぽそとつぶやいている合歓に、蓮は尋たずねる。

「僕とあなたたちは──友達、だったんですよね」

　合歓は目を上げ、蓮のことを見据えて、にっこりと笑った。

「そうだね。蓮くんにとっては、そうだったのかも」

「僕に、とっては？」

「わたしと、ゆずりにとっては、あなたは友達なんかではなかった。そんな言葉で収まるものでは、なかった」

　静かに自分を見据える合歓の目に、蓮はたじろぐ。

「わたしたちにとって──、宵よい原はら蓮くん。あなたは、すべてだった」

　すべて。

　どういう意味なのか、蓮にはわからない。想像もできない。ひとりの人間を、自分の、自分たちの『すべて』であると言いきれるような感覚は、蓮には存在しない。

「お互いを除けば、わたしたちにとって、蓮くんより大切な人はひとりもいなかった。蓮くんだけがわたしたちの友達で、理解者で、家族と言っていいような人だった。蓮くん以外の人に心を許したことなんてなかった。蓮くん以外の人を好きになったことだってなかった。わたしたちにとって──蓮くんは、蓮くんとの時間は、なによりも大事な宝物だった」

　淡々と、合歓は話しつづける。

　その口く調ちように、冗じよう談だんの色は、微み塵じんもない。

　蓮は言葉を挟むことはできなかったが──こんなときでも、どんなときでも、まったく空気を読まずに軽口を叩たたける奴やつが、ひとりだけいた。

「おやおやまあまあ。大げさだねえ、合ね歓むさんや。たかが男の子ひとりのことじゃん？　なんだってそんなに、パパのことが大事だったの？」

　もちろん、テパだ。

　狭いエレベーターの中で、窮きゆう屈くつそうに浮かんでいるテパを、合歓は見あげた。

「だって、わたしたちは黒くろ噤つぐみだからね」

「クロツグミっていう名前だと、友達をひとりしか作っちゃいけないの？」

「あなたはときどき鋭するどいのね、テパさん」

　くすりと笑って、合歓は続けた。

「正せい確かくには、黒噤は友達なんてひとりも作ってはいけないの。なぜなら黒噤は陽ひの守かみの支配者だから。支配者に友達なんて必要ない。信頼できるのは、自分と、そして自分の家族だけ。それ以外はすべて配下か敵で──対等たる友達なんて作ってはいけない。それは、自分の弱味に繫つながるから」

　テパは顔を上げて笑う。

「なにそれ！　何時代の話？」

「もちろん、現代よ。笑っちゃうでしょ？　でも──わたしの両親は、大おお真ま面じ目めに、わたしたちにそう教え込んだの」

　合歓の声には、なんの気負いもない。世間話をしているような、なんでもない口く調ちようだ。

　それが、蓮れんには怖ろしい。

　口にしている内容は、気負わずに喋しやべることができないほどの、重々しいものなのに。

「だから、わたしとゆずりには、お互いしかいなかった」

　そこで、合歓は立ち止まり、一いつ瞬しゆんだけこちらを見た。

　柔らかな光を宿す瞳ひとみに、涙が浮かんでいるように見えた。

「蓮くんが、現れるまでは」

　蓮は顔をしかめた。

　記き憶おくの混乱は、まだ続いている。

　黒噤ゆずりと黒噤合歓が友達であったことは、かろうじて思い出せたが──しかし、その関係性がどれだけの深さを持っていたのかは、いまだ、よくわからないままだった。

「いいの。覚えていなくたって、六年前のあなたが、わたしたちのことを救ってくれたのは、本当のことだもん」

　そうして、彼女はどこか懐なつかしむような色を、その瞳に浮かべた。

「かっこよかったなあ……。いつもわたしたちの手を引っ張るみたいにしてさ、いつだって蓮くんは、わたしたちのリーダーだった。わたしは支配者に、黒噤の当主になるよう育てられたけど──そんなわたしでも、あなたの後ろをついて歩くことが好きだった」

「…………」

「ゆずりなんて特にそうだよ。蓮れんくんのことが大好きで、暇があればあなたの話をしてたもん。今思い返してみると、あれはちょっとヤバかったかもね。依存っていうか崇すう拝はいっていうか、蓮くんのことをなんでもできるスーパーヒーローだって考えてるフシがあったから」

　蓮は、なにも言えない。

　なにも覚えていないのだから、言えることなどあるはずがない。

　エレベーターの針が、ゆっくりと動いていく。それを見定めながら、合ね歓むはぽつりと、

「ねえ、蓮くん？」

「は、はい」

「過去のことが思い出せないというのなら──手て伝つだってあげようか？」

　蓮は隣となりに立つ合歓のことを見る。

　合歓はじっと階数表示を見あげている。

「手伝う？」

「うん。さっき、ちょっと思いついたの。蓮くんの記き憶おく、もしかしたら、わたしの手で思い出させてあげることができるかもしれない」

「そ、そんなことが、できるんですか？」

　願ねがってもないことだ。ゆずりを助けるには、まず、彼女と自分がどんな関係にあったのかを思い出さなくてはならない。それができるのなら──

「お願いします。合歓さん」

「……ショック療りよう法ほうだから、ちょっとびっくりするかもしれないよ」

「構いません。記憶を取り戻せるなら、どんなことでも我慢します。僕が昔のことを思い出せば──それが、ゆずりを救い出す手助けになるかもしれない」

　勢い込んでそう言った蓮に、合歓は、優やさしげに微笑ほほえんだ。

　なぜだろう。

　笑っているはずのその顔が、泣いているようにも映ったのは。

「わかったよ。それじゃ、蓮くん。目を閉じてくれるかな」

「え？」

　きょとん、とした蓮に、合歓は恥ずかしそうに頰ほおを染め、

「その……ちょっと、特殊なことだから……見られていると、恥ずかしいの。だから、少しだけ目を閉じていて。わたしがいいって言うまで」

「……わ、わかりました」

　どぎまぎとしながら、蓮は目を閉じた。

　合歓がなにをしようとしているのか、蓮にはさっぱり予想がつかなかった。この状況で行う『恥ずかしいこと』がどんなことなのか、貧困な蓮の想像力ではまったく思いつかない。

　きひひ、とテパが笑う声がする。それが、なぜだかとても気になった。

　と、蓮れんの頰ほおに、温かくて柔らかいものが触れた。

　合ね歓むの、手のひらだ。

「それじゃ、行くよ、蓮くん」

　低い声で、合歓がそうつぶやいた。

　蓮は固く目を閉じながら、その身体からだをぎゅっと硬くして──
















　　　　　　　　　　「えい♡」







　ずぶり、と。

　喉のど仏ぼとけのすぐ横に、違和感が走った。

　異物感、と表現してもいいかもしれない。小骨が喉に刺さった、などいう生なま易やさしいものではなく、まるでナイフを首に突き立てられたような──

「蓮れんくん、目を開いていいよ」

　言われたとおり蓮は目を開いて、

　そして、




　合ね歓むが手にしている銀ぎん色いろのナイフが、蓮の喉元を、深々と切り裂いていた。




「…………………………………………………………………………」

　蓮はなにも言えず、ただ、目を大きく見開いた。
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　なにかを言おうと思っても、気管が切り裂かれた今の蓮では、一声も発することはできなかっただろうが。

　合歓は、右手で蓮の喉を搔かき切りながら、左手にコンパクトミラーを持っていた。その鏡かがみの向こう側で、彼女が蓮の喉をずぶずぶと切り裂いていく様が、リアルタイムに進行していた。

　蓮の背後にいるテパが、鏡の向こうで、楽しそうに笑っている。

「きひひひっ。すごいすごい、パパ、痛くないの？」

　蓮れんはなにも言わず、ただ、目の前の出来事を見つめている。

　痛みはない。血も出ない。それどころか、ナイフによって切り裂かれた傷口は、まるで動画の逆再生を見るかのように、あっという間に塞ふさがって、消えてなくなってしまった。

　蓮の表情を見て、テパはまた笑う。

「痛くないのなら良かったね、パパ。問題はそれだけだもんね。なにしろパパは、死なないんだから──ううん、違うかな、そうじゃないね」

　そうでしょ？　と、テパは合ね歓むを見る。

　懐ふところに、ナイフをしまい込みながら、合歓は頷うなずく。

「……うん。そう。そうだよ、蓮くん。あなたは死なないんじゃない。もう死んでいるの」

　小さな、けれど、よく通る声で、

「あなたは悪夢。自分のせいで死んでしまった宵原蓮が、再び自分の前に現れるという悪夢が、現実になった存在だから」
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　誰だれもが予想していたとおり、途中でゆずりが泣きはじめた。

「ああ、もう！　泣いちゃだめだって、あんなに言ったのに！」

　合ね歓むが怒ったように床を踏みつける。いつも穏おだやかな合歓が、そんな仕し草ぐさをするのは初めてのことだった。蓮れんが慌ててなだめようとしてくれたが、しかし彼も、合歓の瞳ひとみにうっすら涙が浮かんでいるのを見て、なにも言えなくなってしまった。

　仕方のないことなのかもしれない。

　東京へと引っ越して、もう陽ひの守かみには戻ってこない──。

　宵よい原はら蓮が、黒くろ噤つぐみ合歓と黒噤ゆずりにそう告げたのは、ほんの一週間前のことだ。

　たった一週間。

　どうしてもっと早く教えなかったのだ、と怒れば、蓮は落ち込んだように「ゆずりたちが笑ってるのを見ると、なかなか言い出せなくて」とつぶやいた。そんな顔をされてしまっては、合歓も、ゆずりも、それ以上なにも言えるはずがなかった。

　蓮の言うことは、もっともだった。

　早く教えていたところで、その別れが決定的なものである以上。

　それはただ、悲しみの時間を、長引かせるだけだっただろうから。

「ゆずり！　泣くのをやめなさい！」

「……っく、ひうっ、……泣、いて、なんか……っ、んくっ」

「こんなときまで、いい加減にしてよ！　泣き虫ゆずり！　昨日きのう、あれだけ言ったのに、蓮くんと会うのは最後なんだから──、最後くらい──、最後──、うっ──！」

　言い終えることはできなかった。自分で口にした言葉に、自分で毒されたかのように、合歓はみるみる涙ぐむと、ぽろぽろと涙をこぼしはじめていた。

　お姉ねえちゃんでも、泣くことがあるんだ。

　ゆずりは嗚お咽えつを漏らしながら、ぼんやりとそう思う。

「ね、合歓まで──た、たのむよ、お願ねがいだから、泣きやんでくれ！」

　あたふたと、蓮が二人ふたりを慰なぐさめようとしている。さすがに彼は泣くことはない。宵原蓮は泣いたりなんてしない。彼はいつだって笑っていて、自分たちを励ましてくれて、導みちびいてくれる、自慢のリーダー、なんでもできるスーパーヒーローなのだ。

　彼の弱点は、ただひとつ──『女の子の涙に弱い』ということ。

「僕はそういうの、ほんとだめなんだって！　なんでもするから！」

　そして、ゆずりは、自他共に認める『泣き虫』なのだ。

　そんなゆずりに、蓮が逆らえるはずがなかった。意図して泣くことはないが、ほんの些さ細さいなことで涙を流してしまうゆずりに、蓮はいつでも従ってくれた。

　申し訳ないと思う一方で、ゆずりはそのことが、心地ここち良くもあったのだ。

　蓮が、自分だけのものになったような気がして。

　けれど、その蓮れんは、もうすぐいなくなってしまう。

　この隠れ家での『お別れ会』が終われば、そこで、すべてが終わってしまうのだ。

　そう考えただけで、目の奥に火が点ついたようになった。泣きわめきこそしないものの、涙は次から次へと溢あふれてきて止まらない。

　そのあいだに挟まれて、蓮は頭を抱えたまま、身動きも取れなくなり──

「なんでもしてくれるの？」

　不意に、合ね歓むが、そう言った。

「え？」

「なんでもしてくれるって。蓮くん、そう言った」

　ゆずりは顔を上げて、びっくりしたように合歓のことを見つめた。合歓は、泣いていたが、その声も態度も視し線せんも、しっかりと蓮を捉とらえていた。

　蓮は慌てて頷うなずき、

「あ、ああ！　もちろん！　なんでもする！」

「じゃあ、ここにいて」

「…………え？」

「東京なんかに行かないで。ずっと陽ひの守かみにいて」

　蓮は弱りきった表情で首を振り、

「そ、それは、ちょっと……」

「……なんでもしてくれるって、言ったのに……！」

「そ、それ以外！　それ以外ならなんでもするから、だから、」

「なら」

　そして、ゆずりは、思い知った。

　合歓が──自分の姉が、自分なんかに比べて、どれほど強きよう靱じんな存在であるかを。

「なら、わたしたちと、結婚して」

　蓮は仰のけ反ぞった。

「な、なんでそうなるんだよ!?」

「なんでもしてくれるって言った！」

　いつの間にか、合歓は普ふ段だんの合歓に戻っていた。

　いつも穏おだやかで、にこにことして、それでいて絶対に自分の意思を貫き通す、黒くろ噤つぐみとして相応ふさわしい少女に。

　ゆずりの切り札である涙は──

　合歓にとっては、目的を達成するための、道具でしかないのだ。

「今すぐなんて言わない。いつか、蓮くんが大人おとなになったら、東京からここに戻ってきて。そうして、わたしたちのことを、お嫁さんにして」

「………………っ！」

　蓮れんは顔を真まっ赤かにして、合ね歓むのことをじっと見つめている。合歓は強気に唇を引き結んでいたが、その頰ほおはやはり紅こう潮ちようしていた。

　そんな二人ふたりの姿を見て──ゆずりは、自分の身体からだから力が抜けるのを感じる。

　敵かなわない、と思った。

　やっぱり合歓は、自分なんかとは、物が違う。

　黒くろ噤つぐみの当主になるべく育てられた姉が、自分よりもはるかに優すぐれているということを、ゆずりはほとんど本能的に知っていた。勉強でも運動でも、泣き虫のゆずりが合歓に勝てるところなど、なにもなかった。

　そんな泣き虫でも──いや、泣き虫だからこそ、ゆずりは蓮を独占することができた。

　それは、ただひとつ、ゆずりが合歓に勝っている点だった。

　けれど、たった今、そこでもゆずりは負けてしまったのだ。

「……わ、わかった。大人おとなになったら、結婚する。約束するよ」

「絶対？」

「うん。絶対」

「じゃあ、『タマゴの誓い』、してくれる？」

「うっ──」

　蓮は顔を赤くしたまま目をそらし、それでも、渋々と自らの『タマゴ』を取り出した。

　ピンポン球ほどの大きさの、表面に紫の流水模様が浮かんだ、『禍マガ卵タマゴ』。

　蓮と黒噤姉妹を、なによりも強く結びつけているのは、この忌いまわしき悪夢のタマゴだった。同じ『禍卵』を持つ仲間──『タマゴ持ち』なのだという意い識しきが、三人の繫つながりを、より強固にしていた。

　自分の『禍卵』と相手の『禍卵』を触れ合わせて約束をすると、それは絶対に守らなくてはならない『タマゴの誓い』になる。それは仲間内だけでの決まり事に過ぎなかったが、幼いゆずりたちにとっては、絶対遵じゆん守しゆの誓約でもあった。

「じゃあ、はい」

　頰を染め、けれどもどこか嬉うれしそうにしながら、合歓も自分の『禍卵』を握りしめ──

　見ていられなくなった。

「あっ、ゆずり!?」

　気がついたときには、もうゆずりは『ヨイクロの隠れ家』を飛び出していた。回廊を走り抜けて、ほかの『タマゴ持ち』たちを突き飛ばすように、エレベーターへと駆け込んだ。旧校舎を飛び出して、学園の校門を駆け抜けて──

　小河に差しかかったところで、体力が尽きた。

　よろよろと、桜の樹きにもたれかかり、荒く息をつく。

　雨風に揉もまれて、桜の花びらはだいぶ散ってしまったようだ。その場にへたり込んだゆずりは、自分の太ふと股ももに濡ぬれた桜が貼はりついているのをみて、無性に悲しくなった。

　蓮れんと初めて出会ったのも、こんな、雨の日だった──

　そんなことを、思い出したからだ。

「──ゆずり！　ゆずり、大丈夫か!?」

　背後から、蓮の声が聞こえる。ゆずりは反射的に振り返り、同時にその身を桜の陰に隠した。声を張りあげる。

「来ちゃだめ──来ないで！　来たら、飛び降りてやるんだから！」

　怒りと悲しみと嫉しつ妬と心しんを剝むき出だしにして、ゆずりは叫んだ。しかし、頭の中にいる冷静な自分が、そんなゆずりを冷ややかに見下していた。

　本当は来てほしいくせに。

　本当は邪じや魔まをしたかっただけのくせに。

　本当は、飛び降りる勇気なんて、ないくせに──。

　そんなことないもん、と、ゆずりはちらりと視し線せんを向けた。

　桜の樹のすぐ傍そばを流れる小河は、昨夜ゆうべからの雨を受けて、ごうごうと怖ろしげな音を立てている。あんなものに飲み込まれたら、ゆずりのちっぽけな身体からだなどひとたまりもない。

　ごくり、と唾つばを飲み込む。

　足がすくんで、動きそうになかった。

「ゆずり。危ないから、早くこっちに来なさい」

　静かなその声に、ゆずりはぱっと顔を上げる。

　合ね歓むと蓮が、想像していたよりずっと近くにいた。どちらも、不安そうな表情を浮かべていたが、その色合いは微妙に異なっていた。

　蓮は不安ながらも、怒っているような顔。

　そして合歓は──不安ながらも、呆あきれているような顔。

　ワガママを言う妹を、冷たく見据える、いつもの合歓の表情だ。

「…………っ！」

　自分が、あまりにも惨みじめで、情けない存在に思えた。このまま消えてしまいたいと思い、けれど消える勇気さえ持てない自分に絶望した。目の奥が熱あつくなり、涙が勝手に溢あふれはじめた。ゆずりはそれを見られることを恐れ、桜の陰に顔を隠す。

　その涙すらも──自分のワガママのひとつだと、姉に思われることが耐えられなかった。

「ゆずり！　そこから離はなれるんだ！」

　いつの間にか近づいていた蓮が、ゆずりの手首を摑つかんだ。

　ゆずりは反射的に、それを振り払おうとした。このまま戻ったところで、どんな顔をすればいいのかわからなかった。せっかくの『お別れ会』を台無しにした自分が、一体、どんなことを蓮れんに告げればいいのか、愚かなゆずりにはそれさえわからなかったのだ。

「離はなして！　どうせ私なんか──、ッ!?」

　駄だ々だをこねるように暴あばれていたゆずりの足下が、ずる、と滑った。

　ゆずりの身体からだが傾く。足下の泥土がワガママに耐えかねたかのように崩ほう壊かいし、彼女の身体は、吸い込まれるように河へと落下しようとして──

「あぶ──ない！」

　蓮が。

　両腕を伸ばして、ゆずりの身体を摑つかんだ。

　彼はそのまま、全腕力と全体重をかけてゆずりの身体を引き戻した。ゆずりの小さな身体は、少年の全力を受けて振り回され、彼女は無我夢中で桜の根元に縋すがりつき、

「蓮くんッ!!」

　合ね歓むの絶叫に、ゆずりは思わず蓮のほうを見た。

　誰もいなかった。

　桜の根元にしがみつきながら、ゆずりは、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　呆然として。

　なにかを喚わめきながら、河沿いに走っていく合歓の後ろ姿と──

　濁だく流りゆうから、狂ったように突き出される誰だれかの手を、見つめることしかできなかった。




　　　　◆




　少しのあいだ、気を失っていたらしい。

　校庭の土に顔を埋めていたゆずりは、朦もう朧ろうとした意い識しきで起きあがった。

　顔が泥で汚れていたが、それを拭ぬぐおうという気にもならない。

「立ちなさい、母かあさん」

　冷たく、事務的な声が、頭上から降ってくる。それに突き動かされるように、ゆずりはぎこちなく身体を動かして、立ちあがった。

「歩きなさい、母さん。ここは、その場所ではありません」

　ゆずりは、恐怖に濁にごった眼まな差ざしで、その声の主を見あげた。

　正義が、そこにあった。

　六年間──ずっと恐れていたものが、『禍マガ姫ヒメ』の形を取って、空中で静止していた。

　彼女は金きん色いろの瞳をゆずりに向けている。形の良い眉まゆを不愉快そうにひそめ、柄つかに殻をあしらった剣を、ゆずりの喉のど元もとに突きつけた。

「あなたの罪を断ち切るのは、あなたが罪を犯した場所でなくてはなりません」

「……うん。わかってる」

　か細い声でつぶやいて、ゆずりは歩きはじめる。よろよろとした、ぼろぼろとした、全すべての望みを失った老人のような、頼りない足取り。

「惨みじめですね」

『禍マガ姫ヒメ』が、小さな声でそう言った。

　ゆずりは、同意するように、枯れた笑いを漏らした。

「そうね。私も、そう思う」

「どうしてそんなになってしまったのですか？」

「……そんなの、こっちが聞きたいよっ……」

「では私が教えてあげましょう。愚かな母かあさん。愛いとしい母さん」

　殻の王剣を携えたまま、『禍姫』はふわりと、ゆずりの前に回り込んだ。ゆずりと同じ速度で、緩ゆるやかに後退しながら、彼女は口を開く。

「それは、あなたが逃げつづけてきたからですよ」

「逃げ……」

「大切な人を死なせてしまったという罪から、逃げつづけてきたからです。決してそれと向き合おうとはせず、それどころか、努力に努力を重ねることで、その罪をなかったことにしようとした。笑えますね。あなたがどんなに頑張ったところで、罪を消すことなんてできるはずがないのに」

「…………私は……、それは…………」

　這はいずるように歩きながら、ゆずりは口ごもった。

　それは違うと、言うことはできなかった。

『禍姫』が正しいと、ほかの誰だれよりも、ゆずり自身が知っていたからだ。

　あの『悪夢の日』以来、ゆずりは変わった。

　勉強も運動も平凡以下の、泣き虫な少女は、がらりとその姿を変えた。

　六年に進級するころには学年トップの成せい績せきを記き録ろくするようになり、中学に入ったその足で女子空手部の敷しき居いをまたいだ。頭がおかしくなるほど勉強し、血を吐くほど練習した。なにかになろうと思ったわけではない、ただ、そうしなければならないと──

　いや、違う。

　黒くろ噤つぐみゆずりは──宵よい原はら蓮れんになろうとしたのだ。

　頼りがいがあって、いつでも自分たちを導みちびいてくれる、理想のスーパーヒーロー。

　高校に上がると、ゆずりは迷うことなく生徒会と風紀委員に入った。自分を高める傍かたわらで、その自分を少しでも社会に役立てようとした。

　蓮くんならそうするだろうと思ったからだ。

　困っている人を見れば力を貸して、泣いている人を見たら手を差し伸べた。誰に対しても親切に、誰に対しても平等に、博愛の精神を持って接しようとした。

　蓮くんならそうするだろうと思ったからだ。

　蓮れんくんなら。蓮くんなら。蓮くんなら。蓮くんなら。

　自分が死なせた宵原蓮が、もしも生きていればこうしただろうと思ったことを、ゆずりは行ってきただけだった。

「それが逃とう避ひでなくてなんなのですか」

『禍マガ姫ヒメ』は、首を傾けた。

　降りしきる雨に純白の髪が揺れる姿は、幻想的に美しい。

「確たしかに、あなたは全力だったのかもしれませんね。全力で、逃げつづけただけ。決して逃れられないものから逃れようと、見苦しく足あ搔がいていただけ」

「────」

「惨みじめですね、母かあさん。惨めで、滑こつ稽けいです。外面をどれだけ高めても、結局のところあなたは、自分のしてしまったことに怯おびえる子供に過ぎなかった。割ってしまったお皿を、必死になってくっつけようとして、自らの手が血だらけになっていることも気づかない、愚かな子供でしかありませんでした」

「……あなたは」

　ゆずりは、振り絞るように、言う。

「あなたは、何者なの？」

「『正義』ですよ」

『禍姫』の答えは、はっきりとしていた。

　正義。

　正しく、あろうとしてきた──

「私の性質は、『正義』。あなたの悪夢です。あなたが恐れるものです。あなたが恐れて、恐れて、恐れつづけて、恐れるあまりに同じものに化なってしまおうとした、そのものです」

　潰つぶれたゆずりの声は、言葉にならなかった。

「あなたが正しくあろうとしたのは、それがなすべきことだったからじゃない。自分が正義になれば、本当の正義から逃れられると思ったから。──ハ、ハ、ハ。本当にそう思っていたのですか、母さん？　ほかの人から感かん謝しやされていい気持ちになっていれば、そのあいだだけは、正義わたしに断罪される恐怖を、紛らわせることができたのですか？」

　ゆずりは、うつむいて、答えない。

　そんな母親を見て、『禍姫』は「ハ、ハ」と、機き械かいのような笑い声をあげた。

「それにしても──正義わたしの目には、この世界は罪に満ちているように見えますね。まあ、救いようもないほど罪深い母さんほどではありませんが」

　そう言って、『禍姫』は目を細め──前方を塞ふさぐ、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの校門を見つめた。

　当然、まだ授業時間中であるために、校門は固く閉ざされている。

『禍マガ姫ヒメ』は、金の目を細めて、

「たとえば、そこの門も」

　それから、雑草を払うような気軽な仕し草ぐさで、王剣を振り抜いた。

　金きん色いろの剣けん閃せんが迸ほとばしり、鋼こう鉄てつ製せいの門もん扉ぴを、ナナメに両断した。

　どどう──と、轟とどろきを立てて、校門はただの鉄クズになった。

「まったく。私の行く手を阻はばむなんて許しがたい。正義である私の邪じや魔まをすることは、ただそれだけで罪深いというのに──」

　ゆずりは腕を伸ばして、『禍姫』の袖そでを摑つかんだ。

「……やめて」

　彼女を──自らの娘がもたらす破は壊かいを、止めなければならないと思った。

　校門ならまだいい。物が壊こわれたくらい、いくらでも直すことができる。

　けれど、もしも今、教師が現れたとしたら。

　ゆずりを校内に帰らせようとするだろう。そして、その行為は、『禍姫』からしてみれば、自らの目的を邪魔しようとしていると映るはずだ。

　そんなことになれば、『禍姫』はその教師を、なんのためらいもなく排除するだろう。彼女にとって、人にも校門にも大した違いはない。

「母かあさん。まだ善ぜん人にん面づらをし足りないのですか？　私が孵う化まれた以上、もうそんなことをする必要はないというのに──」

「あなたの役目は」

『禍姫』の口こう上じようを、遮さえぎってゆずりは言う。

「私を、……罪深い私を、殺すことでしょう」

「…………」

「あなたには、逆らいません。ですから、どうか、ほかの誰だれも、傷つけないでください」

　お願ねがいします──と、伏して頭を下げたゆずりを、『禍姫』は冷れい徹てつに見、

「……いいでしょう。確たしかに、私の役割は、母さんの惨みじめな人生の幕引きをすることです。それ以外のことを望むのは、出すぎというものかもしれません」

　ですが、と『禍姫』は付け加えた。

「私の邪魔をするものは、その限りではありませんよ。それが誰であっても──私が母さんを断罪する邪魔をしたものは、万死に値する罪人と見なします」

　それ以上は、なにを言っても無む駄だだと思った。

　歩きはじめる。

　いつか、誰かが自分の罪を暴あばき立て、自分に対して罰を下すこと。

　ゆずりは、それをどうしようもなく恐れる一方で──心のどこかで、期待してもいたのだ。

　大好きな人が、自分のせいで死んでしまったという事実を、ひた隠しにしながら生きていくことに、もう疲れきってしまっていた。

　だから、この『禍マガ姫ヒメ』が自分の人生に剣を振り下ろしてくれるというなら、それも悪くはないのかもしれない。

「さあ、早く参りましょう、愚かで愛いとしい私の母かあさん。あの、美しい桜の下に」

　歌うような『禍姫』の声に、ゆずりは無む意い識しきのうちに、頷うなずいていた。




　　　　◆




「でもですね、合ね歓むさん。いくらなんでも、いきなり喉のどをカッ切ることはなかったんじゃないでしょうか」

「あはは、もう、なに言ってるの蓮れんくん。なんでもするって言ったのはきみだよ？」

「いや、それはそうですけど──もっとこう、あらかじめ教えてくれていればですね、僕のほうにも心の準備というものが」

「えー、じゃあ今からあなたをブッ殺しますから覚悟してくださいって言われて、パパは大人おとなしく受け入れられるの？」

「……むう」

　呻うめいたところで、エレベーターの針が『１』を指し、扉が開いた。

　旧校舎を出ながら、蓮は思わず自分の喉に触れた。

　そこにはもう、傷跡さえも存在しない。

　けれど、自らの首筋が切り裂かれて、その傷口から鮮あざやかな血肉の赤が覗のぞいている光景は──すでに蓮の目に焼きついてしまっていた。

「まあ、テパとしては、パパの上半身が丸ごと吹っ飛んだところを見たときのほうが、よっぽどびっくりしたんだけど」

「……ゆずりがあれを見ていなかったのは、不幸中の幸いだね。もしも自分の『禍姫』が、蓮くんを殺してしまったなんて思い込んだら──もう、あの子は戻ってこられなかったでしょうから」

「いや、問題はそこなんですか？」

「そこだよ。だって、あなたがすでに死んでしまっているということは、もう覆くつがえしようがないんだもん」

　蓮は黙だまり込んだ。

　確たしかに、ショック療りよう法ほうといえば、あれ以上のショックはあるまい。

　おかげで、蓮はなにもかもを思い出すことができた。

　六年前のあの日、ゆずりを助ける代わりに河に落ちた自分が──そのまま、溺でき死ししてしまったということを。

「そうだね。さっきも言ったとおり──今のあなたは、『禍マガ卵タマゴ』が現実化した、悪夢なの」

「悪夢、ですか」

「自分のせいで死んでしまった人が、蘇よみがえって再び戻ってくるというのは、悪夢として相応ふさわしいシチュエーションでしょ？」

　それは、確たしかに、そうかもしれない。

「今ここにいる僕は、本当の宵よい原はら蓮れんではなくて、ゆずりが作りだした悪夢なんですね」

「……うん」

「なるほど」

　そうつぶやいて、蓮は前を向いた。

　小さく、息を吐く。

　怒りや悲しみは、なかった。自分がもう死んでいると知らされて──そして、その証明をまざまざと見せつけられても、驚おどろくほど情動が起こらなかった。

　ただ、どうにもならない戸惑いと混乱だけがある。

「ねえねえ、合ね歓む、それじゃあさ、ゆずりもパパが実は死んでたって知ってるの？　パパは本当は宵原蓮じゃなくて、自分が作った悪夢だっていうことは知ってるのかな？」

　合歓は少し考えてから、首を横に振った。

「……それは、わからない。あの日のことは、わたしたちの中ではタブーになっていたから。わたしもゆずりも、蓮くんの生死について、ちゃんと話し合ったことはないの」

「その割には、合歓は知ってたみたいだけどね？　さっきも全然驚おどろかなかったし」

　合歓は笑ってテパを見あげ、

「だって、あの日、蓮くんの死体を見つけたのはわたしだもの」

　蓮は、言葉を失って合歓を見つめた。

「あの日、蓮くんを追いかけて下流まで行ったわたしは、そこで蓮くんを見つけた。もう息をしていない、冷たくなった蓮くんを」

　合歓は自分の手元を見つめた。

　そこには、ピンクのハート柄が浮かんだ合歓の『禍卵』がある。

「わたしは黒くろ噤つぐみの当主だったからね。しなくてはいけないことを、しようと思った。使用人を呼んで、蓮くんの死体を運んで、ご家族に連絡しなくちゃいけないと思ったの。ほかのことを考えている余裕なんて、これっぽっちもなかった。でも」

　足を引きずるようにして、あの桜に戻った合歓が目にしたものは──

「ずぶ濡ぬれになって、『禍マガ姫ヒメ』と一緒に歩いていく、蓮くんの姿だった」

　なにが起きているのか、わからなかった。蓮の死体は河べりに引きあげたばかりのはずだった。その蓮が生きている。生きて歩いている。まるで赤の他人であるかのように、合歓の傍かたわらを通り抜けて、見知らぬ『禍姫』と言葉を交わしながら、家に戻ろうとしている。

「……悪夢だと、思った」

　その光景を思い出して、合ね歓むの身体からだが、雨の寒さではない理由で震ふるえた。

「そう思った瞬しゆん間かんに、わかったの。比ひ喩ゆではなくて、あの蓮れんくんは本当の悪夢──『禍マガ卵タマゴ』が現実化した、悪夢なんだって」

「そのときから、テパは僕の傍そばにいたんですね」

「たぶん、ね。もともと蓮くんは『禍卵』を持っていたでしょう？　その『禍卵』が、蓮くんの、──死ぬ間際の恐怖を吸収して孵ふ化かしたものが、テパさんなんだと思う」

　テパが忍び笑いを漏らし、

「うん。テパもね、ゆずりの夢を食べたときに思い出したんだよ。自分がどうやって生まれたのか──自分がどうして生まれたのか」

「いや、思い出したんなら、そのときに言えよ……」

「言ったところで、パパはきっと信じなかったでしょう？　自分が実は死んでいるなんて聞かされても、テパがまた馬ば鹿かなこと言ってるって思っただけなんじゃない？」

　それはそのとおりだったから、蓮としては黙だまるしかない。

　テパの言葉を引き継ぐように、合歓が重々しく口を開いた。

「わたしも、ゆずりに本当のことを言えなかったよ。蓮くんが実は死んでいるなんて。今、あなたの目の前にいる蓮くんは、あなたが作りだした悪夢なんだ、なんて」

「…………」

「蓮くんが──陽ひの守かみに戻ってきたことを知って、ゆずりがどれだけ喜んだか、わかる？」

　泣き虫のゆずりは、涙が涸かれるほどに泣いた。

　死んだと思っていた蓮が、生きていた。

　自分が死なせてしまったはずの少年が、生き延びていた。

　その事実に、ゆずりはどれだけ救われただろう。

　けれど──

「……ほんとに、ほんとに、真ま面じ目めなのよ。あの子は」

　すぐに、ゆずりは気づいてしまった。

　蓮が生きていたからと言って、自分の罪は少しも軽くならないということに。

『悪夢の日』に、蓮が自分の代わりに河に落ちてしまったことは、拭ぬぐいがたい事実なのだ。自分があんな身勝手な行動をしなければ、蓮が死ぬような目に遭うことはなかった。彼が生き延びたのは、単に運が良かったからであって、ゆずりがなにかをしたからではない。

　犯した罪は消えず、ただゆずりの目の前で、いつもどおりの生活を送っている。

　ならば、その罪を、償つぐなわなければならない。

　だから──

「…………だから、『蓮さま』ですか」

　蓮れんは、疲れの滲にじんだ声でつぶやいた。

　転入初日から、奴ど隷れいのように自分に傅かしずいてきたゆずりの真意が、ようやくわかった。

　あれは、ゆずりなりの、『償つぐない』のつもりだったのだ。

　テパは楽しそうに嗤わらう。

「きひひひひっ。バカだね、ゆずりって、おバカさんなんだね！」

　合ね歓むは悲しそうに微笑ほほえむ。

「ええ。そう。あの子、真ま面じ目めで頭が良いのに、バカなんだよね。──償う方法なんて、ひとつしかないのにさ」

　蓮に本当のことを打ち明けて、謝しや罪ざいすること。

　合歓はゆずりに、そうするように言った。何度も、何度も、口を酸っぱくして。それでもはかばかしく進まないから、業を煮やして蓮のことを焚たきつけたりもした。合歓は真実をすべて知っていたが、それを口にするわけにはいかなかった。

　真実を明らかにするのは、ゆずりか、蓮でなければならないと、思ったからだ。

　不意に、合歓が足を止めた。

　破は壊かいされた校門を踏み越えていた蓮は、彼女を振り返った。

　黒い前髪と、合歓の花のカチューシャが、彼女の表情を押し隠している。

「結局、わたしは、なにもできなかった」

「……合歓さん」

「黒くろ噤つぐみの当主だって。笑っちゃうよね。どうすればいいのかわからなくて、おろおろしながら、できることをしようとして。でも、当主として、そんな態度を見せるわけにはいかないから、表面上だけは余裕ぶって、取とり繕つくろって。その結果が──」

『禍マガ卵タマゴ』の孵ふ化かと、『禍マガ姫ヒメ』の暴ぼう走そうだ。

　合歓は、肩を揺らして笑う。

「わたしもゆずりも、姉妹揃そろってバカばかり。なんにもできないくせに、なにかできると思い込んで、足あ搔がいて、もがいて、その結果、最悪のことを起こしてしまって。でも──」

　うつむき、伏せた顔から、滴したたり落ちるものがあった。

　雨の雫しずくでは、ない。

「でも、それでも。わたしはゆずりのことを助けたかった」

　自分が犯した罪に苦しんでいるゆずりを。

　その罪を償おうと、必死になって足搔いている妹を。

「……助け、たかった」

　合歓はその場に両りよう膝ひざをつく。ぬかるんだ泥地が、どちゃり、と重い音を立てた。その場に両手を突いて──合歓は、自らの額ひたいを、泥の中にこすりつけた。

「お願ねがい。蓮くん」

　可か憐れんな声が、嗚お咽えつをこらえるように歪ゆがんだ。

「図ずう々ずうしいことはわかってる。あなたのことを死なせてしまったわたしたちが、あなたにお願ねがいすることなんて筋違いだって、わかっています。でも、──でも！」

　そうして、彼女は、血を吐くように叫んだ。

「あの子は──ゆずりは！　わたしの、妹なの!!　たったひとりしかいない、わたしの愛する家族なの！　あの子を助けられるのは、あの子の罪を許すことができるのは、あなたしかいないんです！　だから、蓮れんくん、お願いします──」

　合ね歓むは、顔を上げる。

　泥にまみれた顔は、子供のように泣なき濡ぬれていた。

「……ゆずりを、助けてあげて……！」

　蓮は、苦痛をこらえるように、顔をしかめた。

「だからですね、合歓さん」

　ため息をつくような声を漏らしながら、彼は踵きびすを返し、泥中に膝ひざをついている合歓へと近づいていく。

「僕が女の子の涙に弱いのを知っていて、そういうことをするのはやめてください」

　合歓は泣き笑いのようになり、舌を出した。

「えへへ。ばれたか」

「ばれますよ、そりゃ」

　むすっとして、蓮は合歓に手を伸ばす。そうやって彼女を立たせながら、蓮はもう片方の手で、合歓の頰ほおを汚す泥と涙を、綺き麗れいに拭ぬぐった。

「正直、実感がないというのが本当のところですけど──」

　合歓は眩まぶしそうに目を細めて、されるがままになっている。親猫に顔をなめられている、子猫のような表情だ。

「今はそれより、ゆずりが泣いていることのほうが、僕にとっては大事なんですよ」

　合歓はぎくりと顔を強こわばらせて、蓮から視し線せんを外した。

　それを見て、蓮は笑う。

「わかってますよ」

　そう言って、自分の胸に手を当てる。

　どくどくと、心しん臓ぞうはイヤな感じに波打っている。誰だれかが──自分の知っている女の子が泣いていると考えただけで、どうにもならない不快と焦しよう燥そうが蓮の身を焼いていた。

　ずっと不ふ思し議ぎに思っていた。精神疾しつ患かんに近いこの感覚が、ただ女の子が泣いているというだけで襲おそってくるこの衝しよう動どうが、どこからやってくるものなのか。

　今、ようやくわかった。

　これは、ゆずりの悪夢がもたらした性質なのだ。

『女の子の涙に弱い宵よい原はら蓮れん』という名の、悪夢。

　それが『現実化』した存在である今の蓮は、まったくもって文字どおりに、その夢をなぞっているのだ。女の子の涙に極端に弱い。泣いている少女に逆らうことができない。そんな性質は、確たしかに十歳の『宵原蓮』が持っていたものではあるのだろうが──

　それが、極端な形で『現実化』しているのが、今の蓮なのだ。

「ずっとおかしいと思ってたんですよ。ここまで女の子の涙に弱いのは、なにか理由があるはずだって。……ようやく、謎なぞが解けましたね」

「……ごめんなさい……」

「合ね歓むさんが謝あやまることじゃありません。これはあなたのせいではないし──」

　そして、ゆずりのせいでもない。

　人は、見る夢を選ぶことはできない。テパに夢を喰くわれつづけてきた蓮は、そのことを痛いほどよくわかっていた。まして彼女が抱えていたのは、食べる夢を選ぶことのない『禍マガ卵タマゴ』なのだ。ゆずりが望んで、蓮にこんな性質を押しつけたわけではない。

　彼女は、ただ。

　自らがよく知る宵原蓮の夢を、見ただけなのだ。

　自分の罪を、ゆずりは決して忘れていない。忘れようとさえしていない。『ベッドルーム』において、かつての蓮の部へ屋やを使いつづけていたという事実が、それを如によ実じつに表していた。自分のせいで命を落としてしまった少年の部屋に、ずっと寝泊まりしつづけるというのは──一体、どれほどの苦痛を伴うものなのだろう。

　蓮には、わからない。

　だが、少なくとも──それだけの罰を、六年間ものあいだ受けつづけてきたゆずりを責める気には、どうしてもなれなかった。

「行きましょう、合歓さん。僕になにができるかはわかりませんが──ゆずりのところに行かないと、助けることなんてできませんから」

「…………うん」

　ありがとう、蓮くん。

　かすれた声で、合歓が小さくつぶやくのが、雨音に混じって聞こえた。




　　　　◆




　桜の花びらが、吹雪ふぶきのように舞まっている。

　その光景に、蓮は思わず、足を止めて見入ってしまった。

　吹きつける風雨の中で、巨大な桜が墓標のように立ち尽くしている。ごう、と一際大きな風音が響ひびくたびに、枝花がゆらゆらと揺れて、艶つややかな花弁を撒まき散らしていた。

　雨と、風と、桜さくら吹雪ふぶきのヴェールの向こうに──

　ゆずりが、跪ひざまずいていた。

　神に祈る聖女のように──罪を悔いる咎とが人びとのように。

　その姿に、蓮れんは、彼女と再会したときのことを幻視していた。

　ほんの一週間ほど前、『禍マガ姫ヒメ』や『禍マガ卵タマゴ』という言葉さえ知らなかったときのこと。

　じっと桜を見つめるゆずりの姿を、最初に見み出いだしたときのこと。

　あのとき、彼女は、なにを思っていたのだろう。自分が死なせた少年を、最後に目にしたあの場所で、一体どんなことを考えていたのだろう。

　その『少年』本人でありながら、蓮はそれを考えるだけで、胸が締しめつけられるような思いがした。

　そのまま、誘われるように足を踏み出しかけて──合ね歓むに、袖そでを摑つかまれた。

「待って。下へ手たに刺し激げきをしてはだめ……！」

　さすがに、妹の命がかかっているからか、合歓の声は平静ではなかった。

　跪くゆずりのすぐ傍そばに、白い『禍姫』が浮かんでいる。

　ゆずりとは違い、彼女はすでに蓮たちの存在に気づいていた。金の瞳ひとみを油断なくこちらに向けて、殻の王剣を握りしめている。王剣にまとわりつく金きん色いろの光は、いつでも自分たちを迎むかえ撃うてるという、彼女の意思表示だろうか。

　しかし。

　あんなものに怯おびえて、黙だまって見ているわけには──いかない！

「あっ、蓮くん!?」

　合歓の制止を振り切って、蓮は駆け出していた。

　蓮たちの地点から、ゆずりがいる桜の樹きまで、小河を挟んで20メートルほどの距きよ離りしかない。雨に濡ぬれた土を蹴けり、ゆずりがこちらに気づくのにも構わず、蓮は小河に架かった木橋に足をかけて──

　金色の剣けん閃せんが、木橋をあっさりと断ち割った。

「うわっ!?」

　支えを失い、蓮は転がるように小河へと落ち込んだ。

　水しぶきが上がり、蓮は慌てて手近な石を摑んで流されないようにした。冷たい水流に晒さらされて、体温が急きゆう激げきに奪われていく。さすがに、今の蓮を押し流すほどの勢いはないものの、いつまでもここにはいられなかった。

「蓮くん!!」

　頭上から、ゆずりの悲鳴が聞こえてきた。『悪夢の日』の再現だからだろう、ゆずりの泣き顔が河べりから覗のぞき──しかし、それはすぐに引っ込んでしまった。

「いけませんよ、母かあさん。罪人が、勝手な真ま似ねをしては」

　冷たく、理知的な声。

　白い『禍マガ姫ヒメ』は、格子模様のタマゴにもたれかかるようにしながら、蓮れんのことをじっと見下ろしていた。

「宵よい原はら蓮。そこで大人おとなしくしていなさい」

「ゆずりを、どうするつもりだ？」

「罪人に、正義がすることなんてひとつでしょう。首を、刎はねるのですよ」

「……っ！」

　絶句した蓮に、彼女は殻の王剣を蓮に向け、

「母かあさんの罪を処断すること。それが、私がこの世界に生まれ落ちた、唯一にして絶対の意味です。母さんを誅ちゆうして、私も綺き麗れいに消える──それだけが、私の望みなのです」

　金の瞳ひとみに、冷たい光が宿り、

「宵原蓮。あなたはそこで震ふるえていなさい。誰だれもこの場所に近づけるわけにはいきません。特にあなたは。そこから上がってきたら、私はあなたを、誅すべき罪人と見なします」

　それだけを言って──『禍姫』は、桜の元へと戻っていった。

「おや、まあ、まったく」

　不意に、白いつま先が、蓮の前に現れた。

　テパだ。

「妹のくせに、あの子は全然テパに似てないんだねえ。なあに、あの偉そうな態度！　テパはお姉ねえさんとして、あれこれ教えてあげようかと思ってたけど、やーめた。あんな偉そうな子に、教えることなんてなにひとつないもんね！」

　テパは両りよう膝ひざを折り曲げて、蓮がしがみつく河石の上にしゃがみ込んでいる。両手のひらに顎あごを載せ、すねたようにとがらせた紅あかい唇に、蓮は思わず苦笑いを漏らしてしまった。

「いや、あいつとおまえは、そっくりだ」

「えーっ！　うそ！　どこが!?」

「ワガママで傍ぼう若じやく無ぶ人じんなところとか、人の話を全然聞かないところとか」

「うっ」

「あとは──自分の親を、親とも思ってないところとか、だな」

　テパは立ちあがり、小さな拳こぶしをぶんぶんと振り回した。

「そんなことないもん！　テパはー、親の言うことをちゃんと聞くー、いーい子だもんね！」

「そうか。なら」

　蓮は河べりに上がると同時に、テパの身体からだを押し倒した。

　殻の王冠が転がり落ちて、金髪が放射状に広がった。

　テパは両手で口元を隠した。頰ほおが紅こう潮ちようし、紫の瞳ひとみは期待と不安に潤うるむ。

「だ、だめだよ、パパ……。テパは、パパの娘なんだよ？」

「……今は、その軽口も我慢してやるから、手を貸せ。テパ」

　低くうなるような蓮れんの声に、テパはいつもの彼女に戻って、

「んー？　それってつまり、テパにゆずりを助けろって言ってるの？」

「違う。ゆずりは、僕が助ける。テパ、おまえは──おまえの妹の面めん倒どうを見てくれ」

　紅あかい唇に、悪意めいた微笑が浮かび、

「んー、んっんー、どーしよっかなー。手て伝つだってもいいしー、手伝わなくてもいいかなー」

「手伝うなら、良いものをやろう」

　その言葉に、テパは興きよう味みを惹ひかれたように、首を突き出した。

「うん？　なに？」

　蓮は、ぽつりと『それ』をつぶやいた。

　テパの目に、みるみる輝かがやきが満ちていく。

　その輝きを捉とらえて、蓮は自分が考えた作戦を説明する。どうやってあの白い『禍マガ姫ヒメ』に対抗するのか。あの危険きわまりない王剣から、どうやってゆずりを救おうとしているのか、その手段を。

「──へえええええ。なるほどねー。いや、見直したよ、パパ！　ただのお変態さんじゃなかったんだね！」

「あのな……、いや、今はいい。で、どうするんだ？　乗るか乗らないか」

「乗るッ！　乗る乗る、うわー楽しみ、やってみたい！」

　両手を挙げて、テパは大だい賛さん成せいした。

　殻の王冠を拾いあげて、再び自分の頭に載せながら、テパはなぜか嬉うれしそうに、

「でも、いいの、パパ？　それってね、なんの保証もない、すっごく危ない橋なんだよ？」

「わかってるよ。でも、ゆずりが泣いているんだから、仕方ないだろ」

　蓮は八つ当たり気味に小さく叫んで、それから、ため息をついた。

「はあ。まったく。──どうしようもなく、悪夢だなあ！」




　　　　◆




　桜の根元に、跪ひざまずく。

　視界いっぱいに、節くれ立った木の根と、雨に濡ぬれた地面、そこに張りついた大量の花びらが映った。けれども、その視界はすぐに歪ゆがみ、よく見えなくなってしまう。

　ひっきりなしに落ちていく、ゆずりの涙が原因だった。

「母かあさん。なにか、言い残すことはありますか」

　頭上から『禍姫』の声が聞こえる。

　ゆずりはそれにユーモアを感じたが、笑うことはなかった。代わりに、指摘する。

「……私が死んだら、あなたも消えるのだから……意味がないでしょう」

「ふむ。なるほど、それは確たしかにそうですね。失礼いたしました」

　彼女はどういう精神性をしているのだろう、と、ちらりと疑問に思った。宿やど主ぬしであるゆずりの死は、『禍マガ姫ヒメ』である彼女の死と同意義なのに──むしろ、『禍姫』はそれを望んですらいるようだった。

　自らの死を望む。

　あるいは、宿主のゆずりに、同どう調ちようしているのかもしれない。

　いや──と、ゆずりは断頭台に跪ひざまずきながら、かすかに首を振った。

　死にたくなかった。生きていたかった。せっかく、せっかく蓮れんくんと会うことができたのに。最悪の形で別れてしまって、二度と会うことができないと思っていた初恋の人に、もう一度会うことができたのに。

　まだ、自分は、彼になにも言えていない。

「ごめんなさい」も──「さよなら」も。

「……ぐうっ……」

　涙が、止めどなく溢あふれては落ちていく。

　泣き虫ゆずり。

　自分のことを、最初にそう呼んだのは、誰だれだっただろう。

　合ね歓むだった気もするし、蓮だった気もする。

　泣きながら最期を迎えるのは──泣き虫には相応ふさわしいと、自じ虐ぎやく的てきに思った。

　背後で、音もなく王剣が振りあがる気け配はいがした。

　自身の最期を前にして、ゆずりは、反射的に身をすくませて──
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　気合い一いつ閃せん。

　黒いドレスがぐるぐると回転しながら、宙を切り裂いて自分のほうに飛んでくる。物理法則をまったく無視したその動きに、白い『禍姫』の動きがぎくりと止まり、その隙すきを突いて、遠心力を得た白いカカトが殻の王剣に柄つかを蹴けりつけた。

「なッ──」

　初めて聞く『禍姫』の焦りの声に、ゆずりは思わず目を開けて、振り返った。

　テパがいた。

　雨風に長い金髪をなびかせて、テパは腕を組んで空中に仁に王おう立だちしている。漆しつ黒こくのパーティドレス、四つ又に分かれたその裾すそが、ひらひらとはためいていた。スカートの前面に刻まれた蓮ハスの刺し繡しゆうは、なにか、不ふ可か思し議ぎな紫むらさき色いろの光を帯びている。

　不敵な笑えみを浮かべる彼女に、『禍マガ姫ヒメ』は低い声で、

「……なんの、つもりですか」

　テパはそれにウィンクで応こたえる。

「ハローハローマイシスター、あああっと、そういえばあんたって名前あるの？　ちなみにテパはテパだよん！　お好きなように呼んでちょうだいな！」

「なにを──」

「ま、あるわけないか！　だってテパのテパはパパが名付けてくれたんだもんね？　ねえねえ、名前の由来を聞きたい？　聞きたいよね？　じゃあ教えてあげるけど、テパっていうのはね……なんと……英語の『獏Tapir』から取ったんだって！　ほら、バクって夢を食べるでしょ？　だからテイパー、縮めてテパなわけだね！　さっすがパパ、はくしきー！」

『禍姫』は王剣を振りかぶった。

　それより先に、テパが動いていた。自らの頭に載せられている殻の王冠を両手に持ち、『禍姫』のほうに向ける。タマゴをあしらった王冠は、一いつ瞬しゆんのうちにテパの身体からだを覆おおい尽くすほどに大きくなった。

『禍姫』は構わずに、金きん色いろの剣けん閃せんをテパに叩たたきつけ、

　王冠を護まもるように、紫の波紋が空中に広がった。

　直ちよく線せんの金は、円形の紫に阻はばまれた──いや、違う。まっすぐに飛んだ剣閃のうち、王冠に触れた箇所だけがごっそりと消失したのだ。残りの剣閃は軌道を変えることなく、テパの背後の地面を抉えぐっていた。

　テパ本人は、まったくの無傷だ。

『禍姫』は表情を険しくして、テパをにらみつける。

　王冠の陰から、テパの顔がひょっこりと覗のぞいた。いたずらっ子のように「きひひ」と笑う。殻の王冠を元の大きさに戻し、縁ふちに指を引っかけてくるくると回す。
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「ねえねえ知ってる？　テパたちには、それぞれ性質があるんだってさ。良かったらさ、あんたの性質がなんなのか、教えてくれないマイシスター？」

「私を、そのように呼ばないでいただけますか」

「だってしょーがないじゃん、あんた名前ないんだからさ。で？　なに？」

　王剣を油断なく構えたまま、『禍姫』は堂々と、答える。

「私の性質は『正義』です。私は『正義』の体現者。この殻の王剣を以もつて、迅じん速そくに的てき確かくに、あらゆる罪を断ち切る存在」

「たちきる……あー、あー、なっるほどねー。だからあの光なんだね？　へええ、そんなふうにもなるんだねえ、なんというか、幅の広いことで」

　くるくるくるくる、と、指先で回転する殻の王冠が、その速度を増していく。

「教えてくれてありがと！　お礼に、テパの性質を教えてあげましょう！」

「……別に、私は、そんなもの、」

「テパはね、『死』だよ」

　明るく、無邪気な笑え顔がおのまま。

　そう言ったテパを見て、ゆずりは、自分の背中に鳥肌が立つのを感じた。

「テパの性質は『死』だよん。テパは『死』の体現者。この殻の王冠をかぶって、気まぐれに平等に、あらゆるものに訪れる存在」

　高らかに歌いあげるように、テパは大きく腕を広げ、

「あなたも、テパの抱ほう擁ようを受けてみる？　マイシスター！」

　自らの身体からだを回転させ、殻の王冠を『禍マガ姫ヒメ』に投げつけた。

「！」

　回転しながら飛来した王冠を、『禍姫』はとっさに避けた。空中に躍おどった『禍姫』の黒いドレス、その端に王冠が引っかかり、その部分だけがごっそりと抉えぐり取れる。

「このッ！」

　忌いま々いましげに叫んで、『禍姫』は剣けん閃せんをテパへと放った。それがテパに届こうかとする刹せつ那な、ブーメランのように戻ってきた殻の王冠が、金の光を一いつ瞬しゆんのうちに蹴け散ちらした。

　すぱん、と王冠を受け止めて、指の先を縁ふちに引っかけて、再びくるくる回しながら、

「きひひひ、だめだめ、お正義さん。あんたの『正義』じゃ、テパの『死』は打ち破れないよ。なんでだと思う？」

　そう言って、テパはにやりと笑った。

「なぜなら、『死』を断罪することはできないけれど、『正義』は死ぬことがあるから──だって！　きひひひ、パパもうまいこと言うよね、…………っ」

　不意に、彼女は黙だまり込んだ。

　口元を押さえる。喉のどからこみあげてくるなにかを、押しとどめているような素振り。しかしそれは、すぐに失敗した。テパの胸元が、不気味な感じにぐっとせりあがり、そして、

「けぷっ」

　と、げっぷをした。

　しばらく、雨の滴したたる音だけが、しらけた空気の中に響ひびいた。

「あらやだ。テパったら、お下品さん。ええと、それで、なんの話だっけ？」

「……もう結構」

『禍マガ姫ヒメ』は、心から蔑さげすむように、端正な顔を歪ゆがめていた。

「あなたの戯言たわごとに、これ以上付き合う気にはなれません。確たしかに私の『正義』では、あなたの『死』を打ち破ることはできないのかもしれない」

「おや。ずいぶんと素直なんだね」

「もともと私の目的はあなたではありません。私の存在理由は、ただひとつ──私を生み出した母かあさんを処断し、私もまた無に帰ること。ただ、それだけなのですから！」

　そう叫んで、『禍姫』は王剣を振りかぶり、ゆずりのほうに向き直って、

「ぶっ!?」

　その顔に、飛んできた靴が激げき突とつした。

「まったくさ。おまえら、ほんとに」

　靴を投げた体勢のまま。

「ほんっっっとに、そっくりだよな！　『禍姫』ってみんなそうなのか!?　人の話なんてこれっぽっちも聞かないわ、完かん璧ぺきに自分勝手な理屈で動き回るわ！」

　ゆずりの隣に突然現れた蓮が、そう怒ど鳴なりつけていた。




　　　　◆




　今さら言うまでもないことだが、蓮れんは悪夢である。

『禍マガ卵タマゴ』によって現実化した悪夢、自らが夢であることさえ知らなかった、自身で考え自身で動く規格外の夢だ。首筋をナイフで切り裂かれ、その傷口が音もなく塞ふさがっていくところを見なければ、今でも蓮は信じられなかっただろう。

　自分がすでに死んでしまったことなど。

　自分が──誰だれかが見ている、夢なのだと。

　とはいえ、それは今は、どうでもいいことだった。

　大事なのは、自分が夢の存在であるということであり──

　テパは夢を食べることができる、ということであり。

　そして、テパがげっぷをすれば──食べた夢が実体化するということだった。

『禍マガ姫ヒメ』は、蓮れんがゆずりに接触することを警けい戒かいしていた。

　その理由について、蓮は薄うす々うす想像がついていた。だからこそ、『禍姫』はどんな手を使ってでも、自分を遠ざけようとするだろう。自分がこの姿を晒さらしたまま、王剣の斬ざん撃げきをかいくぐってゆずりに近づくことは、至し難なんの業わざであることも予想できた。

　それなら、テパに喰くわれればいい。

　テパに喰われ、そしてテパがゆずりに近づき、そこでげっぷをすればいい。

　そうすれば、ゆずりのすぐ近くで蓮は実体化し。

『禍姫』から、彼女を護まもることができる。

「まあ、よく考えたら穴だらけだよねー。すっごくあやふやな要素の上に成り立っているっていうかさ、失敗しても不ふ思し議ぎはないどころか、成功したほうが不思議な感じだよね」

　テパの言葉に、蓮は憮ぶ然ぜんと答えた。

「んなことわかってるよ。でも、これしか方法がなかったんだから、仕方ないだろ」

　テパは蓮の『禍姫』であるのだから、蓮を食べた瞬しゆん間かん、テパ自身が消えてしまうかもしれない。そうでなくても蓮の『質量』が少なすぎて、全部食べてもテパはげっぷできないかもしれない。そうなれば──蓮は、ただ消滅してしまうだけだったはずだ。

　その危険を冒してでも。

　蓮は、ゆずりに近づかなければならなかった。

　なぜなら──

「宵よい原はら蓮」

『禍姫』の声は、怒りに震ふるえていた。顔から靴がぺらりと剝はがれ落ち、その向こうから、それまでの無表情からは想像もできない、怒りの形ぎよう相そうが現れた。

「母かあさんから、離はなれなさい！」

　横に一払い、縦たてに一いつ閃せん。十文字に迫りくる金の刃やいばを、蓮はその場に転がるようにして回かい避ひした。同時にゆずりの手を握り、桜の陰に引きずり込む。

　ゆずりは、呆ほうけたように、口をぽかんと開いていた。

　まるで夢の中にいるように。

「……蓮、くん」

「よう」

　桜の幹に寄りかかって、蓮は軽く手をあげて、挨あい拶さつした。

　泣なき濡ぬれたゆずりの顔は、ただ目にしただけで苦痛をもたらした。

　だから蓮れんは、赤らんだ泣きぼくろの辺りに手のひらを押しつけ、涙を拭ぬぐった。

「わぷっ」

「だからさ、何度も言っただろ」

　記き憶おくは、おぼろげにしかない。思い出した気がするだけなのかもしれない。そもそも今の自分は宵よい原はら蓮ではなく、宵原蓮という悪夢でしかないのだ。

　それでも。

　蓮の肌が、蓮の身体からだが、それを覚えていた。

　何回となく、何十回となく、幼少期から染み込むほどに繰くり返してきたその行為を。

　へたり込み、涙を流すゆずりの隣となりに腰を下ろして、その涙を拭うこと。

　それをしているあいだだけは、まるで故郷に帰ってきたかのような懐なつかしさがあった。理屈ではなく、記憶ではなく、ただ感覚だけによって、蓮はそのことを思い出したのだ。

「泣くなってば、泣き虫ゆずり。僕はきみが泣いている姿を見るのが、いちばん嫌いなんだ」

　ゆずりは、息を止めた。

　蓮は、自分が失敗したことを自覚した。

「……うっ、…………くっ、ひくっ、うううう、ううううううううっ…………！」

　もはや止めようもなく──泣き虫ゆずりは、ぽろぽろと泣き出した。

「うっ、────うわああああああああああああん！　うえ、あっ、うう、うわあああああああああああああああああ、ひっく、ぐすっ、うあ、ああああああああっ……、うえええええええええええええん！」

　大声で、幼児のように。

　ゆずりは蓮にしがみつき、声が嗄かれるほどに、泣きじゃくった。

　蓮は顔を歪ゆがめ、ゆずりの髪を撫なでる。黒く艶つややかな髪は手に心地ここち良く、蓮の苦痛を少しだけ癒いやしてくれた。胸元にじんわりと広がる温かさは、ゆずりの涙なのだろう。

　その温ぬくもりが消えるまで、しかし、彼女は待ってくれなかった。

　ギン、と、硬質な音が、頭のすぐ上から響ひびいた。

　振り返ると──真っ二つにされた樹じゆ齢れい五百年のヤマザクラが、ゆっくりと傾いて倒れていくところだった。

　その向こうから、彼女は白髪を怒りにざわめかせて現れる。金きん色いろに輝かがやく王剣を、大きく振り上げて、

「もはや、猶ゆう予よはありません。宵よい原はら蓮！　正義わたしの行く手を阻はばむ罪人は共々に、殻の王剣に切り伏せられるがいい！」

　高々と振りあげた。その腕を。

　背後に現れたテパが、がしりと摑つかんだ。

『禍マガ姫ヒメ』の表情が驚おどろきに歪ゆがむ。白い髪を振り乱して、彼女は叫ぶ。

「は、離はなしなさい、姉ねえさん！」

「おや。ようやくテパを認めてくれたんだね、嬉うれしいよ、マイシスター──きひひっ」

　胸元に、ゆずりを抱きしめたまま、蓮れんは冷静な声でつぶやいた。

「もう終わりだ。名前もない『禍姫』」

「なにをっ──」

「そもそも、筋違いだったんだ。おまえは単に暴ぼう走そうして、正義を為なすとか罰を下すとか、わけのわからないことを叫んでいるけど、そんなものはおまえの勝手な言い分に過ぎない。ゆずりに罰を下せるとしたら、それは」

　腕の中のゆずりが、びくっと震ふるえた。

「僕だけのはずだ。彼女の代わりに河に落ちた僕だけが、ゆずりに罰を与えられる」

「…………っ」

「おまえは無む意い識しきのうちに、そのことがわかっていたんだ。だから、僕をゆずりから遠ざけようとした。孵ふ化かした直後に僕に攻こう撃げきを加えたり、さっき警けい告こくしたのは、それを恐れていたから。つまり、僕が──」

「やめなさい。やめろっ！」

『禍姫』はもがく。その表情が変化する。機き械かいのような無表情から一変して、その顔には、紛れもない怯おびえの色が浮かんでいた。

　宿やど主ぬしに恐怖をもたらす悪夢の姫君が、恐怖している。

　自らの存在理由を否定されることを、彼女は、恐れているのだ。

　蓮は目を細め、そんな『禍姫』をじっと見据えながら、告げる。




「僕がゆずりのことを赦ゆるしてしまえば、おまえは、なにもできなくなるからだ」




　弾はじかれたように。

　胸の中で、ゆずりが顔を上げた。

　構わずに、蓮は言葉を続ける。

「おまえはゆずりのことを罪人と呼んだ。確たしかにそうなのかもしれない。でも、罪は赦される。赦されれば、罪人はただの人になる。おまえが正義でも──いや、正義であるからこそ、ただの人には手出しできない」

「ぐっ──」

「おまえにとっては、ゆずりが罪人であることが、すべての前提条件なんだ。『断罪を邪じや魔まするものはことごとく罪人』という理屈。けど、それも、もう終わりだ」

　息を吸い込み、蓮は、はっきりと、

「僕は、ゆずりを、赦ゆるす」

　そう言った。

　その瞬しゆん間かん、『禍マガ姫ヒメ』は身をよじり、叫んだ。

「やめろおッ!!」

　彼女を束そく縛ばくしているテパが、さすがに焦ったような声をあげる。

「ちょっとパパ!?　話が違くない!?　全然弱まらないよ、マイシスター！」

「……あれ？」

　確たしかに、弱まるどころか、蓮れんがゆずりの罪を赦した途と端たん、『禍姫』の持つ殻の王剣が眩まばゆく輝かがやきはじめていた。まるで、最後の、全力を振り絞るような輝き方だ。

　なんだか、ものすごくまずい状況に陥っているような気がする。

「蓮くん」

　かすれた声に、蓮は意い識しきを引き戻された。

　視し線せんを落とすと、ゆずりと目があった。

　その顔は、相変わらず罪悪感にまみれているようだった。

　蓮はハタと気づく。

　そうか。僕が赦しただけでは意味がないのか。なぜなら、あの『禍姫』は、ゆずりの悪夢だからだ。被害者である僕がいくら赦したところで──加害者であるゆずりが赦されたと感じなければ、『禍姫』が力を失うことはないんだ！

「ゆ、ゆずり？　話、聞いてた？　僕はもうきみを赦したんだ！　だから、きみももう、」

「私には、そんな資格は、ありません」

「いや資格とかじゃなくて！　確かに僕はきみのおかげで死ぬような目に遭ったんだけど、でもほら、それはもういいじゃないか！　だって僕がもういいって言ってるんだから！」

「でも……」

「でもじゃないよ！　赦したんだってば！　だから──」

「……ううっ、蓮くん、やっぱり、怒ってる……」

「あああああああもうめんどくせえええええええええっ!!」

　懊おう悩のうしている暇はない。なにしろ、すでにテパが『禍姫』を束そく縛ばくしていない。テパはさっさと退たい避ひして、フリーになった『禍姫』は、ばちばちと火花を撒まき散らす殻の王剣を、ゆっくりと振りかぶっているところだった。

　蓮は腕の中にいるゆずりに、拝おがみ倒すようにして、

「頼むよ！　お願ねがいだ！　なんでもするから、僕に赦されてくれ！　でないと、僕たちはまるごと真っ二つにされて全部で四つになっちゃうんだからっ！」

　ぴくり、とゆずりの耳が動いた。

「なんでも？」

「ああ！　なんでもする！　だから、早く！」

「──じゃあ──」

　そして、ゆずりはぽつりとつぶやいた。

　もはやその言葉を吟ぎん味みしている余裕さえなかった。そんなことをしているあいだに、自分たちはあの王剣に引き裂かれてしまうだろう。

　蓮れんは、声の限りに、

「わかった！　それを、受け入れる！」

　そう叫んだ瞬しゆん間かん。

　殻の王剣は、音を立てて砕け散った。

「────────────」

『禍マガ姫ヒメ』は、柄つかだけを残して微み塵じんになった剣を、呆ぼう然ぜんと見あげる。

　そこにはもう、王剣は存在しない。きらきらと煌きらめく金きん色いろのかけらが、雨の中に霧む散さんして、純白の『禍姫』を美しく幻想的に彩っているだけだ。

　金に輝かがやく霧きり雨さめの中で、悠然と微笑ほほえむものがあった。

「……存在する意味が、なくなっちゃったね？　マイシスター」

　テパだ。

『禍姫』は、機き械かいのような無表情に戻り、頷うなずいた。

「ええ。そうですね」

「ねえねえ、どんな気持ち？　いらない子になっちゃうっていうのは？」

「特にどうという気持ちでもありませんね。強しいて言えば、せいせいしました」

「あ、そ」

　興きよう味みもなさそうにつぶやいて、テパは指を鳴らした。

　殻の王冠が、『禍姫』の頭上に現れる。

「まあ、放っておいてもいいんだけど──あなたはテパの妹だからね。しょうがない、テパが最後の面めん倒どうを見てあげるよ」

「ハ、ハ。なにが面倒ですか。あなたはただ、食べたいだけでしょう」

　見あげもせずに『禍姫』は答え。

　彼女の真上で、殻の王冠は、ぐいんとその大口を開けた。

「きひひひっ、そうとも言うねえ。あんたもかわいそうに。生まれ損なっちゃったおかげで、ママの夢も食べることもできなかったんだものねえ」

「不ふ甲が斐いない母かあさんを持った我が身の不幸ですね。ま、それも今さら、どうでもいいです」

　殻の王冠は、ゆっくりと、白い『禍姫』を飲み込んでいき。

　テパはそんな彼女に、気軽に手を振って、別れを告げた。

「それじゃね、マイシスター。次に生まれてくるときは、名前があるといいね」

「さようなら、姉ねえさん。生まれ変わったとしても、二度とあなたに会いたくありません」

　冷たく、無む機き質しつな声で、そう告げたのを最後に。

　名もなき『禍マガ姫ヒメ』は、この世から姿を消した。




　　　　◆




「おつかれさま。蓮れんくん」

　二人ふたりの許もとにやってきた合ね歓むは、ぽつりとそう言った。

　切断された桜の根元で、蓮とゆずりは、抱き合うようにしてしゃがみ込んでいた。

　正せい確かくには、ゆずりのほうが蓮の胸元に顔を埋めている。蓮は居い心地ごこちが悪そうにしていたが、さすがにそれを突き放すようなことはしなかった。

「本当に、疲れました」

「ごめんね、どうしようもない妹で」

「まったくですよ。もう少しちゃんと教育してください」

「うーん、心がけてはいるんだけどね」

「…………二人とも」

　と、蓮の胸元に顔を押しつけていたゆずりが、のろのろと視し線せんを上げた。

「人の頭の上で、好き勝手なことを言わないでくれますか」

「言われるほうが悪いんでしょ」

　合歓は、ぱしん、とゆずりの頭を叩たたく。ゆずりは「うう」と呻うめき、しかしそれ以上抗こう議ぎすることはなかった。周囲の惨さん状じようを、改めてその目にしたからかもしれない。

『禍姫』が撒まき散らした破は壊かいの跡は、あちこちに残っている。小河に架かっていた木橋は見事に落ちているし、樹じゆ齢れい五百年の桜は巨大な切り株に変わり果ててしまった。どう考えても、大おお騒さわぎになることは間違いがない。

「まあ、これくらいはなんとでもなるでしょう。あとで玄げん城じようさんに連絡しておきます」

　あっさりとそう言ってから、合歓はゆずりのことを見た。

「そんなことより、ちゃんと謝あやまったの、ゆずり？」

「え？」

「あなたがしたことをちゃんと説明して、それを謝ったのか、って聞いてるの。確たしかに、あなたは蓮くんに赦ゆるされたのかもしれないけど──それは、謝らなくていいってことじゃないからね」

　ゆずりは蓮を見あげた。

　赤らんだ目元に、泣きぼくろがある。

　それが、なぜだかとても、蠱こ惑わく的てきに見えた。

「………………、ごめん、なさい。蓮れん、くん」

　顔を紅こう潮ちようさせ、つっかえつっかえになりながら、ゆずりは言う。

「私は、あなたに、ひどいことをしました。あなたのことを河に落として、死んでしまうような目に、遭わせてしまいました。ごめんなさい。あんなことを、するつもりではなかったんです。私は、ただ、──私は」

　涙が浮かぶ。

　目を閉じて、必死にそれを堪こらえる。

　泣きながら「許してください」と言ってしまえば、蓮はそれを許すしかないから。

　今の蓮に、涙を使うのは──あまりにも、卑ひ怯きようだから。

「私は、あなたと別れたくなかった。あなたに傍そばにいてほしかった。あなたを失いたくなかった。だから、あんなことをしてしまった。なんの言い訳にもならないけど、でも──」

　ゆずりは顔を上げて、そして、微笑ほほえんだ。

　泣き笑いのような、表情で。




「私は、あなたのことが、大好きだったから」




　だから──と言いかけたゆずりの唇に、蓮の指が触れた。

「いいよ。もう」

　さすがに、自らの顔が熱あつくなるのを感じながら、蓮は合ね歓むのことを恨うらみがましく見た。

「あのですね。僕はもう、ゆずりのことを赦ゆるしたんです。これ以上はやりすぎというものですよ。余計なこと言わないでください、合歓さん」

「なに、余計なことって、失礼しちゃうな。蓮くんが『ちゃんと教育しろ』って言ったから、そうしてるんだよ？」

「そ、それはそうですけど」

「っていうかさ、おかしくない？　なんでゆずりのことは呼び捨てになったのに、わたしのことは『合歓さん』なの？　名前で呼んでくれるのは嬉うれしいけど、昔みたいにわたしも呼び捨てにしてほしいな」

「ええー……」

「なんで露ろ骨こつにイヤそうな顔するの!?」

「ぷっ」

　そのやり取りに、ゆずりが小さく吹き出した。

　蓮もうつむき、肩を震ふるわせる。合歓はしばらく「むー……」と不満そうに唸うなっていたが、やがて仕方なさそうに苦笑を漏らした。

　と、そこに、テパがひょっこりと顔を出した。

「んむむむむむむむむむむ……」

「……なんだ。なにがむむむだ」

「むむむむむむむむむむむ──」

　眉まゆを寄せたテパは、なにかを口の中で転がしているようだった。アメ玉をなめるようにして、しばらくもごもごとさせてから、テパは両手で口を覆おおい、

「っぺ。ダメだ！　やっぱこれは食べられないみたい！　返す！」

　そう言って、口から出したものを両手に載せて、三人のほうに差し出してきた。

　金の格子模様が表面に浮かんだ、『禍マガ卵タマゴ』。

　蓮れんは目を見開き、ゆずりは息を吞のんだ。

「……これってゆずりの『禍卵』か？　……どうして？　なくなったんじゃなかったのか!?」

　蓮の大声に、合ね歓むは落ち着き払って、答える。

「『禍卵』がなくなる、ということはないんだよ、蓮くん。『禍卵』は悪夢の象徴だから。たとえ蓮くんがゆずりを赦ゆるしても、ゆずりが赦されたと感じても──過去がすべて帳消しになるわけではないの」

　ゆずりは毅き然ぜんと唇を結んで、テパから『禍卵』を受け取った。

『禍卵』の天頂から、音もなく黒い糸が伸びて、ゆずりの襟えり元もとに入り込んだ。

　しかし、ゆずりはもう、それを拒絶しようとはしなかった。

　自らの悪夢の象徴──罪の証あかしを、彼女は臆おくすることなく、見下ろしていた。

　ゆずりは複雑な表情を浮かべながら、ぽつりと、

「……なんか、べとべとしてるんですけど」

「あ、それはテパのよだれだね」

「わざわざ言わなくていい！」

　鋭するどく叫んだ蓮に、テパは思い出したように振り返り、

「そういえばさ、パパ、ちょっと聞いていい？」

「な、なんだ？」

「あのね、実はテパ、マイシスターを押さえ込むのに必死でよく聞こえてなかったんだけどさ。あのとき、ゆずりはなんて言ったの？」

　ざわざわと、蓮の背筋がざわめきはじめた。

　合歓がきょとんとして、

「なにが？」

「いやほら、パパが『なんでもする！』って叫んだあとに、ゆずりがなにか言ったでしょ？　で、パパはそれを受け入れて、おかげでマイシスターは、いる意味がいなくなっちゃったんだけど──あれって、なにを言われたの？」

「ハハハ」

「いやハハハじゃなしに」

「まあ、いいじゃないか」

「良くないから聞いてるんだけど」

　視し線せんをそらし冷や汗を流して、蓮れんは必死でごまかそうとする。

　しかし、そんな努力は、ゆずりの言葉で水泡に帰した。

「償つぐないをする、と言ったんですよ、テパさん」

　べとべとの『禍マガ卵タマゴ』を袖そでで拭ぬぐいながら、ゆずりは嬉うれしそうに、

「なにもなしに赦ゆるされることなんて、私にはできなかったから。だから償いをさせてほしいと言ったんです。自分が犯した罪を、償い、購あがなうこと。そのために、私は──」

　熱ねつっぽく潤うるむ瞳ひとみは、どこか、狂気的な光を帯びている。

　そうして、ゆずりは誇らしげに胸を張って、

「私は、蓮さまに一生を捧ささげる奴ど隷れいになると誓ったんです」

　そう言った。

　テパは蓮を見た。

　合ね歓むも蓮を見た。

　蓮は、どこも見ていない。じっと、足下に視線を注ぎつづけている。

　合歓が砂漠のような声で、

「まさか、あのとき受け入れるって叫んだのは、そのことなの？」

「…………」

「受け入れたの？」

「…………」

「え。待って待って。ちょっと待って。ほんとに？　マジで？　そんなこと、したの？　蓮くん、きみは常じよう識しきとか良識とか、そういうものを持ち合わせてないの？」

「……非常事態、だったので……」

「非常事態だからって、フツーそういうことする？　女の子を奴隷にする？　奴隷って、どれ、奴隷って！　この現代日本で！　人の妹を……わ、わたしの愛するゆずりを！」

　自分の言葉に自分で激げつ昂こうするかのように、合歓は震ふるえはじめる。いつの間にか、その左手にはナイフが現れていた。蓮は死を覚悟したが、すぐに自分がもう死んでいるということを思い出して、世の中には死ぬよりひどいことが実在するのかどうか考えはじめた。

「蓮さま。不ふ束つつか者ものですけれど、よろしくお願ねがいいたしますね……」

「ちょっと──ちょっとごめん、蓮くん、わたしもうリミットかも。限界かも。だって奴隷って！　ゆずりに──わたしの愛するゆずりに、なんてことしてくれるの!?　ゆずりは、ゆ、ゆずりは──わたしのものなのにっ！」

「きっひひひひひひひひひ、ひひひひひひっひひひひひひひひっ!!」

　三者三様、それぞれの反応をする少女たちに囲まれて。

　蓮れんはぽつりと、つぶやいた。

「……悪夢だ」
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　ところがどっこい、悪夢はこれから始まる。




　雨が上がり、『禍マガ姫ヒメ』も消え去って、すべての事件は終わった。

　しかしどのような状況においてもそうであるように、今回もまた、大変なのは事件そのものよりも、その後始末のほうだった。

「まあ、ゆずりの『禍姫』が与えた損害はね、別にいいんだけど」

　と、『ベッドルーム』回廊を歩きながら、合ね歓むはそんなふうに言った。

「学園の敷しき地ち内ないにあるものは全部わたしの所有物だからね。妹がわたしのモノを壊こわしたというだけなのだから、別に大したことじゃないの。『いいよー』の一言で済むことだよ」

　済むんだ……。

「まあ、あの桜だけはちょっとばかしまずいかな。なにかの文化財に指定されてた気がするし──ま、その辺は玄げん城じようさんにお任せしておこっと」

　それから、合歓は微笑ほほえんで、蓮れんを振り返った。

　目だけが笑っていない。

「そんなことより、大事なのは──ゆずりの後始末のほうね」

　恐怖にすくむ蓮の目の前で、合歓は、ぴん、と指を立てた。

「『禍姫』を生んだばかりのあの子は、今、精神的に消耗しています。まして、あんな不安定な状態で孵ふ化かさせて、暴ぼう走そうまでさせてしまったんだから──真ま面じ目めなあの子がどれだけ自分を責めているか、蓮くんにも予想がつくでしょ？」

「まあ、そうですね……」

「それが新しい悪夢のタネになるかもしれない。少なくとも『禍マガ卵タマゴ』の養分にはなるでしょうね。だから、蓮くん」

　合歓が立てた指に添って──銀ぎん色いろのナイフが、薄うすく輝かがいている。

「あの子と寝て」

「え」

「これからしばらくは、あなたとテパさんに、あの子の夢の面めん倒どうを見てもらわないといけません。ただの夢だったらそれでいいけど、もしも悪夢を見たら──すぐに食べて、『禍卵』がまた大きくならないようにしてほしいの」

　横目でちらりとテパを窺うかがい、

「また、あの白い『禍姫』と対決するのは、イヤでしょ？」

「きひ。テパは別に、いーんだけどね。あの子は、おいしかったし──」

　ぺろりと紅あかい唇をなめて、テパは目を細めた。

「でもさ、それって、いつまでなの？」

「……？　どういう意味？」

「いやさー、さっき聞いてから、ずっと気になってたんだよね。基本的に、『禍マガ卵タマゴ』ってなくならないんでしょ？　テパにも食べられなかったもんね。でも、それってつまりさ、『禍卵』に憑つかれた人は、一生付きまとわれるってことなの？」

「まさか」

　そう言って、合ね歓むはゆっくりと首を振った。

「だとしたら『ベッドルーム』は今ごろ満杯になってるよ。『禍卵』は、思春期の一時期にだけ現れる、まぼろしのようなもの──。発現するのはたいていが十代の前半で、二十歳になるころには、いつの間にか消えてしまうんだよ」

「え!?　そ、そうなんですか!?」

「そうだよ。昔、わたしたちが小学生だったころに『ベッドルーム』にいた人は、もう卒業して、残っていないでしょ？」

　まあ、と合歓は肩をすくめ、テパを親指で示した。

「これはあくまでも『禍卵』だけのことだからね？　『禍マガ姫ヒメ』のほうは、この限りではないかもしれないよ。なにしろ資料が少なすぎるわけだから」

「うへ……」

　かくん、と蓮れんは落胆し、そんな彼の背中に、テパがそっと手を置く。

「かわいそうなパパ……。テパにできることがあったら、なんでも言ってね？」

「じゃあ、今すぐ消えてくれ」

「だから、それはダメなんだってば」

　いつものやり取りに、合歓が口を挟んできた。

「少なくともゆずりが安定するまで、テパさんには消えてもらうわけにはいかないの。蓮くんには、それだけの責任があるんですからね。そうでしょう？　……ご主人さま？」

　合歓の瞳ひとみが剣けん吞のんな光を帯びて、そのナイフで蓮のほっぺたをつんつんと突いた。

「……あの、合歓さん……痛いんですけども」

「妹を奴ど隷れい扱いされたわたしの心のほうがずっと痛いから」

「こ、言葉の上だけでのことですよ……」

「そうそう。確たしかにパパは実の妹に目隠しをして喜ぶような見下げ果てた人間だけれど、そんなパパのお奴隷さんになったとしても、ゆずりの貞てい操そうの危き機きは全然まったくこれっぽっちもないから大丈夫だよ。合歓」

　合歓の口元の微笑が、ひく、と動いた。

　目を横に向けて、ぶつぶつと何事かをつぶやく。「内偵が必要ね……」という一言を聞き取って、蓮はこれからわらびをいじめるのはやめようと心に決める。

　それから、目的のドアの前で立ち止まり、合歓は最後にもう一度、釘を刺した。

「わかってはいると思うけど、蓮くん」

「は、はい」

「『ベッドルーム』では、不純異性交遊は厳げん禁きんです。言ってる意味、わかるよね？」

「重々、承知しております……」

「よろしい──、本当はよろしくないんだけど、わたしとしてはもっとまっとうなお付き合いをしてほしいんだけど──、では、あとはお願ねがいします」

　そう言って、合ね歓むはドアを開き、その中に蓮れんを押し込んだ。

　薄うす暗ぐらい室内に目が慣なれるまで、しばらくかかった。

　ゆずりの新しい部へ屋やは、八畳ほどの和室だった。

　足下を埋める畳は青々としていて、いぐさの香りも真新しい。部屋の四隅には据えられた行あん灯どんには、温かくも幽かすかな明かりが灯ともっている。白い障子と襖ふすまは橙だいだい色いろに染まり、幻想的な和の美しさを醸かもし出していた。

　畳の上には布団が敷しかれている。

　一組の布団に、枕まくらが二つ。

　ゆずりは、布団の上で正座をしていた。

　黒いパジャマの襟えり元もとから、ほんのり桜さくら色いろに染まった肌が覗のぞいていて、蓮は思わず目をそらしてしまった。湯上がりの黒髪も、いまだにしっとりと艶つやめいている。しかし、その頰ほおが紅こう潮ちようしているのは、決して温度のせいだけではあるまい。蓮をじっと見あげる瞳ひとみには、期待と不安の色がぐるぐるに入り交じっていた。

　ごく、と。

　無む意い識しきのうちに、喉のどが、上下してしまう。

「……どうしたの、パパ？　前まえ屈かがみになっちゃって」

　耳元で囁ささやかれた、テパの湿った声に、蓮はぎくっと背を伸ばす。彼がにらみつけたときにはもう、テパはくすくす笑いを残して、部屋の天てん井じようの隅へと逃げ去っていた。

「蓮さま」

　声がして、袖そでを引かれた。

　ぎくりと振り返ると──ゆずりが、四よつん這ばいになって、段違いの寝室から腕を伸ばし、蓮の袖を摑つかんでいた。

　目が潤うるんでいる。

「どうぞ、こちらへ」

　引かれるまま、蓮は布団の上に乗り、そこに腰を下ろした。

　正座。

　ゆずりと相あい対たいしながら、蓮は強烈な気まずさに襲おそわれている。視し線せんをそらしたくなるが、なぜかそれができない。頰を染め、眉まゆを寄せ、唇を引き結んでいるゆずりの表情に、強烈な色香を感じたからかもしれない。

　そのまま、沈ちん黙もくがしばらく続いた。

　風もないのに、行あん灯どんの火が揺れて、襖ふすまに朱しゆ色いろのさざ波を立てた。

「……あの」

　なにを口にするべきかも定まらないまま、蓮れんは口を開いた。このまま黙だまり込んでいると、なんだか取り返しのつかないことが起こりそうな、そんな予感がしたのだ。

「大丈夫、だった？」

「はい。私は──、平気、です」

　正座した膝ひざの上に両手を重ね合わせ、そこに視し線せんを落として、ゆずりは言う。

「私よりも、蓮さまは──ご無事、ですか？」

「ああ。僕はちっとも。水に濡ぬれたことくらいだ」

「……そうですか。良かった……」

　ゆずりは安あん堵どの息を吐き、蓮はそれを見て複雑な気分に駆られる。

　彼女は、蓮が死んでいるということを知らない。

　今、目の前にいる『宵よい原はら蓮』は、自らが作りだした悪夢の産物であるということを──ゆずりは、知らないのだ。

　知れば、ただでは済まないだろう。それこそが彼女の悪夢の根幹を為なしているのだから。あらゆるものを一足飛びに飛び越して、再び白き『禍マガ姫ヒメ』を顕けん現げんさせ、自らの意思で彼女の首を刎はねさせてしまうかもしれない。

　だから、蓮はなにも言わない。

　いつかゆずりの『禍マガ卵タマゴ』が消え去るまでか──あるいは一生、そのことをゆずりに告げるつもりはなかった。

「……蓮さま？　どうかなさいましたか？」

　いつの間にか、物思いに引き込まれていた。蓮は我に返り、強しいて笑えみを作って、首を振った。

「や、なんでもないよ。──ていうか、その呼び方、いい加減にやめてくれないかな。もう昔のことは思い出したんだし、昔と同じように呼んでくれてもいいだろう」

　そう返すと、ゆずりはきっと蓮をにらみつけ、

「なにを仰おつしやるのですか。私は、あなたに生涯お仕えすると誓ったのです。蓮さまも、それを受け入れてくれたではありませんか」

「……。それ、取り消しにならない？」

「なりません」

　蓮は黙り、ゆずりは「一歩も引かない」という決意をその眼まな差ざしに込めて、まじまじと蓮を見つめている。

　戦法を変えることにした。

「わかった。それじゃ、僕もきみのことを、ずっと『黒くろ噤つぐみさん』と呼ぶことにしよう」

「えっ」

「きみが僕を『蓮れんさま』と呼ぶ限り、僕もずっとそうする」

　ゆずりは目に見えておろおろしはじめた。

「そ、そんなこと、しなくてもいいじゃないですか。むしろ私はあなたの召使いなのですから、気軽に『ゆずり』と呼び捨てていただいても……」

「それは僕の決めることだ。まあ、黒噤さんが昔に戻りたいというのならいつでもそうするけど。そうするなら、きみも僕のことをさま付けで呼ぶのをやめてもらおう」

　ゆずりは口を開け、また閉じた。眉まゆが悩ましげなラインを描く。しなくてはならないことと、してほしいことの板挟みになっている、そんな表情。

　ぞくぞくする。

「──それでは、あの」

　長いあいだ悩んでから、ゆずりはぽつりと、

「二人ふたりきりの、ときだけは。昔のままでいてください」

　そう言った。

　蓮は笑って頷うなずき、

「わかったよ、ゆずり」

　すると、ゆずりは恥ずかしそうにはにかんで、

「……ありがとう。蓮くん」

　その笑え顔がおに、くらくらした。

「じゃ、じゃあ、そろそろ」

　当初の目的を思い出したかのように、ゆずりは頷いて、それから恥ずかしそうにかけ布団をめくった。合ね歓むの警けい戒かい心しんを反映しているのか、やけに大きな布団だ。二人どころか三人は、楽に入れそうである。

「…………」

　蓮が枕まくらを摑つかんで、端っこに移動させたのは、なにも合歓に誠意を見せるためではない。そうしないと──自分がなにをしでかすか、わからなかったからだ。

「…………」

　ゆずりはそんな蓮の行為を、じっと見つめていた。蓮が布団に入ったのを確たしかめてから──彼女は、自分も枕を摑み、蓮の隣となりに置いて、そこに身を滑り込ませた。

「……あの」

「昔どおりって、言いましたよね」

　隣に入り込んできたゆずりの瞳ひとみは、きらきらと輝かがやいているようだった。

「昔はよく、こうやって隣に並んで、一緒に寝ましたよね。──蓮くん？」

「そ、それは、そうだけど」

「だけど？　だけど、なんなんですか」

「……なんでもないです」

　よろしい、というように頷うなずいて、ゆずりはそれきりなにも言わなくなった。

　沈ちん黙もくが、再び部へ屋やの中に満ちた。

　ゆずりは顔を横向けて、じっと蓮れんのことを見つめている。右目の泣きぼくろに、流れた黒髪がかかっているのが、なんとも言えずに艶なまめかしかった。

「蓮くんは、これからも、『ベッドルーム』にいてくれるんですか？」

「えっ。──あ、ああ、うん、そのつもりだけど」

　ゆずりはきゅっと唇を嚙かんで、目を細めた。

「それならきっと、ほかの女の子とも、こういうふうにするんでしょうね。これからずっと、何度も何度も」

「……そう、なの、かな。確たしかスミレも、そんなこと言ってたし」

「スミレ。ふうん。なるほど」

　すぐ目の前にあるゆずりの瞳ひとみに、冷たい色が浮かんだ。

　ぎゅっと、痛いほどに蓮の手を握りしめながら、ゆずりはぽつりと、

「──もし」

「ん？」

「もし私が、今、蓮くんに泣いてお願ねがいしたら、蓮くんは言うことを聞いてくれるんでしょうか」

「……どんなお願い？」

「私以外の誰だれとも寝ないでください、っていう、お願い」

　蓮は、すぐに答えを返した。

「そうだな。そうかもしれない。でも、ゆずりはそんなこと、しないだろう？」

「……どうしてそう思うんですか？」

「きみはそんなことはしない。真ま面じ目めな女の子だからな。自分のためだけに、ほかの全員が不幸になってもいいだなんて、そんな自分勝手なことはしない」

「それは、『黒くろ噤つぐみさん』の場合でしょう」

　思い詰めたような眼まな差ざしで、彼女はそうつぶやいた。

「……今の私は、ただの、昔のままのゆずりです。ワガママで。泣き虫で。──それに」

「それに？」

「蓮くんのことが、大好きな、ゆずりですから」

　上うわ目め遣づかいに蓮を見つめながら、ゆずりは甘えるように、

「だから、もしかしたら、なんでもしてしまうかもしれません。あなたを独り占めにするためなら──どんなことだって、しちゃうかもしれませんよ？」

　薄うす闇やみで、きらきらと光るゆずりの瞳ひとみから、蓮れんは目を離はなすことができない。

　いつの間にか、布団にはなんとも言えない甘い香りが満ちていた。女の子の──ゆずりの匂においだ、と考えた瞬しゆん間かんに、頭の芯しんがカッと熱あつくなった。

　蓮はほとんど無む意い識しきのうちに、ゆずりの顔に触れていた。

「ん……」

　むずがるような声を出して、それでもゆずりは抵抗しない。ただ、熱あつく潤うるんだ眼まな差ざしを、一心にこちらに向けているだけだ。

　その頰ほおにかかっている黒髪を、蓮はそっと撫なでる。ゆずりは目を細めて、頭を撫でられる子猫のように、心地ここち良さそうに蓮の手のひらを受け入れている。

　ごくり、と唾つばを飲み込んで。

　蓮は、もう片方の手のひらを、ゆずりの顔に当てた。

「……蓮、くん……」

　かすれた声を出して、ゆずりは泣いているようなその目を、そっと閉じて──

　そこで蓮は、彼女の背後の薄闇に、紫むらさき色いろの輝かがやきを見た。

「どきどき」

「…………」

「どきどき」

「……………………テパ」

「え？　──きゃっ!?」

　かわいらしい声をあげて、ゆずりは布団の中で跳ねあがった。そのまま飛び出して、蓮の背中に隠れてしまう。薄闇でもありありとわかるほど、その頰は真まっ赤かに染まっていた。

　一方、ゆずりのすぐ真上で覗のぞき見みをしていたテパは、見るからにがっかりした顔で、

「あれ、やめちゃうの？　せっかく生で人間の交尾が見られると思ったのに──」

「テパ！」

「きひひっ、怒った怒った、パパが怒った！」

　ゆらり、と優ゆう雅がに宙を泳いで、テパは襖ふすまの陰に隠れてしまった。

　蓮はしばらく、肩を怒らせてその襖をにらみつけていたが──やがて、すぐ後ろから、ゆずりがくすくす笑う声が聞こえてきて、彼はふっと苦笑してしまった。

「もう寝ようか。ゆずり」

「ええ、そうしましょう。──あ。でも、その前に」

「うん？」

「蓮くんのお話、聞かせてください。わたしたちと、別れてから、蓮くんがどんなところに住んで、どんな人とお喋しやべりして、どんなことを考えたのか、知りたいんです」

　蓮れんは、笑って頷うなずいた。

「ああ。それくらい、おやすいご用だ」

　そうして、二人ふたりは眠りに落ちるまで、ずっと話しつづけた。くだらない、なんでもない、どうでもいいようなことを話し合って──けれどもそれは、六年ぶりに再会した二人にとっては、かけがえのない時間だった。

　やがて、会話が途と切ぎれた。

　安らかな眠気が、ゆっくりと意い識しきを曇くもらせていく。

　半分閉じたまぶたの向こうで、ゆずりが優やさしく微笑ほほえんでいるのが見えた。

「おやすみなさい。蓮くん」

　目を閉じる。薄うすれていく意識の中だけで、蓮はぽつりと、それにつぶやきを返した。

　おやすみ、ゆずり。




　次に目が覚めたとき、蓮は隣となりに寝ているゆずりが裸リボンというあられもない姿になり、彼女を溺でき愛あいする姉・黒くろ噤つぐみ合ね歓むにその現場を押さえられるという事態に直面することになるのだが──それはまた、別の悪夢の話である。







　あとがき




　どうもこんにちは、鈴すず木き鈴すずです。

『ベッドルームで召し上がれ』第一巻、楽しんでいただけましたでしょうか？

　そんなわけで新シリーズです。最初に作るときのコンセプトとして、「どんな話？」と聞かれたときに一言で答えられるようなものを作ろうと考えました。今、「どんな話？」と聞かれたら、僕は一言でこう答えるでしょう。

「女の子と一いつ緒しよに寝る話」

　以上です。シンプルですね。いいことだ。

　このシリーズではこれからも、主人公が女の子と一緒のベッドに入って手を握ったり胸に顔をうずめたり首を絞められて気絶させられたりします。なんだこいつ羨うらやましいな。死ねばいいのにね。

　ちなみに、このお話のタイトルに流行の四文字略称をつけるとしたら──なんでしょう。『ベルめし』でしょうか。グルメ漫画の名前みたいですね。フランスのベルサイユで孤独にグルメする漫画、『ベルサイユのめし』とかどうでしょう。そこはかとなく売れそうな雰囲気です。上う手まくすればドラマ化もできるみたいな。『ベルめし』もそれくらい人気が出てくれるとありがたいですね。

　ところでこれは宣伝なのですが、おそらくこの本と同日、四月十日発売の『電でん撃げき文庫MAGAZINE vol.25』にて、僕のインタビュー記事が掲載されるっぽいですよ。このお話の制作秘話……？　とか、僕が好きなゲームの話とかが載るみたいです。興きよう味みがおありの方は、ぜひぜひご覧らんになってください。

　微妙にあやふやな言い方なのは、このあとがきを書いている時点で僕はまだインタビューを受けていないからです。なにか社会的にアレなことを、たとえば電撃編へん集しゆう部ぶを弾だん劾がいするとかそういうことをしない限り載ると思います。載っていなかったら、アレだ、鈴木は闇やみに消されたのだとでも思ってください。というかその場合はこの本も出てないか。




　さて、それでは枚数も埋まりましたので、そろそろあとがきもお開きにさせていただきたいと思います。この本を手に取ってくださって、どうもありがとうございました。願ねがわくば、また次のお話で出会えますように。ごきげんよう、さようなら。

　……といっても、あとがきのあとにも少し続きがあるのですが。別の悪夢の話を、楽しんでいただければ幸いです。どうぞごゆっくり。





鈴木鈴









[image: 別の悪夢の話]







　裸リボンのゆずりと、彼女にそんな格好をさせた蓮れんへのお説教は、一時間にも及んだ。

　ゆずりはまんざらでもなさそうだったが、蓮は必死になって布団を叩たたき、

「僕は無実だ！　テパが勝手に！」

　などとわけのわからない供述をしており、合ね歓むは今後余罪を追及する方針で取とり調しらべることにしている。

　まあ。

　合歓の本心としては、彼を責めるつもりなんて、これっぽっちもないのだけれど。

　演技をするのにちょっぴり疲れてしまったから、合歓は安らぎを求めて、『ベッドルーム』南側回廊へと足を向けた。

　ランドリーや大浴場の傍そばを通り過ぎて、電子ロックが施されたドアの前に立つ。

　ドアの脇わきのスリットにカードを通しながら、合歓は不ふ思し議ぎに思う。

　スミレや月げつ歌かが、この区画に関して喋しやべっていた噂うわさを、思い出したからだ。

　この内側を知る人間は、自分と玄げん城じようしかいない。造成した建築業者は黒くろ噤つぐみの息がかかったものだし、内部に搬入したさまざまな機き材ざいも、いくつかの架空会社を通じて別々の工場から取り寄せたものだ。組み立ては合歓自身が行った。足がつく可能性は皆無だし、玄城が情報を漏らす可能性はそれよりも低い。

　それなのに、どうして──

「かんがえごと？」

　内側に入り、ドアが閉まると、背後からそんな声が響ひびいた。

「うん。ここの噂は、あなたも知ってるでしょ？」

「あなたが核戦争に備えて、ここにシェルターを作ってる、って聞いた」

「……どうしてわたしとあなたが聞いた噂が違ってるんだろ。わたしの記き憶おくでは、ここにあるのは冷凍睡眠カプセルだって話だよ」

　背後にいる何者かの、密ひそやかな笑い声。

「当たらずとも、遠からじ、だね」

「そうね。で、それを漏らしたのは、一体どこの誰だれなんだろうなー、お仕置きしなきゃなー、って思っただけ」

「そんなことしていいの？」

「もちろんダメだよ。噂を話してる人を罰したら、その噂がほんとだって認めているようなものだからね。むしろこっちから噂を広めたほうが──ああ、そうしましょう。もっとたくさんの、根も葉もない噂をばら撒まけば、真実はその中に埋没してしまうでしょう」

　楽しそうに言って、合歓はスイッチを入れた。

　白い電灯が、部へ屋やの中を照らし出す。

　小さな、囁ささやくような声で、合歓はつぶやく。

「ただいま」

　小さな、殺風景な部へ屋やだった。剝むき出だしのコンクリートに囲まれて、中央にはいくつもの電子機き器きに制御された鉄の円柱が据えられている。

　合ね歓むは、その円柱に近づき、手のひらを当てた。

「……あは」

　だめだ。

　どうしようもない歓よろこびに──身体からだが、勝手に動いてしまう。

「あは、はははは、────あはははははははははははっ！　やった！　やった、やった、やったよ！　蓮れんくんが帰ってきてくれた！　わたしのところに、わたしたちのところに！　やっぱり──やっぱり、蓮くんは蓮くんだったんだ！　わたしの信じているとおりだったよ、ねえ、パライゾ！」

　身み悶もだえるような歓喜を爆ばく発はつさせて、合歓は背後を振り返った。

　そこには、桜さくら色いろの少女がいた。

　整ととのった顔立ちには、まだ幼さが色いろ濃こく残っている。桜色の髪をシニョンにまとめ、同色の瞳ひとみは茫ぼう洋ようとこちらを見つめていた。身に纏まとうのは漆しつ黒こくのウェディングドレス、二ふた叉またに分かれたドレススカートの前面部には、色あざやかなピンクの合ネ歓ムが刺し繡しゆうされている。

　桜色の『禍マガ姫ヒメ』は、その名を、パライゾと言う。

　合歓は、涙ぐんだ目で彼女を見つめながら、その口元をほころばせ、

「わたしの夢が、叶かなったの……！　ねえ、あなたのおかげだよね、パライゾ。ありがとう。あなたは、わたしの自慢の娘ね！」

「そう」

　気のない声を出すパライゾの両手を、合歓はぎゅっと握りしめた。そのまま、ワルツを踊るように彼女を振り回しはじめる。パライゾは見るからに迷惑そうだったが、合歓の手を振り払うことはなかった。

「ごめんね蓮くん、怒るふりなんてしちゃって！　別にいいの！　本当はゆずりのことを抱いてもいいのに！　そのあとにわたしのことも抱いてくれれば、さらにいいのに──なんて、もう、なに言わせるのパライゾ！　はしたない！」

「……わたしは、なにも、」

「ああああああ、もう、かわいかったよお！　裸リボンのゆずり、かわいいの！　食べちゃいたい！　わたしも裸リボンになりたい！　そうして、蓮くんの隣となりで寝て……、ゆずりと二人ふたりで、たっぷり愛してもらって……♡」

「……かかさま、あの、」

「きゃあ！　もう！　そんなことになったら、わたし、死んでもいい──うそ！　だめ！　やっぱりまだ死ねないよ！　蓮くんの子供を身ごもるまでは、わたしとゆずりと蓮くんで、幸せな家庭を、幸せな黒くろ噤つぐみを築くまでは──わたしは死ねない！　だよね！」

「うん。そうね。そうだね」

　パライゾの口く調ちようは、すでに幼児かボケ老人をあやすようなものになっていたが、合ね歓むはそれにも気づかない。気づいたとしても気にもかけなかっただろう。

「でも。『これ』を知られたら──蓮れんがどう出るか、わからない」

　ぴたり、と。

　その言葉に、合歓の動きが停止した。

「……そうね。でも、知られなければいい話じゃない」

「わたしから見たら、隠しつづけられるなんて思えない。少し考えればわかる。どうして『自分が死なせた人間が帰ってくる』ことが悪夢になるの？　もっと言うなら、ゆずりは『死なせたかもしれない』と思ってたんだから、その人が実は生きていたというのは、悪夢でもなんでもない。むしろ、良い夢のはず」

　ぼんやりとした無表情のまま、パライゾは言う。

「『自分が殺した人間が帰ってくる』ことなら──確たしかに、悪夢としては、相応ふさわしいけれど」

「ふふ。それは、答えを知ってるから言えることじゃない？」

「そうかもしれない。でも、たぶん、あねさまは勘づいている」

　あねさま──テパ。

　合歓にも、彼女の考えだけは読めなかった。そもそも『禍マガ姫ヒメ』は人外の存在であり、その思考回路はまったく想像がつかない。テパはただ好き勝手に振ふる舞まっているようでもあるし──どこか醒さめた部分で、自分たちを観かん察さつしているようでもある。

「だとしても、あの子は関かかわろうとはしないでしょう」

「そうかもしれない。わたしがそうであるように、あねさまは、今の状況を楽しんでるようでもある。ほかの人の夢を食べられるなんて、ちょっと羨うらやましい」

「あら。わたしの夢だけじゃ不服？」

「そんなことはない。かかさまの夢は……おいしい…………」

　初めて。

　パライゾの顔に、感情らしきものが浮かんだ。

　ねっとりと粘ねばり気けを帯びた、裂けるような笑えみ。

　合歓は目を細める。部へ屋やの中央にある円柱に向き直り、ぽそりとつぶやく。

「だったら、これからも協力してね。──パライゾ」

「もちろん。こんなおもしろい状況、崩させるわけにはいかない。わたしはずっと、あなたの悪夢がどうなるのか、見ているよ。かかさま」

　そう言い残して、パライゾはタマゴの中に入り──そのタマゴは、一いつ瞬しゆんにして手のひらに載るサイズへと変化した。

　合ね歓むは悪夢の黒い糸をたぐり寄せて、そのタマゴをポケットにしまった。

　考える。

　ゆずりの『禍マガ姫ヒメ』が孵ふ化かするとは、予想していなかった。あの『禍姫』に蓮れんが吹っ飛ばされたときはひやりとしたし、ゆずりが処刑されそうになったときは、演技ではなく平静を失ってしまった。

　パライゾの力を、使わなければならないのかと思った。

　だけど──そんなことは、なかった。

　自分がなにもしないうちに、蓮がすべてを解決してくれたのだ。

「……やっぱり、あなたはわたしたちのヒーローだよ。蓮くん」

　夢見るようにつぶやいて、合歓は円柱の脇わきにある電子機き器きを操そう作さする。

　円柱を覆っていた鋼こう鉄てつ板ばんが、ゆっくりと左右に開かれ──

　その向こうに、絶対の冷気に満たされた、ガラスの筒が現れた。

「わたしたちが困っているときにはいつでも現れて、わたしたちの涙を拭ふいてくれる、わたしたちだけの、スーパーヒーロー」

　ガラスの向こうには──ひとりの少年が眠っている。

　ゆずりが恋し、合歓が愛した少年。

　自分が殺した最愛の人間が生き返るという最悪の悪夢を現実化するために、溺死ではなく明確な殺意を持って、その喉元を深々と切り裂かれた十歳の蓮が──永遠の眠りについている。

「ようやく帰ってきてくれたんだね。もう、どこにも行っちゃ、やだよ」

　冷たいガラスに手を這はわせて、合歓は、自分の頰ほおに涙が伝っていることに気づいた。

　胸が、疼うずく。

　それが、恋慕なのか罪悪感なのか、合歓にはわからなかった。

　どうしようもない、焦こがれるような想おもいだけが、合歓の内側で燃もえている。その炎が自分を突き動かしているということを、合歓はわかっていた。六年前のあのときも、六時間前のあのときも、それが合歓のナイフを走らせたのだ。

　その炎は、合歓にはどうすることもできない。

　それこそが──自分の、悪夢なのだから。

　だから彼女は、涙の浮かんだ目を閉じて、そっと背伸びをして、

「おかえりなさい。わたしたちの、蓮くん」

　静かに眠りつづける蓮に、ガラス越しのキスをした。





おわり
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鈴すず木き 鈴すず

獲物を見つけて牙を剝く著者。
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イラスト／しゅがすく

お初にお目にかかります、しゅがすくです。

ゆずりちゃんを初めとする、個性的で魅力的な女の子たちを楽しんでいただけたら幸いです！
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